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『老
子
〓

齋

口
義
』
伝
本
攷
略

山
 
城
 
喜
 
憲

序

言

 
本
稿
は
宋
林
希

逸
撰

『
三
子

口
義
』

の
内

『老
子
庸
齋

口
義
』

の
諸
本

と
そ

の
現
存
伝

本
を
、
知

見

の
限
り

に
お

い
て
本
文

の
伝
流
系

統
を
考
慮

し
著
録

す
る
調
査
報
告

で
あ
る
0
列
子
、
莊
子
を
合
わ
せ
考
察
す

べ
き

面

も
あ
る
が
、
取
り
敢
え

ず
は
老

子
を
対
象
と
し

て
、
莊
列
は
後

の
課
題
と

し
総
括

を
期
し
た

い
。
版
種

に
就

い
て
は
ほ
ぼ
網
羅
で
き
た
と
考
え
る
。

各
版

の
伝
本
調
査
は
博
捜

を
旨

と
し
た

の
は
勿
論

で
あ
る
が
、
尚
、
日
本

国
内
所

蔵
に
限

っ
て
も
遺

漏
は
多

く
、
中
国
、
韓
国
等

国
外
所

蔵
本

の
実

地
調
査

は
果
た
し

て
い
な
い
。
以
後
追
補
を
心
掛

け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

 
著
者

林
希

逸

は
、
字

は
粛

翁
、

竹
渓
ま

た
別

に
處
齋
と
号

し
、
福
清

(福

建
福
清
県
)

の
出
身

で
あ

る
。

端
平

二
年

(
一
二
=
.五
)
進
士

に
及

第
し
、
淳
祐
中

(
一
二
四

一
ー
五
二
)
秘
書
正
字
、
景
定
中

(
一
二
六
〇
ー

六
四
)
司
農
少
卿

に
歴
任

し
、
中
書
舎

人
で
官

途
を
断

っ
た
中
央
官
僚

で

あ

る
が
、
政
治
上

の
事
績

に
つ
い
て
は
史
乗

に
見
え
る
と

こ
ろ
は
少
な

い
。

庸
齋
集

、
易
義

、
春
秋
傳
等

の
著

述
が
あ

っ
た
こ
と
が
知

ら
れ

て
お
り

、

三
子
口
義

の
他

に
、
考

工
記
解

二
巻

、
庸

齋
續
集

三
十
巻

が
今

に
伝
わ

っ

て
い
る
。
ま
た

、
師

で
あ

る
陳
藻

の
楽
軒
集

八
巻

を
編
纂

し
て
い
る
。
希

逸

は
、
林
光
朝

(
一

一
一
四
ー
七

八
)
、
陳
藻

の
学
統

を
引
き

、
程
朱

の

学
を
奉

じ
た

一
面
も
窺
え

る
儒
者

で
あ

る
が
、
道
家
を
異
端
邪
説

に
非
ず

と
し
、
ま
た
、
仏
家

の
説
を
も
兼
修

し
、
三
子
に
対
し
て
禅
学
を
斟
酌

し

た
解
釈
を
施
し
て

い
る
。
三
教
調
和
の
思
想
を
抱

い
て

い
た
よ
う
で
あ

る
。
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林
希
逸

の
事

績
、
思
想
、
そ
の
背

景
等

の
理
解
に
は
荒
木
見
吾

「
林
希
逸

の
立

場
」

が
裨
益
す
る
。

 

『老

子
慮
齋

口
義

』
は
本
国

よ
り
も
寧

ろ
日
本

に
お

い
て
多
く
受
容

さ

れ
弘

通
し
た
。
そ

の
経
緯
に

つ
い
て
は
、
早
く
武
内
義
雄

「
日
本
に
於
け

る
老
莊
學

三
 
林
希

逸
口
義

の
渡

来
と
流
行
」

に
言
及
さ
れ
て

い
る
。
ま

た
、
池

田
知

久

「
日
本
に
お
け
る
林
希
逸

『莊

チ
慮
齋

口
義

』
の
受
容
」

が

『老
子
鷹
齋
口
義
』

に
も
及
ん
で
参
考

に
な
る
。
此
の
林
希
逸
注
本
が
、

江

戸
初

か
ら
前
期

に
か
け
て
、
旧
来
の
河
上
公
章
句
本
を
凌

い
で
普

及
し

て

い
っ
た
事
実

は
、
本
稿

に
お

い
て
羅
列
す

る
如
く

現
存
伝
本

の
調
査
結

果
を

以

て
す
れ
ば

よ
り
明
ら
か

で
あ

る
。
〔
近
世
初
〕
書

写

の
古
写
本

が

伝
わ
り
、
慶

長
元
和
の
間
に
古
活
字
版

四
種

五
版

が
刊
行

さ
れ
、
寛
永

四

年

(
一
六

一
八
)
に
は
、
京
都

の
安

田
安
昌

が

〔
元
和
〕
刊
古
活
字
版

の

覆
刻
整
版
訓
点
本
を
刊
行

、
同
版

は
翌
々
寛
永
六
年

に
は
覆
刻
重
刊

さ
れ

て
い
る
。
更

に
、
正
保

四
年

(
一
六
四
七

)
に
林
羅
山

の
首
書
点
本

が
京

の
林
甚
右
衛

門
か

ら
刊
行

さ
れ
、
翌

五
年

に
は
51
く
も
豊
興
堂
中
野
小
左

衛
門
が
覆
刻
本
を
出

し
、

そ
の
後
も
首
書
を
増
補
し

て
明
暦

三
年

(
一
六

五
七

)
、
延
寳

二
年

(
一
六
七
四
)

と
京

の
ヒ
村
次
郎
右
衛

門
か
ら
重
刊

さ
れ
た
。
此

の
首
書
本

の
他

に
、
寛
文
頃

に
即
非
如

.
の
校
点
本
も
刊
行

さ
れ

て
い
る
。
更

に
、
林
羅
山

の

『諺
解
』

に
は
じ
ま

る
慮
齋

口
義

に
基

つ

い
た
老
子
注
釈
書
類
が
少
な
か
ら
ず
遺
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
、
当
代

に

お
け
る
同
書

の
流
行
を
物
語

る
も

の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
伝
本
調
査

に

拠

れ
ば
、
江

戸
時
代
前
期
を

下
る
と
そ

の
盛
行
が
漸
く
収
束

に
向
か
う
事

実
も
明

ら
か
と
な

る
。
古
活
字
版

に
始
ま
り
再
三

に
わ
た

っ
た
同
書

の
刊

行

は
延
寳

二
年
跋
刊
本
を
最
後

に
重
刊
さ
れ

る
こ
と
は
な
く
、
明
治

に
至

る
ま

で
蔵
板
印
行
者
を
転
じ
て
重
印
重
修
が
繰
り
返
さ
れ
た
に
過
ぎ
な

い
。

 
以
上

、
拙
稿

「
獣
腿
默
天
理
図
書
館
蔵

『
老
子
道
徳
經

河
上
公
解

〔抄
〕

翻
印
並
に
解

題

(下
二

及
び

「神
宮
文
庫
蔵

『
〔老
子
經
抄
〕
』 

解
題
編
」

に
於

い
て
些
か
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
本
稿
を
も
と
に
、
中
国
本
国

・

韓
国

で
の
受
容
実
態
と
、
舶
載
さ
れ
た
明
刊
本

・
朝
鮮
刊
本
を
も
視
野

に

お

い
て
、
更
め

て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。

・
著
録

に
当
た
り
、
諸
版
本
写
本

の
配
列
は
本
文
系
統

を
第

一
に
考
慮

す
る
も
の
で

あ
る
が
、
確
認
検
証

の
困
難
な
場
合
が
多
く
、
暫
定
的
な
措
置
を
余
儀
な
く

さ
れ

た
。

将
来

の
本
文
考
證
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

・
各
版

の
所
在
伝
本
は
早
印
か
ら
後

印

へ
と
配
列
す

る
こ
と
を
心
掛
け

て

い
る
が
、

全

て
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
前
後
決

し
が
た

い
場
合

が
多

い
.
結

果

と
し

て
極
大
雑
把
な
配
列
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
。

・
影
印
本
は
、
底
本
に
次
接
し
書
名
事
項
を

冖
字
下
げ

の

「同
」
と
し
て
標
出
す

る
。

・
印
記
印
文
中
の
口
符
は
未
読
の
文
字

を
示
す
、

-
参
考
引
用
す
る
文

献
は
原
則
と

し
て
そ
の
文
献
名

の
み
を
記
し
、
他

の
目
録
事

項

の
記
載
は
省
略
す
る
。
尾
に
付
す
参
考

文
献

目
録
を
参

照
さ
れ
た

い
。
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道
徳
眞
經
口
義

四
巻

 
〔宋
〕
林
希
逸
撰

〔明

正
統

.
○

(
一
四
四
五

)〕

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

刊

(内
府

)

蔵
洞
神
部
f
訣
類

(彼

冖
至
四
)
所
収

道

 
 
又

 

 

 
 

〔萬
暦

二
六

(
一
五
九

八
)
〕
印

(内
府
)

 
首

に

「
發
題
」
を
冠
す
。
そ

の
首
行

に

「道
徳
眞
經

口
義

(隔
九
格
)

彼

一
」
、
次

行
低
三
格

に

「
發
題
」
と
題

し
、
本
文
末
字

に
直
接

し

「慮

齋
林
希
逸
題
」
と
署
す
。

 
本
文
巻

頭

「道
徳
眞
經

口
義
巻
之

二

、
次
行
低
四
格

「庸
 

 
齋

林
 

 
希
 

 
逸
」
、
第

三
行
低

三
格

「
道
可
道
章

第

一
」

と
題
書
。

巻

二
以
下
は
内

題
下

に

「彼

二

(I

四
)
」
と

千
字

文
順
次
数

が
あ

る
。
尾

題
は
巻
頭
題
に
同
じ
。

 
天
地
双

辺
、
辺
欄
高
さ
.
一六

・
七
糎
、
見

開
面
幅

二
五

・
五
糎
、
無
界
、

毎
見
開
面
十
行
行
十
七
字
、
林
氏
注
は
、
各
章
経
文
末
行

に
接
し
低

一
格

大
字
単
行
行
十
六
字
。
毎
版

の
行
数
は

一
.十
五
行
。
見
開
面
中
央

即
ち
第

五
行
と
六
行

の
行
間
に
、
毎
版
当
た
り

一
箇
所

の
周
期
で
千
字
文

字
号
及

び
版
木
の
順
次
数
を

「彼

一

(I

四
)

(版
次
数
)
」

の
如
く
刻
し

て
あ
る
。

そ

の
箇
所
は
各
版
第
五
行
六
行
、
或

い
は
第

冖
五
行

一
六
行
の
間
等

と

一

定
し
て

い
な

い
。

 
通
行

二
巻
八
十

…
章
本

の
各
巻
が

二
分
さ
れ

て
四
巻
に
仕
立
て
ら
れ
、

巻

二
は
孔
徳
之
容
章
第

二
十

一
に
、
巻

四
は
大
國
者

下
流
章
第
六
十

一
に

始

ま
る
。

 

本
書
刊
行
年
即

ち

『道
蔵

』
の
刊
行
年

は
洞
神
部

玉
訣
類
所
収

の

『洞

靈
眞
經
』
首
等

に
見
え

る
御

製
牌

記
末

の
年

記

「正
統
十
年
十

一
月
十

一

日
」

に
従

い
、
印
行
年

は
洞
眞
部
方
法
類
所
収

『靈
寶
無
量
度
人
上
經
大

法

』
巻

五
十

二

.
巻

六
f

四

.
巻

七
十

二
、
洞
玄
部
方
法
類
所
収

『
靈
寶

玉
鑑
』
巻

四
十

三
、
洞
神
部

玉
訣
類
所
収

『道
徳
眞
經
集
解
』
巻
四
等

の

印

造
記

「大

明
萬
暦
戊
戌
年

七
月
吉

日
奉
旨
印
造
施
行
」

に
従
う
。
但
、

現
存
す

る
殆

ど
唯

一
の
明
印

『道
蔵
』

で
あ

る
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

で
は

以
上
の
印
造

記
の
箇
所

は
悉

く
後

人
の
補

写
部
分

に
当

っ
て
い
る
よ
う

で

あ

る

(
『
圖
書
寮
典
籍
解

題
 
漢
籍
篇
』
参
照
)
。
従

っ
て
、
補
写

の
底
本

が
萬
暦
印
本

で
あ

っ
た
と

は
言
え

て
も
、
当
該
道
蔵
経
全
体
が
そ
う
だ
と

は
言
え
な

い
。
先
ず

、
書
陵
部
蔵
本
全
貌

の
調
査
が
必
要

で
あ
り
、
北
京

図
書
館
等
所
蔵

の
清
印
本

、
各
地

に
散
在
す

る
道
蔵
零
本
と

の
比
較
検
証

が
な
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
が
、
当
面

は
標
記

の
如
く
処
理
し

て
、
後

攷
を
俟
ち

た

い
。
明
正
統
十
年
刊
道
蔵

の
早
印
伝
本

の
所
在
は
知
ら
れ

て

お
ら
ず

、
刊
行
後

の
修

・
印

の
経
緯

に

つ
い
て
も
不
明
な
点
が
多

い
。
道

教

研
究

に
と

っ
て
の
基
本
資
料

で
あ
り
、

そ
の
影
印
本

の
利
用
は
広
く
学

界
に
普

及
し
て

い
る
。
所
収
経
典
本
文

の
確
実
な
理
解

の
た
め

に
も
、
伝

-3上



本

の
博
捜
と
よ
り
緻
密
な
書
誌
調
査

の
必
要
性

が
痛
感

さ
れ

る
。

〈宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〉
毛
利
高
標
旧
蔵
 

〔道
藏
經
〕
第

一
四
四
函
所
収

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

唐
大

四
帖

(
四
六

一
-

冖
)

 
後

補
縹

色
表

紙

(三

二

・
五

×

一
二

-
九

糎
)
、
黄

色
地

の
書

題
簽

(子
持
ち
枠

印
刷
)

に

「道
徳
真

經

口
義
 

 
彼

二
〔-
四
)

…

(1

四
)
」

と
題
書
。
総
裏
打
ち
修
補
が
施
さ
れ

て
い
る
。
版
木

一
枚

の
印
面
幅

に
合

わ
せ
、
毎
紙
五
行
分

の
別
紙
を
貼
り
継

い
で

一
紙
と
し
印
刷
。
所

々
、
特

に
下
方

部
分

に
断
版

の
痕
跡
が
窺

え
、
殊

に
、

彼

二
第

十

】
・
十

二
板

(道
常
無
名

章
第
三
十

二

の
末

二
行
か

ら
將
欲

曠
之
章
第

三
十

六
の
八
行

ま
で
、
上
海
涵
芬
樓
影
印

本
の
巻

二
第
十
三
丁
裏

か
ら
第
十
五
丁
裏
ま

で
)

の
下
方

二
字
部
分
は
他

の
箇
所

の
断
板
を
当

て
誤
ま

っ
て
摺
刷
さ
れ
、
後

に
そ

の
部
分

に
張
り
紙
し

て
墨

で
加
筆
訂
正
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
他

に
も

印
刷
不
良
な
箇
所
は
朱
或

い
は
墨

で
補
筆
さ
れ

て
い
る
。
又
、
彼
四
第
十

一
・
十

二
の
両
版
、
即
ち
勇
於
敢
章
第
七
十
三
第
十
七
行
か
ら
天
之
道
章

第
七
十
七
第

二
行
ま

で

(上
海
涵
芬
樓
影
印
本
巻
四
第
十
三
丁
裏
か
ら
第

十
五
丁
裏
ま

で
)
は
欠
失
し
、
そ

の
部
分
は
白
紙
を
継

い
で
あ

る
。
所

々

に
朱

の
圏
点
、
句
点
が
施
さ
れ

て
い
る
。

 
 
又
 
 

 
 
 

 
〔清
道
光

二
五

〔
一
八
四
五
)
〕
修

(内
府
)

〈
北
京
図
書
館
蔵
〉 

北
京
白

雲
観
旧
蔵

 
未
見
。
修
印
年
は
明
李
杰
撰

『
道
藏
目
録
詳
註
』
に
冠
す
る
清
道
光

二

十
五
年
清
鄭

永
祥

・
孟
至
才
同
識

「白

雲
観

重
修
道

藏
記
」

の
記
載

に
拠

る
。

 
前

掲
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
本
即
ち

〔明
萬
暦
二
十
六
〕
年
印
本
と
次
掲

の

本
版
影
印
本
と

の
比
較

の
限
り

で
は
改

版
補

刻

の
箇

所
を
確
認
す
る
こ
と

は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
上
記
萬
暦
印

本

の
断
版
誤
印

の
箇
所
は
正
し
く

印
刷
さ
れ
て
お
り
、
彼
四
第

十

一

・
十
二
両
版

の
欠

失
部
分
も

こ
の
方

は

欠
け
て

い
な

い
。
此

の
両
所

に

つ
い
て
は
断

版

の
補
修

、
逸

失
し
た
版
木

の
補
刻
改
版

と
考
え
る

の
が
順
当
で
あ
ろ
う

。

 
陳
國
符
撰

『
道
藏

源
流
考

』
は
北
京
白

雲
観
所
蔵

の
道
蔵
は

一
九
五

〇

年
北
京

図
書
館

に
移
管

さ
れ
た
旨
記
し
、
『
北
京

圖
書
館

古
籍
善
本
書
目
』

子
部
道

家
類
に

「道

藏
 
明
張
宇
初
等

編
 

明
正
統

十
年
内

府
刻
本
 
四

千
五
百
五
十

二
冊
」

を
著
録
す
る
。
尚
、
窪

徳
忠

は

一
九
四
二
年
に
白

雲

観
を
訪

れ
、
そ

の
時
に
目
睹
し
た
此

の
道
蔵

に

つ
い
て

の
紹
介

記
事

を
遺

し

て
い
る
。

『道

教
史
 
世
界
宗

教
史

叢
書

9
』

三
四
九
頁

(第

六
章

教

団
道
教

の
固
定

化
と
民
衆

の
信
仰

1
教
団
道
教

の
統

制
 

『道
藏
』

の
編

集
)
及
び

『
道
教
入
門
』

一
四
四
頁

(四
道

教

の
教
学
と
内
容

1
教
学
部

門
 
白

雲
観

所
蔵

の
道
蔵
)
、
ま
た

『窪

徳
忠
著
作

集

7
 
道
教
と
仏
教
』

-4上



二
八
五
頁

(第
二
部

一
北
京
白
雲
観

の
現
況

に

つ
い
て
4
道
蔵

)
参

照
。

 

 
 
同
 

 

 
 

 
民
国

冖
三

(
・
九

二
四
)
刊

(
上
海

 
涵
芬

樓
)

 

 
 
 

 
 

 
 

影
印
北
京
白
雲
観
蔵
明

正
統
十
年
刊
清
道
光

二
十

 

 
 
 

 
 

 
 

五
年
内
府
修
本
 

〔道
藏

〕
第
三

八
九

冊

(
洞
神

 

 
 
 

 
 

 
 

部
玉
訣

類
彼

上
)
所
収

 
 

 

 
 

 
唐
中

〕
冊

 
茶
色
表
紙

(
一
九

・
九

×

=
二
・
二
糎

)
、
外
題

「洞
神
部
K
訣
類
 
彼

上

(
円
圏

で
囲
む
)
」

と
、

子
持

ち
枠

で
囲

み
直
接
印

刷

。

扉
表

面

に

「道
徳
真
經

口
義
巻
之

一 

 

彼

一

(「彼

一
」

二
字
墨

囲
陰
刻

、
以
下
同

様
ご
、
「道
徳
真
經

口
義
巻
之
二
 

 
彼
二
」
、
「道
徳
真
經
口
義
巻
之

三

彼

三
」
、
「道
徳
真
經

口
義
巻
之

四
 

 
彼

四
」

と
そ
れ
ぞ
れ
を
子
持

ち
枠

で
囲

み
四
列

に
並

べ
て
印
刷
。
裏
面

に

「中
華

民
國
十

三
年

八
月
上
海
涵

芬
樓
影
印
」
と
刊
記
が
あ
る
。

 
天
地
双
辺
、
辺
欄
高

さ

一
一
二

糎
、
無
界
、
毎
半
葉
十
行
行
十
七
字
、

林
氏
注
は
、
各
章
経
文
末
行

に
接

し
低

一
格
大
字
単
行
行
十

六
字
。

版
心

は
白

口
、
左
右

の
界
線
、
魚
尾
無
く
、
上
下
両
端

に
小
圏

「○
」
を
配
す
。

巻

一
は
時

に
底
本

の
千
字
文
版
次
数

が
版
心

、
或

い
は
裏
面
第

、
○
行
後

の
喉

近
く
に
有
る
場
合
が
あ
る
。
欄
外

上
辺
に
沿

っ
て
、
版

心
を
挟

ん
で

右

か
ら
左

へ
横
書
き

で
、
表
面

に

「道
徳

眞
經

口
義
」
、
裏

面

に

「巻

幾

第
幾
」
と
書
名
巻
数
丁
数
を
記

す
。

 

天
地
の
双
線
、
版
心

の
円
圏
、
欄

上
の
書
名

巻
数

丁
数

は
、
影
印

に
際

し
て
、
体
裁
を
整
え
繙
閲

の
便
宜
を
図

っ
て
の
新
た
な
付
増

で
、
底
本

に

は
本
来
無
か

っ
た
も

の
と
認
め

ら
れ

る
。
更

に
、
底
本
文
字

の
不
鮮
明

箇

所
は
適
宜
墨
を
加
え

て
描
潤
さ
れ
た
痕
跡
も
窺

わ
れ
る
。

 

 
 
又
 

 

 

 

後
印

(上
海
 
涵

芬
樓
)

〔
道
蔵
擧
要

〕
第

一
・
五

 

 
 
 

 
 

 
 

冊
所
収

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
唐
中

一
冊

 
茶

色
表
紙

(
二
〇

・
○
×

=
二
・
二
糎

)
、
外
題

「道
徳
眞
經

口
義
」
、

子
持
ち
枠
で
囲
み
直
接
印
刷
。
扉
表
面

は
初
印
本

に
同
じ
。
裏

面
の
刊
記

は
改

め
ら
れ
双

辺
枠
内

に

「上
海
涵
芬
樓
影
印
正
統
道
藏
本
」

と
記
す

。

 

明
正
統
刊

『道
蔵
』

の
現
存
す

る
伝
本

は

『
中
國
古
籍
善
本

書
目
』
子

部
著

録
す
る
と

こ
ろ
に
拠
れ
ば
、
故
宮
博
物
院
圖
書
館
、
上
海

圖
書
館

、

南
陽
市
圖
書
館

、
及
び

四
川
省
圖
書
館
所
蔵
本

が
知

ら
れ
る
が
、
何

れ
も

残
欠
本
で
あ

る
0
従

っ
て
、
各
図
書
館
所
蔵
本

の
内

に
本
書

が
伝
存

し
て

い
る
か
否
か

、
各
所
目
録

の
不
備
も
あ

っ
て
明

ら
か

で
は
な

い
。
又
、
韓

国
奈

章
閣
に
伝

わ
る
由

で
あ

る
が
詳
細

は
未
詳

。
車
柱
環
氏

は

「朝

鮮
王

朝
後

期

(十

八
世
紀
英
祖
時
代
)

に
入

つ
て
き

た
も

の
と
思
わ

れ
る
」
と

記
す

(
『朝
鮮
の
道
教
』

一
道

教
思
想
序
説
第
四
章
ω
道
教

の
典
籍

80
頁
)
。

老
子
暴

口
義

『醯
喉
醂
難

磯

一5一



 

原
本
未
見

、
『
樹
中

国
訪

書
志
』

の
著
録

に
拠
り

、
次
掲
影

印
本
を
以

て
少

し
く
附
贅
す

る
。

 
首
に

「老
子
庸
齋
ロ
義
發
題
」
(次
行
低
七
格
に

「腐
 
 
齋
 
 
林

希
逸
」
と

題
署

)
を
冠
す
。

 
本
文
巻
頭

「老
子
庸
齋
口
義
上
」
、
次
行
低
七
格

「庸
 

 
齋
 

 
林

希
逸
」
、
第

三
行
低
三
格

「
道
可
道
章
第

一
」

と
題

し
、
尾

題
は
巻
頭
内

題
に
同
じ
。

 
左

右
双
辺

(
一
九

・
二

×

二
二

・
五
糎
)
、
有
界
、
十
行

行
廿

二
字
、

希
逸
注
は
毎

章
経
文
後
、
尾
に
接

し
て
低

一
格
大
字
単
行
行
廿
字
。
版
心
、

小

黒
口
双
黒
魚
尾

、
中

縫
に

「
老
子

口
義
上

(下
) 

(
丁
付

)」

或

い
は

「老

上

(下
)」

と
題
さ
る
。
上
象
鼻

に
ま
ま
字
数

が
あ

る
。

 

同
版
式

の

〔
元

・
建
安

〕
刊

『列
子
属
斎

口
義
』

『荘

子
膚
齋

冂
義
』

が
伝
存
し
、
元
来

三
子

口
義
と
し
て
合
刻
さ
れ
た
も

の
の

一
つ
で
あ
ろ
う
。

〈台

北
国
立

中
央

研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
蔵

〉 

 
 

 

 

唐
大

二
冊

 

新
補
金
砂
子
散

し
紺

色
表
紙

(
二
六

・
七

×

一
六

一
〇
糎

)
、
茶
色
覆

表

紙
を
添
え

る
。
金
鏤

玉
装
、
原
料
紙
縦

二
三

・
二
糎

。
「
虞
山
錢
曾
/

遵
王
蔵
書
」
、

「
忠
孝
/
伝
家
」

(白
文
)
、
「
群
碧
/
樓
」

の
印
記
有
り
。

錢
曾
、
郡
邦

述
旧
蔵
、

『羣
碧
樓
善

本
書

録
』
巻

.
宋

刻
本
に
著
録
。
ま

た
、
『
也
是

園
藏
書

目
』
巻

五
子
部
道
家

の

「林
希
逸
老
子

口
義

二
巻
」
、

『述
古
堂
書

日
』
巻

二
子
の

「
老
子
林
慮
斎

口
義

二
巻
二
本
」

は
即

ち
此

の
本
を
指
す
か

(『
虞
山
銭
遵
王
蔵
書
目
録
彙
編
』
参
照
)
。

 
本
帙
首

冊
副

紙

に
次

の
郡
邦

述

の
手
書
題
記

が
あ

る

(『
羣
碧
樓
善

本

書
録
』

に
収
載
)
。

 
 
此
刻
當
是
宋
末
本
自
宋
壇
元
自
有
此
將
/
変
未
変
字
体
入
元
後
則
失

 
 
其
勁
挺
之
姿

/
矣
三
子
口
義
明
刊
本
亦
不
多

見
余
得

老
荘
二
/
種
若

 
 
沖
虚
至
徳
眞

經
未
知
能
否
続

見
耳
/
甲
子

二
月

 
羣
碧

検
記

「
羣
碧

 
 
樓
」

(『
羣
碧
樓
善
本
書
録
』
は

「変
字
」
間

に

「
之
」
字
あ
り
)

 
『
訪
書
志
』
は
、
『
鐵
琴
銅
劍
樓
蔵
書
目
録
』
巻
十
八
子
部
六
道
家

類

・

『
同
宋
金

元
本

書
影
』

子
部

元
本
著
録

の
列

子
膚
斎

口
義

や
、
同
院

所
蔵

の
荘
子
膚
斎

口
義
と
字
様
行
格
が
同
じ

で
あ
る
と
指
摘
し
、
本
版
を
鄲
氏

の
宋
刻
説

に
は
従
わ
ず
、
瞿
鏘
著
録

の
如
く
元
刻
と
認
め
て

い
る
。
ま
た
、

そ

の
荘
子
廚
斎

口
義

の
解
題

に

「
宋
刊
と
さ
れ

て
い
る
が
、
瞿
目

・
瞿
影

著
録
本
と
同
版

で
、
前
掲
の
老
子

口
義
と
対
を
な
す
元
刊
麻
沙
本

で
あ

る
」

と
。
今
、
此
れ

に
従
う
。

 

『北
京
圖
書

館
古
籍
善
本
書

目
』
子
部
道
家

類
に
、
同
書
を
著
録

し
、

「元
刻

本
 
二
冊
 
十
行

二
十

一
字
 
左
右

双
辺
」
と
記
す

、
お
そ
ら
く

は
同
版
本
か
。

 
ま
た
、

『五
十
萬
巻
樓
藏
書
目
録
初
編
』
巻
十

四

・
『五
十
萬
巻
樓
羣
書

一6上



跋
文
』
子
二
著
録
本
も
或

い
は
同
版
か
。
広
東
東
莞

の
莫
伯
驥

(清
光
緒

四
年

ハ
一
八
七
八
〉
生

、
民

国
四
十
七
年

企

九
五
八
〉
没
)
旧
蔵

。
莫

氏
五
十
萬
巻
樓
の
蔵
書

は
、

一
九
三
八
年

(民

国
二
十

七
年

)
の
日
本
軍

の
広
東
占
領
下
に
、
市

場
露
店

に
流
出

し
た
と
伝
え

ら
れ
、
そ
の
後

一
部

廻
收
さ
れ
た
由

で
も
あ

る
が
、
そ
の
後

の
経
緯

に

つ
い
て
は
未
考

で
あ
る
。

こ
の
本

の
所
在
も
明

ら
か
で
な

い
。
莫
氏
録
す

る
と

こ
ろ
に
拠

れ
ば

、
同

本
は
元
刊
本
、
明
濮
州
李
廷
相
、
清
北
平
孫
承
澤
萬
巻
樓

の
旧
蔵

で
、
前

に
袁
克
文

の
題
記

一
葉
を
附
す
と
。

 

 
 
同
 
 

 

 
 
民
国

五
四

(
～
九
六

五
)
刊

(台
北
 
藝
文
印
書

 

 
 
 

 
 

 
 

館
) 

影
印

〔元
〕

〔建
安
〕
刊
本
 
無
求
備
齋
老

 

 
 
 

 
 

 
 

子
集
成
初
編
所
収
 

 

 
 

 

 
 

 唐
中

一
冊

 
外
題

に

「
欟
希
卿
老
子
慮
齋
口
義
」

(表
紙

に
直
接
印

刷
)
と
、
扉
裏
木

記

に

「
拠
宋
刊
本
景
印

」
と
あ

る
が
、
底
本
は

上
記

の
中
央
研
究
院
所
蔵

本

で
あ
ろ
う
。
但
、
郡
邦
述

の
手
書
題
記
は
影
印
さ

れ
ず
、
旧
蔵
者

の
印

記
は
消
去
さ
れ
て

い
る
。

 

 
同

〔明
前
期
〕
鬥

 
原
本
未
見

。
『
中
国
訪
書
志
』
第

「
編

艸
睇
眠
故
宮
博
物
院
蔵
楊
氏
観
海

堂
善
本
解
題
著
録
。
以
下
、

同
志

に
拠

っ
て
記
す
。

 
首

に

「老
子
爲
斎

口
義
發
題
」
を
冠
す
。

 
本

文
巻
頭

「
老
子
處
斎

口
義

上
」
、
次

行
低

七
格

「膚

 
齋

 
林

希
逸
」
、
第
三
行
低
三
格

「
道
可
道
章
第

一
」
と
題
す

る
。

 
左

右
双
辺

(
二
〇

・
四
×

一
四

-
六
糎

)
、
有
界
十
行
行
十

八
字

、
注

低

一
格
大
字
。
版
心
白

口

(僅
か
な
が
ら
線
黒

口
を
交
え
る
)
、
「
老
子

冂

又
上

(下
) 

(丁
付
と
、
上
象
鼻
に
大
小
字
数

、
下
象
鼻
に
刻

工
名
あ
り
。

〈台

北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
V 

楊
氏
觀
海
堂
本
 
 

 
 

 
唐
特
大

二
冊

 
後
補

縹
色
表

紙

(=
二

・
五

×
二

〇

-
○
糎

)
、
裏
打
ち
補
修

が
加

え

ら
れ
、
原
料
紙
は
縦
三

〇

・
五
糎
。
室
町
期

の
朱
点
朱
引
墨
訓
点
が
付
さ

れ
、

眉
上
に
書
入
れ
あ
り
。

「釈

氏
/
東
沢
」

「杉

垣
霧
/
珍
蔵
記
」

(朱

長
方
)

の
印
記
。
江
戸
後
期

の
医
師
山
田
椿
庭

(名
は
業
広
、
文
化
五
年

〈
一
八
〇
八
〉
生
、
明
治
十

四
年

△

八

八

一
〉
没
)
旧
蔵
書

0
室

町
期

以
前

に
遡
る
日
本

へ
の
伝
来
本
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。

 
 
同

 

 

明
嘉
靖
四

(
五

二
五
)
跋
刊

(〔廣
信
府
〕

張

 
 
 
 
 
 
 
 

士
鎬
) 
〔翻
明
正
徳
十
三
年
賈
詠
銅
活
字
〕
印
本

 
 
 
 
 
 
 
 

三
子
口
義
所
収

 
首
に

「老
子
慮
齋
日
義
發
題
」
(次
行
低
三
格
に

「慮
 
 
齋
 
 
林

希
逸
」
と
題
署
)
を
冠
す
。
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本
文
巻
頭

「老
子
膚
齋
口
義
上
」
、
次
行
低
四
格

「庸
 
 
齋
 
 
林

希

逸
」
、
第

三
行
低
三
格

「道
可
道
章

第

一
」
と
題

し
、
尾
題
は
巻
頭
内

題
に
同
じ
。
但
、
書

題
下

「
上
巻
」
、
ま
た

「
下
」

と
署
す
。

 

左
右
双

辺

(
一
八

二
二
×

一
一
∵

八
糎
)
、
有
界

、
毎
半
葉
十
行
行
十

八
字
、
希
逸

注
は
毎
章
経
文
後
、
尾

に
接

し
て
低

一
格
大
字

単
行
行
十
七

字
。
版
心

、
白

口
単
里
…魚
尾
、
中
縫

に

「
老
子
巻

上

(下
) 

(丁
付
ご

或

い
は

「老

上

(下
)
」
と
題

し
、

下
象
鼻

に
ま
ま
刻

工
名

(老
子
部
分

は
全

て
単
字
)
が
あ
る
。
以
下
の
如

し
。
括

弧
内

に
巻
次

と
葉
次
数

を
記

す
。
尤

(
上
1

・
2

・
4

・
12
、

下
1

・
2
)
、
士

(上

3

.
5
～
11

・

13

・
14
、
下
3

・
4
)
、
玉

(上

15

・
19

・
30
)
、
王

(上
16
～
18

・
22
～

29

・
32

・
34
～
38
、
下
6

～
8
)
、

圧

(ヒ

33
)、

人

(下
9

～
33
)
、

-

(下
36

・
37
)
、
中

(下
38

・
39
)
、
ー

(
下
40

・
41
)
。

 

此

の
本

は

『
列
子
庸
斎

口
義
』

『
荘
子
腐
斎

口
義

』
と
共

に
合
刻

さ
れ

た

『
三
子
口
義
』
の

一
。
「荘
子

」
末

に

「
三
子
口
義
跋

」

(正
徳

/
戊
寅

く
十
三
年

V
夏

四
月
既
望
南
京
國
子

司
業
弋
陽
汪
偉
跋

)
及
び

「重
刊

三

子

口
義
後
序

」

(嘉
靖
乙
酉

く
四
年

V
冬
十
月
之
吉

貴
溪
江
汝
璧
/
書

)

が
あ
り
、
江
序
に

「
老
列
荘
氏
口
義
舊
梓
書

林
盖

勝
國
時
/
本
也

而
今
弗

傳
吾
郡
侯
西
潭
張
公
将
以
/
所
藏
活
字
墓

本
謀
復

梓
之
謂
其
於
文
/
章
家

有
裨
云
爾

(略
)
吾
之
梓
是
三
子
也

亦
/
将
盡
夫
作

家
之
變

以
足
於
取
材

也

(
略
)
公
/
名

士
鎬
字

景
周
西
潭
其
號
也
其
刺
吾

/
信
也
簡
而
文

而
其

通
變

宜
民
之
理
於

/
是
乎

可
觀
矣

(略

)」

と
。
即
ち

、
本
版

の
底
本

は

張
士
鎬
所
蔵

の
活
字

本
で
あ

っ
た
。

 
ま

た
、
汪
跋
に

「
(略
) 

林
希
逸
著

三
子
口
義
頗
平
實
顯
白
/
近

已
罕

得
/
祭
酒
臨
穎
賈

公
藏
善
本
偶
諸
生
胡
旻
有
活
字
印

/
因
命
墓
之
以
代
抄

寫

(略
)
賈

公
謂

予
盍
題
数

語
/
以

示
墓
印

之
意
遂
書
所
見
於
簡
末

云
」

と
あ

り
、
此

れ
は
、
底
本

に
原
有

の
刊
書
跋
を
収
録

し
た
も

の
と
考
え

ら

れ
る
。
「
臨
穎
賈

公
」

と
は
恐

ら
く
、
弘
治
九
年

(
 
四
九
六

)
の
進
士

、

禮
部

尚
書

に
至

っ
た
賈
詠

(天
順

八
年

〈
冖
四
六
四
〉
生

、
嘉
靖

二
十
⊥ハ

年

〈
一
五
四
七
〉
没
)
で
あ

ろ
う

。
賈
氏

が
所
蔵

の
善
本
を
底
本
と

し
て

胡
旻

所
有

の
活
字

を
用

い
て
印
行

し
た
も

の
と
解

さ
れ
る
。
活
字
本

三
子

口
義

の
完
本

は
知
見

に
入
ら
な

い
が
、
北
京

図
書
館

に

「荘

子
庸
齋

口
義

二
〇
巻
釋
音

]
巻

]
○
冊
」
が
現
存
す

る
よ
う

で
あ

る
。
『
北
京
圖
書
館

古
籍
善

本
書
目
』

の
著
録
に
拠
れ
ば

「明
正
徳
十

三
年
賈
詠

銅
活
字

印
本

〔巻

]

・
二
抄

配
〕」
、
釋
音

一
巻

は

「
明
正
徳
十

三
年
賈
詠
刻
本
」

「
十
行

十

八
字
白

口
左
右

双
辺
」
と
。

 

刊
行
者
張

士
鎬

の
仕
歴
に

つ
い
て
詳
細

は
明
ら
か
に
出

来
な

い
が
、
江

序

に
拠

っ
て
そ
の
字
号
が
知
ら

れ
、
「
吾
郡
侯
」
と

記
す
と

こ
ろ
か
ら
、

本
書

刊
行

時
、
貴

溪
、
即
ち
江
西
広
信
府

知

の
任

に
あ

っ
た
人
物

で
あ
る

一8一



こ
と
が
判
明
す

る
。
従

っ
て
、
刊
地
は
広
信
府
と
推
定
さ

れ
る
。
次

に
掲

出
す

る
萬
歴

二
年
序
敬
義
堂
刊
本
に
冠
す
る
張

四
維

の
重
刻

三
子

凵
義
序

に

「三
子

口
義
嘉
靖
初
刻
于
信
州
郡
守
」
と
あ

る
の
は
、
即
ち
此

の
張
士

鎬
刊
本
を
指
し

て
い
る
。

 
張
士
鎬

の
刊
行
図
書
と
し

て
は
他
に

「
明
嘉
靖

五
年
刊
集
註
太
玄
經

六

巻
説
玄

一
巻

六
冊
」
が
知

ら
れ
る

(
『明
代
版
刻
総
録
』
著

録
、
北
京

図

書
館
蔵
)
。

〈静
嘉
堂
文
庫
蔵
〉
 
陸
氏
十
萬
巻
楼
本
 
 

 
 
 

 
 

 
 
唐
大

一
冊

 
三
子

口
義

八
冊

〔
=
ニ
ー

一
八
)

の
第

一
冊
。

 
後
補
淡
茶
色
表
紙

(
二
五

二
二
×

一
五

・
六
糎

)
、
外
題
無

し
。
料
紙
、

白
棉
紙
。

「邨
/
黄
葉
/
荘
」

(朱
長
円
、
清
呉
之
振
力
)
、
「翼
読

/
堂
章

氏
所
/
得
之

書
」

(朱
方
)
、

「
歸
安
章
/
綬
銜
字
/
紫
伯
印
」

(白
方
)
、

「章

/
口
」

(白
方
)
、
「紫

伯
/
秘
翫
」

(朱
方

)、

「
若
上
章
/
仔
百
流

/

覧
所
及
」

(朱
方
)
、
「
歸
安
陸
/
樹
聲
蔵
/
書

之
記
」

(朱
方
)
、

「静
嘉
堂

珍
蔵
」

(朱
長
方
)

の
印

記
あ
り
。
章
綬
銜

(清
後
期

の
書
画
家

・
蔵
書

家
、
嘉
慶
九
年

〈
目
八

〇
四
〉
生
、
光
緒
元
年

〈
一
八
七

五
〉
没

)
翼
読

堂

.
陸
心
源
十
萬
巻
楼
逓
蔵
。

 
伝
本
は
他

に

『國
家
圖
書
館
善
本
書
誌
初
稿

』
著
録
本

(廣
信
知
府
張

上
鎬
刊
本
三
子

口
義
八
冊

の
内
)
、

『北
京
圖
書
館
古
籍
善
本
書

目
』
著
録

本

(
一
冊
、
張
士
鎬
刻
三
子
口
義

本
)
、
『北
京
大
学
圖
書
館
古
籍
善
本
書

目
』
著
録
本

(重
刊
三
子

口
義

=
ハ
冊
の
内
〉
、
『湖
南
省
古
籍
善
本
書

目
』

巻

三
著
録
本

(湖
南
師
範
大
学
図
書
館
蔵
、
張
士
鎬
刻
三
子
口
義
所
収
本
)

が
あ
り
、
ま

た
、
『
中
國
古
籍
善

本
書
目
』
に
拠
れ
ば
、

上
海

図
書
館
、

河
北
大

学
図
書
館

、
吉

林
大
学
図
書
館

、
福
建
省
図
書
館
、
及
び
南
京
図

書
館

(清
丁
丙
跋
、
『善
本
書
室
藏
書
志
』
巻
二
十

二

・
『八
千
巻
樓
書

目
』

巻
十

四
著

録
本
と
思
わ
れ
る
〉

の
所
蔵

が
知
ら
れ

、
い
ず
れ
も
三
子

口
義

所
収
本

で
あ
る
。

 

 
 
 

 
 

 
 

二
巻
 
宋

林
希
逸
撰
 
明
張
四
維

-
陳
以
朝
校

 

 
同

 

 
 
 

 
 

 
 

明
萬
暦
二

(
一
五
七
四
)
序
刊

(
〔蒲
州
〕 

敬
義

 

 
 
 

 
 

 
 

堂
) 

三
子
口
義
所
収

 
首

に

「重
刻

三
子
口
義
序
」

(萬

暦
甲
戌

〈
二
年
〉
冬
十

一
月
朔
旦
蒲

坂

張
四
維
序

)
を
冠
し
、
次

に

「老

子
庸
齋

口
義
發
題
」

(次

行
低

一
六

格

に

「庸
齋
林
希
逸
」

と
題
署

)
が
あ

る
。

 

本
文
巻
頭

「老

子
腐
齋

口
義
巻

上
」
、
第
二
行
か
ら
第

四
行

に
四
格
を

低

し
て

「宋
寶
謨

閣
直
學

士
主
管

玉
局
觀
庸
齋
林
希
逸
註
/
明
吏
部
左
侍

郎
兼
翰
林

院
學

士
鳳
磐

張
四
維

校
/

(十
二
字
墨
釘
)
鳳
隅
陳
以
朝
次
」
、

第

五
行
低

二
格

に

「道

可
道
章
第

一
」
と
章
題
を
標
す
。
尾
題
は
巻
頭
内

題
に
同
じ
。

上m



 

四
周
単

辺

(
…
二

二

一
×

一
四

・
一
糎
)
、
有
界

、
毎
半
葉
十
行

行
廿

二
字
、
注
低

一
格
大
字
単
行
廿

一
字

。
版

心
白

口
単
白
魚

尾
、
上
象

鼻
に

「
老

子

口
義
」
、

中
縫

に

「巻

上

(下
)

(丁
付

)
」
、

下
象
鼻

右
寄
り

に

「
敬
義
堂
刊
」

と
刻
さ
る
。

 

三
子
口
義

の

一
。
首
の
張

四
維
撰

「重
刻

三
子

口
義
序
」

に

「宋

竹
溪

林
希

逸
所
著

三
子
口
義
嘉
靖
初
刻

于
/
信
州

郡
守
分
寧
陳
大
夫
携

一
帙
至

蒲
余

得
而

/
卒
業
焉

則
見
所

謂
荘
子
義
者
最
優

(略

)
大
夫
謂
是
書

世
所

希
傳

乃
/
命

工
梓

之
郡
齋
屬
余
為
序

(略
)

三
義

固
/
荘
義
為
優
然

亦
時

小
有

出
入
或
古
今

異
文
傳
/
録
脱
誤
余
皆
存
疑
不
論

間
有
文
義
淆
訛
較
然

/

明
著

則
隨
覧
輙
標

置
簡
端
大
夫
謂

可
為
林
/
註
補
也
因
并
梓
入
之
」
と

あ

っ
て
、
校

刊
の
経
緯

が
概
略
窺
え

る
。
前
項

に
於

い
て
触

れ
た
様

に
、

本

版
は
前
掲

の
張
士

鎬
刊
本
に
拠

る
翻
刻

で
あ
る
。

「
分
寧

陳
大
夫
」
と

は
巻

頭
に
題
署
さ
れ
て

い
る

「陳
以
朝
」

で
あ

ろ
う
。
張

四
維
撰

『條
麓

堂
集

』
巻

二
十

三

「
送
鳳
隅
陳
使
君
入
覲
序
」

に

「時
守
吾
蒲
分
寧
鳳
隅

陳
使

君
萢
郡

凡
二
載
餘
矣
」
と

の
記
述
が
見
え

る
。
張

四
維

の
補
注

は
莊

子

を
対
象

と
し
、

老
子
及

び
列
子

に
は
新
た
な

加
注

は
見

ら

れ
な

い
。

〈内
閣
文
庫
蔵

V 
林

羅
山
本

 
 

 
 

唐
大

…
冊

(
三

一
一
ー

一
九

五
)

 

三
子
口
義

零
本
。
淡
茶
色
表
紙

(
二
八

・
○
×

㎝
七

.
二
糎
)
、
「老
子

口
義

」
ド
 
完
」

と
打

ち
付
け

に
墨
書

さ
る
。
料
紙
は
白
棉

紙
。
初
印

に

近

い
早
印
本
。
稀

に
朱
句
点

の
書
入
れ
が
あ
る
。
「
江
雲
渭
樹
」

(朱
長
方
、

「
江
」

「
渭
」

二
字
白

文
)
、

「林
氏

/
蔵
書
」

(朱
方
)
、

「昌

平
坂
/
學
間

所
」

(墨
長
方

)、

「浅
草
文
庫
」

(朱
長
方
)

の
印
記
。
林
羅
山
旧
蔵
。

 
敬
義
堂
刊

三
子

口
義
完
本

の
日
本

に
お
け

る
伝
本

の
所
在
は
寡
聞

に
し

て
知

ら
な

い
が
、
列
子
庸
斎

口
義

二
巻

二
冊
が
同
じ
内
閣
文
庫
に
林
家
本

と

し
て
伝
存

し
て
い
る
。
国
外

で
は
台
北
市
国
家
図
書
館
、
国
立
故
宮
博

物
院

、
北
京
大
学
図
書
館
、
中
国
科
学
院
図
書
館
、
遼
寧
省
図
書
館
、
湖

南
省

図
書
館

、
曁
南
大
学

図
書
館
等

の
所
蔵

が
知

ら
れ
る
。
但

、
『
國
家

圖
書
館
善
本
書
志
初
稿
』
に
拠

れ
ば
、
版
式
は
所
掲

の
本
と
符
合
す
る
が
、

本
文
巻
頭
第

四
行

の
墨
釘

(列
子

に
も
同
様

の
墨
釘
が
見
ら
れ
る
)

の
所

に

「賜
進
士

工
部
營
繕
司
員
外
郎
」

の
官
職
名
十

一
字
が
刻
さ
れ

て
い
る

由

で
あ

る
。
修
或

い
は
覆
刻

の
関
係

に
あ
る
と
想
定
さ
れ
、
所
掲
本

の
出

版
事
項
記
述

の
修
正

の
必
要
も
予
想
さ
れ
る
。
対
査
を
要
し
、
後
考
を
俟

ち
た

い
。
従

っ
て
、
北
京
大
学
図
書
館
蔵
本
等
諸
伝
本

の
帰
趨
も
今

の
と

こ
ろ
明
ら
か

で
な

い
。

 
敬
義
堂
と
は
蒲
州
郡
齋

の
刊
行
を
請
け
負

っ
た
刊
行
書
肆
な

の
か
、
関

係
は
詳
ら
か

に
し
な

い
。
因

み
に
、
張
四
維

の
齋
名
は

「
敬
義
齋
」

で
あ

る

(條
麓
堂
集
巻

二
十
四
)
。
『
明
代
版
刻
総
録
』
は
敬
義
堂

の
刊
行
図
書

と

し
て
他

に
、
精

一
堂
等
と

の
合
梓

に
拠
る
、
遼
釋
道
殿
撰
顯
密
圓
通
成
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佛
心
要
三
巻
明
萬
暦
三
年
刊
本
三
冊

(北
京
図
書
館
蔵
)
を
載
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 

二
巻
 
宋
林
希
逸
撰
 
明
張
四
維
校
 
何
汝
成
重

 
 
同

 

 

瞰
萬
暦
五

(
五

七
七
)
序
刊

(四
川

何
汝
成

 

 
 

 
 
 

 
 

等

) 

翻
明
萬
暦

二
年
序
敬
義
堂

刊
本
 

三
子

口

 

 
 

 
 
 

 
 

義
所
収

 

首

に

「重

刻
三
子

口
義
序
」

(萬
暦

甲
戌
冬

十

一
月
朔
旦
蒲
坂

張
四
維

序
)

及
び

「
重
刻
三
子

口
義
補
敘
」

(萬

暦
五
年
蒲
月
朔

日
/
賜
進
士
第

文
林
郎
巡
按

四
川
監
察
御
史
侍
/
經
筵
前
翰
林
院
庶
吉
士
蒲
坂
門
人
何
汝

成
謹
/

序
)
を

冠
し
、
次
に

「
老
子
慮
齋

口
義

發
題
」

(次
行

低

一
六
格

に

「膚
齋
林
希
逸
」
と
題
署
)
が
あ
る
。

 

本
文

巻
頭

「老
子
膚
齋

口
義
巻

上
」
、
第

二
第

三
行

に
四
格
を
低

し
て

「宋

寶
謨
閣
直
學
士
主
管

玉
局
觀
處
齋
林
希
逸
註

/
明
内

閣
大
學
士
禮

部

尚
書

鳳
磐
張

四
維
補
」
、
第
四
行
低
六
格

に

「
巡
按
四
川
監
察
御
史
前

翰

林
院
庶
吉
士
後
學
何

汝
成

校
」
、
第
五
行
低

二
格

に

「
道
可
道
章
第

一
」

と
章

題
を
標
す
。
尾
題
は
巻
頭
内
題

に
同
じ
。

 

四
周
双

辺

(
二

一
・
二
×

一
四

・
元
糎

)
、
有
界
、
毎
半
葉

十
行
行
廿

二
字
、
注
低

一
格
大
字
単
行
廿

】
字

。
版
心
白

口
単
白
魚
尾
、
上
象
鼻

に

「老
子

口
義
」
、
中
縫

に

「
○
巻
上

(下
) 

(丁
付
)
」
、

下
象
鼻

に
稀

に
刻

工
名

が
あ

る
。
次

の
如
し
。
中

(上
24
28
)
、
宗

(下
28
30
31
)
。

 

列

子
庸
斎

口
義

二
巻

-
莊
子
腐
齋

口
義

一
〇
巻
莊

子
釋
音

一
巻
と
合

刻

さ
れ
た
も

の
で
、
即
ち
三
子
口
義

の

一
。

そ
の
末

に
正
徳
戊
寅
夏

四
月
既

望
南
京
國
子
司
業
弋
陽
汪
偉

の
跋
、
及
び
嘉
靖

乙
酉
冬
十
月
之
吉
貴
溪

江

汝
璧

の
重
刊
後
序
を
附
す
。
何
汝
成

「重
刻

三
子

口
義
補
敘
」

に

「
三
子

口
義
宋
儒
林
希
逸
所
著
余
師
大
學
士
張

/
先
生
復
爲
補

註
刻

于
蒲

陽
余

誦

而
讀
焉

頃
携
/
入
蜀
出
示
學
憲
陳
君
陳
君
亦
先
生
門
下
士

相
/
與

校
刻
焉

刻
成

謂
余
宜
有
敘

(略

)」

と
。
即
ち
、
張

四
維

の
門
人

で
あ

る
巡
按

四

川
監
察
御
史
何
汝
成

が
同
門

の
学
憲
陳
某
と
謀
り
、
張

氏
補
注
校
刊
本
、

つ
ま

り
前
項
掲
出

の
本
を
、

四
川

に
於

い
て
重
ね
て
校
刊
し
た
も

の
で
、

前
掲

本
と
行

格
版
式

が
相
似

し
、
覆
刻

に
近

い
翻
版

で
あ
る
。

〈内

閣
文
庫
蔵
〉

紅
葉
山
文
庫
本
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
唐
大

二
冊

 

三
子

口
義

一
六
冊

(
子
二
三
五
ー

一
〇
)

の
内
Q

 

後
補
赤
茶
色

空
押

亀
甲
繋
ぎ
表
紙

(
二
七

・
⊥ハ
×

一
七

・
二
糎

)
、
書

題
簽

「
三
子

口
義
 

一
(.一)」
。
料
紙
、
白
棉
紙
。
「
秘
閣
/
図
書
/

之
章
」

(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

〈天

理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
V 

 

 

 

 

 

 

 

 

唐
大

一
冊

 

三
子
口
義

八
冊

(
一
二
六
ー
ィ
ニ
五
)

の
内
。

 

未

見
。

『天

理
図
書
館
稀

書
目
録
 
和
漢
書
之
部
第

四
』
著
録
。

同
目

に
拠
れ
ば
、
青
色
絹
表
紙

(
二
九

-
七

×

一
七

二

一糎
)
、
題
簽

「
三
子

口
義

 
金
 
老
子
全
」

(双
辺
、
金
字
は

円
内

)。
巻

上
第

一
三
葉

欠
。

「丙
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辰
年
査
過
」

「
臣
袁
儒
印
」

「愚
齋

審
定
善
本
」

「
愚
齋
圖
書
館
藏
」
等

の

印
記
。

 
北
京
図
書
館

(二
部
)
、
北
京
大
学
図
書
館

(清
永
熔
校
点
)
、
吉
林
大

学
図
書
館
、
台
北
市
国
家
図
書
館
に
三
子
口
義

「萬
暦
五
年
何
汝
成
刻
本
」

を
所
蔵
す
る
由
。
同
版
本
で
あ
ろ
う
。

 

 
 

 
 
 

 
 

二
巻

 
宋
林
希
逸

注
 
明
施
觀
民
校

 

 
老
子

 

 
 

 
 
 

 
 

明
萬
暦

二

⊃

五
七

四
)
序
刊

(校
者
) 

膚
齋

 

 
 

 
 
 

 
 

三
子

口
義
所

収

 

首

に

「刻

三
子
口
義
序
」

(行
体

写
刻
、
末

題

「
萬
暦

二
載
臈
月
望

日

閾
甌
寧
趙
秉

忠
/
書

于
姑
蘇

舟
中
」
)
及
び

「老

子
口
義

發
題
」

(次
行
低

八
格

「庸

 
 
齋
 

 
林
 
希
逸
」

と
題
署
)
を
冠
す
。

 
本
文
巻
頭

「
老
子
巻

一
」
、
第
二

-
三
行
低
九
格

に

「宋
福
清
 
腐
齋

林
希
逸
 

註
/
明

同
邑
 

後
學

 
施

觀
民

 
校
」
、

第

四
行
低

二
格

に

「
道
可
道
章
第

一
」
と
章

題
あ
り

。
尾

題
は

「老

子
巻

一

(二
)
終
」
。

 

左
右
双
辺

(
一
九

・
二

×

一
冖
主

九

糎
)
、
有
界

、
毎
半
葉
十
行
廿

二

字

、
注
低

一
格
小
字

双
行
廿

一
字

0
版
心

、
白

冂
単
里
…魚

尾
、
或

い
は
白

魚

尾
、
上
象
鼻

に

「膚
齋
老

子
口
義
」
、
中
縫

に

「巻
幾
 

(丁
付

)」
、
下

象
鼻

に
次

の
如
く
刻

工
名

が
あ
る

(算

用
数
字
は
丁
次

)
。
曹
砧

(発
題

1
2
)
、
何
銓

(
一
1
7
8
13
16
、
ニ
ー8
)
、
邵
埴

(
一
2
14
15
、
ニ
ー7
)
、

何
庸

(
一
3
4
、
二
7
8
>
、
何
序

(
一
5
6
、
二
3
4
)
、
何
釧

(
.
9

10
、

ニ
ー9
20
)
、
何

經

(
一
11

12
、

ニ
ー1

12
)
、
何
器

(
一
17
18
、

二
21

22
)、
張
本

(
一
19
、
二
5
6
)
、
何
貞

(
一
20
)
、
王
約

(
ニ
ー
2
13
14
)
、

王
成

(二
9
10
)
、
兪
廷

(
ニ
ー5
16
)
、
何
道

(二
23
)
。

 
荘

子

一
〇
巻
音
釋

一
巻
列

子
八
巻

と
三
子

口
義
と

し
て
合
刻
さ

れ
、
そ

の
第

一
に
置
か
れ

る
。
趙
秉

忠

「刻

=
一子

口
義

序
」

に

「
(略
)
余
自
少

時
喜
讀

三
子
/
書
顧
其
語
勞
衍
其
辟
指
旁
以
淵
艱
于
鬯
/
白
家
大
人
則
亟

語
余
林
庸
齋
先
生

口
義
時

々
/
與
誦

冖
兩
章
輙
恍
寤
神
契
廼
其
全
書
燬
/

没
鮮
傳
布
者
歳
甲
戌
謁
告
歸
過
晋
陵

/
同
年
施
龍
岡
刺
史
持
觴

々
余

于
舟

因
相

/
上

下
古
文
章
家
則
紙
掌
譚

三
子
者
巳
出
/
所
刻

口
義

眛
余
且
命
之

序

(略
)
」
と
。

「龍
岡
」
と

は
校
刊
者
觀
民

の
字
又
は
号

で
あ

ろ
う
。

〈京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

V 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

唐
大

…
冊

 
處
齋

三
子

口
義

八
冊

(
一
-
六
七
 
サ

こ

の
内
。

 
後
補
黄
色
表
紙

(
二
四

.
六

×

一
六

・
一
糎
)
、
外
題
無
し
。
料
紙

は
白

棉
紙
。
稀

に
朱
句
点

の
書
入
れ
が
あ

る
。
大
正
六
年
三
月
三
十

一
日
受
入

印
、
及
び

「京
都
/
帝
国
大
学
/
図
書
之
印
」

(朱
方
)

の
印
記
が
あ

る
。

 

 
同
 
 

 
 

 
 
〔明
〕
刊

(東
山
書
林
) 

覆
明
萬
暦

二
年
序
刊
本

 

 
 
 

 
 

 
 

庸
齋

三
子

口
義
所
収

 
首
序
、
巻
頭
題
書
体
式
、
版
式
並
び

に
前
掲
書

に
同
じ
0
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左
右

双
辺

(
一
九

・
一
×

=

主

九
糎

)
、
下
象
鼻

に
次

の
刻
工
名
が

あ

る
。
東
山
梓
段
刊

(序

2
3
)
、
東

山
梓

段
鋭

(
一
1
)
、
東
山
梓
段
秋

軒

(
一
2
)
、
何
銓

(
一
7
8
)
、
東

山
梓
/
霞
文

(
一
13
14
)
、
東
山
棟

(
一
15
)
、
東
山
梓

(
一
16
1

18
、
ニ
ー
2
)、
東
山
梓
舒
暁
窓

(
…
19
20
)
、

東
山
梓
行

/
周

日
新
刊

(
ニ
ー7

18
)
。
前
掲
書

と

「
何
銓

(
一
7
8
)
」

だ
け
は

一
致

す
る
。
両
本
覆
刻

の
関
係

に
あ
り
、
前
後
を
鑑
別
す
る
に
は

精
緻
な
対
比
調
査
を
要
す
る
が
、
撫
刻

の
粗
さ
が
感
じ
ら
れ
、
こ

の
方
を

後
出
と
看
做
し
た

い
。
ま
た
、
荘
子
巻
四
第
三
五
丁

の
下
象
鼻

に
は

「東

山
書
林
」
と
刻
さ
れ
、
同
書
房

に
よ
る
覆
刊
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

〈
静
嘉
堂
文
庫
蔵
〉
 
陸
氏
守
先
閣
本
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
唐
大

一
冊

 

三
子
膚
齋

口
義

(同
文
庫
目
録
題
)

二
〇
冊

(
二
九
-

二
四
)

の
内

。

 

淡
茶
色
表
紙

(
二
八

・
四
×

一
七

二
二
糎
)
、
外
題
無
し
。
但
、
荘
子
、

列

子
に
、
青
色
地

の
元
題
簽

四
片
が

剥
離
し
て
遺
存

し
、

「膓

齋
荘
子

口

義

..
〔彑

」

「
腐
齋
列
子

口
義

中

(ド
こ

と
題
す

。
「
 
歸
安
陸

氏
守
先
閣

書
籍
禀

請
/
奏
定
立
案

歸
公
不
得
盗
賣
盗
買
」

(朱
長
方

)
、
「
静
嘉
堂
蔵

書

」

(朱
長
方

)
の
印

記
あ

り
。
陸
心
源
守
先

閣
旧
蔵

。

〈東

京
大
学

東
洋
文

化
研
究
所

蔵
V
東
方
文

化
学
院
旧
蔵
書
 

 唐
大

二
冊

 

三
子

口
義

(同
所
目
録
題
)

一
六
冊

(子
部
ー

道
家
I

七
)

の
内
。

 

後
補
淡
茶
色

表
紙

(
二
四

・
五

×

一
五

・
八
糎

)
、
外
題
無

し
。
襯

紙

を
挟

め
る
改
装
本
。
副
葉
子
各
冊
前

二
「
、
後

一
工
。
朱

の
句
点

・
圏
点

-

声
点

・
朱
引
、
天
地
行
間

に
朱
筆

で
校
異

.
校
字

・
直
音
注
記
の
書

入
れ

が
あ
る
。
下
巻
末
行
下
方
に
朱
細
筆

で

「乙
亥
七
月
廿
六
日
」
と
識
さ
る
。

「江
左

/
侯

氏
/
家
蔵
」

(朱
方
)
、

「柳

研
齋

/
藏
書
」

(白
方
)
、

「
澂
心

/
握
玩
」

(朱
方
)
、
「樂
山
/
眞
賞
」

(朱
方

)
、
「投
戈
/
講
藪
/
息

馬
/

論
道
」

(白
方

)
、
「青

田
/
徐

則
/
恂
蔵
」

(白
方

)、

「東
方
文
化
/
學
院

東
京

/
研
究
所
/

圖
書

之
印
」

(朱
方

)

の
印
記
。
徐
則
恂

(清

光
緒
五

年

〈
一
八
七
九
〉
生

、
没
年
不
詳

、
浙
江
処
州
青
田
県
人
、
清
末

の
諸
生
、

民
国
時
浙

江
内

河
水
上
警
察
庁
庁

長
)
東
海
蔵
書
楼
旧
蔵
書
。

 

そ

の
他
、

『
北
京
圖
書
館
古
籍
善

本
書
目
』

に
明
萬
暦
二
年
施
觀
民
刻

本

二
部

(
八
冊
、
十
四
冊
)

が
著
録
さ
れ
、

『
中
国
古
籍
善

本
書
目
』

に

拠
れ
ば
首
都
図
書
館
、
中
国
科
学
院
図
書
館
、
上
海
図
書
館
、
華
東
師
範

大
学
図
書
館
、
延
辺
大
学
図
書
館
、
浙
江
図
書
館

の
所
蔵
が
知
ら
れ
る
が
、

上
記
何
れ

の
版

に
当
た
る

の
か
は
明
ら
か

で
な

い
。

 
 
老
子
暴

口
義

籬

暦
黶

叢

擁
ハ)
刊

(陳
氏
積
善
書
堂
)

 
 
 
 
 

 
 
 
 
三
子

口
義
所
収

 
未

見
。

『中
国
古
籍
善

本
書
目
』

の
著

録
に
拠

る
。
同

日
は
鄭

州
大
学

図
書
館

及
び
廣

西
壮
族
自
治
区
桂

林
図
書
館
所
蔵

の
両
伝
本
を
録
す
。
他
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に
所
在

を
聞
か
ず
、
詳
細
は
未
詳
。
其
の
一一.子
口
義

は
四
二
巻

、
老

子
鵬

齋
口
義

二
巻
、
莊
子
鷹
齋

口
義
三
二
巻
、
列
子
庸
齋
口
義

八
巻
よ
り
な
る
。

 
以
上
、

『
三
子

口
義
』

が
明
萬
暦
初
年
頃

に
集

中
し

て
再

三
に
亙

っ
て

刊
行
さ
れ
た
事
実
は
、
同
書
伝
流
史
上
特
徴
的
な
事
象
と
し

て
注
目
に
値

し
よ
う
。
当
時
相
当
広
く
流
布
し
た
も

の
と
想
わ
れ
、
林
希
逸
注
説

の
流

行
が
窺
わ
れ

る
。
学
術
、
思
想
面
か
ら
何
ら
か

の
思
潮
と
し

て
の
要
因
が

考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

道
徳
眞
經

 

隰

暦
講

晞
譴

八
嚶

眺
霰

陽
程
氏
)

 
未

見
。

『國
家

圖
書

館
善
本
書
志
初

稿
』
著
録
。
他

に
伝
本

の
所
在
を

聞

か
ず

、
以

下
、
同
志

に
拠

る
。

 
首

に
萬
暦

丙
戌
程

涓
刻
序

、
林
希

逸
序

を
冠
し
、
次
に
篇

目
が
あ

る
。

本

文
巻
頭

「道
徳

眞
經
上
篇
」
、
次

二
行
低
七
格

に

「
宋
庸
齋
林
希
逸
註

/
明
商

陽
程

兆
幸

重
校
」

と
題
す
。
四
周
単
辺

(
一
八

・
八

×

一
一一主

○

糎
)
、
毎
半
葉

八
行
行
十
八
字

、
注
低

一
格
小
字

双
行
行
十
七
字
。
版

心

題

「
道
徳
經
巻
上

(下
) 

(丁
付
)
」
、
林
希
逸
序

の
版
心
下
方
に

「
鉛
」

の
刻
工
名
が
あ
る
。
上
、
下

二
篇
、
八
十

一
章

に
分
け
ら
れ
、
各

章
首
句

を
章
名
と
し
、
「
道
可
道
第

一
」

「信
言
不
美
第

八
十

一
」

の
如

く
題
さ
る
。

〈台
北
市
国
家
図
書
館
蔵
〉

 
「
徳
壽

/
印
信
」

(朱
方

)
、

の
印
記
。

「
國
立
中
央
圖

/
書

館
収
蔵
」

 

 

一
冊

(朱

長
方

)

老
子
暴

口
義

軈
鮮
欺
醺

螻

四

三
)〕
刊

(集
賢
殿
)

 
 
 
 

 
 
 
 

銅
活
字

(庚
子
字
)
本

 
未
見
。
『
山
氣
文

庫
目
録
』
の
著

録
に
拠

る
。

 
四
周
双
辺
、
半
郭
二
三

・
四

×

一
五

ニ
ニ
糎

、
有
界

、
半
葉

十

一
行

廿

一
字
、
注
双
行
、
大
黒
口
。

 

「永
樂

二
十

年

(
一
四
二
二
)
冬
十
月
甲
午

正
憲
大

夫
議
政
府
參
賛

集

賢
殿
大
提
學
知
經
筵
同
知
春
秋
館
事

…
…
臣
卞
季
良

拜
手
稽
首
敬
跋
」

の

跋
文
が
あ
る
。

 
現
存
伝
本

の
内

で
は

〔元
〕
刊
本

に
次

い
で

〔明
前
期
〕
刊
本
と
並
ぶ

早
出

の
刊
本

で
あ
り
、
著
録

に
誤
認
が
無
け
れ
ば
、
朝
鮮

に
於
け

る
同
書

受
容
年
代

の
上
限
を
劃
す
る
伝
本
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。
山
氣
文
庫
蔵
本
、

大
邱
市
金
炳
九
氏
個
人
所
蔵
本

の
存
在
を
仄
聞
す

る
が
、
他

に
同
版
本

の

所
在

は
知

ら
れ
て

い
な

い
。
後
述
す

る
よ
う

に
、
本
庚
子
字
銅
活
字
印
本

を
底
本
と
し

て
、
成

宗
五
年

(
一
四
七

四
)
、
原
州

に
お

い
て
江
原
道
觀

察
使
李
封

に
よ

っ
て
覆
刻
刊
行

さ
れ
て

い
る
。
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〈李
謙
魯
山
氣
文
庫
蔵
〉 

 

 
 

 

 
 

韓
特
大

一
冊

(
三
i

=

ハ
五
)

 
線
装
、
大
き
さ
三

…
・
八

×

一
八

二
二
糎
。
題
簽

「道
徳
經
」
。
巻

一
、

一
～
六
張
は
下
部
破
損
。
初
張
落
丁
。
料
紙
は
稿
精
紙
。
印
記

「鐵
城
李

氏
」

「子
益
」
と
。

〈大
邱
金
炳
九
氏
蔵
〉 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

一
冊

 
崔
在
穆
氏

の
報
告

「
林
希
逸

『
三
子
慮
齋

口
義
』

の
韓
國
版
本
調
査
」

(於
東
方

学
会
第
四
十
八
回

国
際
東
方
学
者
会

議

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
m
)

の

附
記

に
拠
る
。

二
〇
〇

〇
年
十

一
月
慶
北
大
博
物
館

で
特
別
展
示
さ
れ
た

由
。

「
四
周
双
辺
、
十

】
行

二
十

一
字
、

注
双
行
、
上

下
黒
口
、
上
下
内

向
里
…魚

尾
」

と
。
⊃

巻

一
冊
」
と
記

さ
れ
、
上

下
何

れ
が
存

巻
な

の
か

明
ら
か

で
な

い
。

 
尚
、
庚
子
字
銅
活
字
本

『莊
子
慮
齋

口
義
』

の
零
本
数
冊
が
現
存
し

て

い
る
。

韓
國

國
立
中
央
圖
書
館

蔵

一
冊

(存

巻
六
、

『國

立
中

央
圖
書
館

古
書
目
録
3
』
著
録
)
、
同

一
山
文
庫

の

一
冊

(存
巻
八
、

『國
立
中
央
圖

書
館
古
書

目
録
3
』
・
『國
立

中
央
圖
書
館
善
本
解

題

1
』
著
録

)
、
趙
炳

舜
氏
誠
庵
文
庫
蔵

一
冊

(存
巻
七

・
八
、

『誠
庵
文
庫
目
録
』
著
録
)
、
同

蔵

一
冊

(存

巻
九
-

一
〇
、

同
上
)

及
び
李
謙

魯
山
氣

文
庫
蔵

の

…
冊

(存
巻
九
-

一
〇
、

『山
氣
文
庫
目
録
』
著
録
)

で
、
崔
氏
は
そ

の
他
高
麗

大
學
校
華
山
文
庫
蔵

の
三
冊

(存
巻
九

・
一
〇

・
莊
子
十
論
)
を
挙
げ

て

い
る
。
各
本
書

目
の
著
録

す
る
と
こ
ろ
に
拠
れ
ば
、
十

一
行

二
十

一
字

四
周
双

辺
 
注
双
行
、

上
下
里
…口
 

上
下
内
向

黒
魚
尾
の
版
式

で
あ
り
、

『老

子
庸
齋

口
義
』

と
類
同

で
あ

る
。
刊
年
は

『
山
氣
文

庫
目
録
』
は
朝

鮮
世
宗

四
年

(
一
四
二

二
)
刊

、
『
誠
庵
文
庫

目
録
』

は
世
宗

七
年

(
一

四
二
五
)
刊
、

『
國
立
中
央
圖
書
館

古
書
目
録

3
』
は
世
宗
年

間
刊
と
す

る
。
『
山
氣
文
庫

目
録
』
及
び

『
誠
庵
文
庫
目
録
』

に
拠

れ
ば

「
永
樂

二

十

(
一
四
二
二
)
年
冬
十

月
甲
午

正
憲
大

夫
議

政
府
參
賛
集
賢
殿
大
提
學

知
經
筵

同
知
春
秋
館
事
兼
成
均
館

大
司
成

臣
卞

季
良
拜
手
稽
首
敬
跋
」

の

鋳
字
跋

が
あ
り
、
此
れ
も
老

子

の
場
合

と
同
様

で
あ
る
。

此
の
様

に
老

・

莊
庸
齋

口
義

に
庚

子
字

本
が
実
在

す
る
こ
と
に
由

っ
て
、
今

日
未
だ
確
認

さ
れ
て

い
な

い
が
、
『
列
子
腐
齋

口
義
』

の
庚

子
字
銅
活

字
本

が
刊
行
さ

れ
た
事
実

は
殆

ど
疑

い
を
入
れ
な

い
で
あ
ろ
う

。
後
述
す

る
よ
う

に
覆
庚

子
字
本

と
看
做

さ
れ
る

『
列
子
庸
齋

口
義

』
伝

本
の
存
在

が
そ

の
有
力
な

徴
証
と

な
る
。
そ
し
て
、
刊
年

を
確
定

す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、
世
宗
朝

前
期

の
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
三
書

揃

っ
て

『
三
子
口
義
』
と

し
て
刊
行
さ
れ

た
も
の
と
推
量

さ
れ
よ
う

。

 
 
 
 
 
 

 
 
 
二
巻
 
宋
林
希
逸

撰

 
 
同

 
 
 
 
 
 

 
 
 
朝

鮮
旧

刊

 
未
見

。
『
中
国
訪
書
志
』

「關
伽
瞰
齡
楊
氏
観
海

堂
善
本
解
題
」

に
拠

る
。
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首
に
林
希
逸

の

「
発
題
」
を
冠
し
、
本
文
巻
頭
は

「
老
子
庸
齋

口
義
上

/

(低
十一格
)
庸
 
齋
 
林
 

 
希
逸
」
と
題
す
。

 

双
辺

(
二

一
・
六

×

一
四

・
八
糎
)
、
有

界
、
毎

半
葉
十

一
行
行

廿

一

字

、
注
小
字
双
行
。
版
心
細
黒

口

「
老
子
上

(下
) 

(丁
付
)
」
。
版
式
稚

拙

で
、
所

々
墨
釘
が
あ
る
、
と
。

〈
台
北
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
〉
 
楊
守
敬
観
海
堂
旧
蔵
 

 

 
 
韓
大

一
冊

 

後
補

黒
色
表
紙

(
二
八

・
二

×

一
七

・
三
糎

)
。

「
中
国
訪

書
志
」

は

「
経
籍

訪
古
志
」
巻
五
、

「留
真
譜

二
編
」
著
録

の
容
安
書
院
蔵
朝
鮮
国
刊

本

と

同
版

ら
し

い
が
、

蔵
書
印

が
違
う

か
ら
別
蔵
本

で
あ

ろ
う

、
と

。

「
経
籍

訪
古
志
」
巻
五
著
録
本

の
解
題

に
拠
れ
ば
、
「
巻
首
墨
書
圭
瑞
叟
三

字

、
又
有
口
化
柳
健
天
行
印
及
養
庵
印
」

と
。
該
本

の
現
所
在
は
未
詳
。

 

本
版

は
、
李

仁
栄

『
清
芬
室

書
目
一

巻
三
著
録

の
同
書

二
部
各

一
冊

(現
所

在
は
不
詳
)
と
同
版
か
と
想
わ
れ
る
。
同
著
録
本

の

一
は
、
「
老
子

慮

齋

口
義

 
二
巻

附
陰

符
経

 

一
巻

(筆
写

冊
)
 

一
冊
」

で
、

李
氏

解
題

に
拠

れ
ば
、

「首
載

口
義

發
題
0
巻
端

題
老

子
庸
齋

口
義
上

、
庸
齋

林
希

逸
、
道
可
道
章
第

一
。
成
宗
五
年
甲
午
原
州
刊
、
覆
庚
子
字
活
字
刊

本
。
木
版
。
四
周
雙
邊
、
有
界
十

一
行

二
十

一
字
、
注
雙
行
、
匡
郭
長

二

三

・
○
糎
、
廣

一
六

・
○
糎
、
黒

口
。
巻
下
末
有
成
化
十
年
甲
午
徐
居
正

新
刊
老
列

二
書
跋
。
附
陰
符
経
、
筆
写
冊
。
首
有
龍
喜
神

△

・
鄭
恬
慶
會

・

東
莱
世
家

・
坡
平

尹
舜
擧
魯
直
章

・
居
士

記
等
印

記
。
尾
有
坡
平

尹
舜
舉

魯
直
章

・
龍
喜
神

△
印
記

。
按
隆
慶

乙
亥
字
本
攷
事

撮
要

原
州
蔵

此
書

冊

板
ー
又
按
、
經
籍

訪
古
志
巻
五
掲
載
此
書

」
と
。

又

一
は
、
「
老
子
庸
齋

口
義
 

二
巻

一
冊
」
、
版
種
、
版
式

の
記
述
は
同
前

、
「
尾
有
成
化
十
年

甲
午
江
原
道
観
察
使
李
封
跋
」
と
。
成
宗

五
年

は
明
成
化
十
年

(
一
四
七

四
)
に
相
当

し
、
李
氏
引

く
所

に
拠

れ
ば

、
前
者

の
徐

居
正

「新
刊
老
列

二
書
跋
」
中

に

「
(略
)
今
江
原
監

司
李
侯
封
、
文
章

世
家

、
其
學
本
於

孔
孟
程
朱

之
道

、
而
亦
能
出

入
諸
子

、
馳
騁
縦
横

、
折
衷
以
性
命
義

理
之

正
、
此
老

列
二
書

、
所
以
重
繍

于
梓
也
」

と
、
刊
行
者
李
封

へ
の
言
及
が

あ
り
、
徐

・
李

両
跋

は
密

に
関
連
す

る
。
陰
符
経

一
巻
を
除
き

両
冊
は
同

版
で
あ
ろ
う

。
又
、
徐
跋

に
よ

っ
て

「老

子
庸
齋

口
義
」

と
同
時

に

「列

子
庸

齋
口
義
」

が
刊
行

さ
れ
た
と

の
推
測
を

可
能

と
す
る
。

 
『
清
芬
室
書

目
一
は

「
列
子
庸
齋

口
義

 

二
巻
 

一
冊
」

を
著
録

し
、

「
宋
林
希
逸
撰
。

前
後
数
葉
落
。
成
宗

五
年
甲
午
原

州
刊
、
覆
庚
子
字
活

字
刊
本
、
木

版
。
四
周
雙
邊

、
有
界
十

一
行

二
十

一
字
、
注
雙
行

、
匡
郭

長
二
二

・
五
糎
、
廣

一
五

・
五
糎

、
黒

口
。
按
隆
慶

乙
亥
字
本
攷
事

撮
要

原
州
冊
板
有

此
書
」

と
。
此
れ
は
、
崔
在
穆

氏
が
指

摘
す
る
よ
う

に

「奎

章
閣
圖
書

韓
國
本
總
合
目
録
」
(稿
者
未
見

)
著
録

の

「庚
子
字

覆
刻

本
、

二
巻

二
冊
、
四
周
双
辺
、
半

匡
二

一

・
五

×

一
四

・
八
糎
、
注
双
行
、
上

一16一



下
大
黒

口
、
上
下
内
向

黒
魚

尾
」
と

同
版

な
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
氏
は

更

に
、
啓
明
大
学
校

『
古
書

目
録
』

(稿
者

未
見

)
著
録

の
二
巻

二
冊
も
、

庚
子
字
覆
刻
本
と
看

做
し
て

い
る
。
記
述
さ
れ
た
版
式

の
相

似
か
ら
同
版

で
あ

る
可
能
性
は
高

い
。
ま
た
、
延
世
大
学
校

中
央

図
書
館

に
も
覆
庚

子

字
本

二
巻

一
冊
を
蔵
し
て

い
る

(『
〔延

世
大
学

校
中
央

図
書
館

〕
古
書

目

録
」
著
録
)
。
「
十

一
行

二
十

】
字
」

の
行
字
数

は
、
同
時
に
刊
行

さ
れ
た

老
子
と
共
通
し
て

い
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
掲

出
の

「朝
鮮

旧
刊
本
」

と

も
符
合
す
る
。

 
尚
、
未
だ
実
見
す
る
機
会
を

得
な

い
が
、
諸
書

目
記
載
す

る
と
こ
ろ
に

に
よ
れ
ば
、
韓
国
に
は

『荘
子
庸
齋

口
義
』

の
覆
庚
子
字
刻
本
も
伝
存

し

て
い
る
。
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
蔵

二
冊

(存
巻

四
ー

七
、

八
-

一
〇
、

『
國
立
中
央
圖
書
館
善
本
解

題
1
』
著
録

)、
同
蔵

一
山
文
庫

の
二
冊

(存

巻

…
1

三
、

八
ー

「
○
、
『
國
立
中
央

圖
書
館

善
本
解
題

1
』
・
「
國
立
中

央
圖
書
館
古
書

目
録

3
』
著
録
)
、
高

麗
大
学
校
晩
松
文
庫

の

一
冊

(存

巻
八
i

一
〇
、
『晩

松
金
完
燮
文
庫

目
録
』
著
録
)
、
精
神
文
化
研
究
院
蔵

一
冊

(首
二
冊
欠
、
『蔵
書

目
録

 
占
書
篇

1
』
著
録
)
、
趙
炳
舜
氏
誠
庵

文
庫
蔵

一
冊

(存
巻

一

二

一、

『誠
庵
文

庫
目
録
』
著
録
)

と
何
れ
も
残

欠
零
本

で
は
あ
る
が
、
覆
庚

子
字
本
と

さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
高
麗
大
学

校
薪
篭
文
庫

の

一
冊

(存

巻
三

・
四
、
『
薪
菴
文
庫
漢
籍
目
録

』
著
録
)

も
同
版
か
と
想
わ

れ
る

(但

、
「
版
心
上

下
白

口
」
と
あ

る
の
は
不
審

で

あ
る
)
。
各
蔵
書

目
の
著

録
す
る
と

こ
ろ
を
総

合
す
れ
ば
、

四
周

双
辺
、

十

一
行

二
十

一
字

、
上
下
黒
口
、
上
下
内

向
黒
魚
尾

の
版
式
で
あ

る
0
又
、

現
所
在
は
不
詳

で
あ

る
が
、

『清
芬
室
書

目
』

巻
三
著
録

の

「
莊
子
慮
齋

口
義

零
本

(存
巻
九

・
一
〇
)
新
添
莊
子
十
論
 

一
巻
 

一
冊
」
、

「莊
子

庸
齋
口
義
零
本

(存
巻

四
-

七
) 

]
冊
」

も
同
版

で
あ

ろ
う

。
前

者

に

就
き
李
仁
栄
解
題

は

「成
宗
五
年
甲
午
慶
州
刊
、
覆
庚
子
字
活

字
刊
本
、

木
版
。

四
周
雙
邊
、
有
界
十

一
行

二
十

↓
字
、
注
雙
行
、
匡
郭

長
二

二

・

○
糎

乃
至

一
一
三

・
五
糎
、
廣

一
五

・
五
糎
、
黒

口
、
巻
十
末
有

景
定
改
元

和
中
節
宣
教
郎
知
邵
武
軍
建
寧
縣
林
經
徳
序
、
及
景
定
辛
酉
十

一
月
己
巳

三
衢
徐
霖
景
説
跋
、
十
論
末
有
莊
子
音
釋
、
次
成
化
甲
午
七
月
日
中
直
大

夫
咸
陽
郡
守
金
宗
直
跋
、
次
兼
觀
察
使
嘉
善
大
夫
同
知
中
樞
府
事
金
永
濡
、

兼
都
事
禦
侮
将

軍
行
忠
佐
衛
副

司
直
李
世
佐

、
及
分
刊
各
官
守
令
等
列
銜
」

と
、

ま
た
、
李
氏
引
載
す

る
金
宗

直

(
一
四
三

一
年

〈
世
宗
十

三
>I

一

四
九

二
年

く
成
宗

二
十
三

V)

の
跋
に

「昔
在
世
宗
朝

、
使
于
上
国
者

、

苟
得
箋
傳
之
新
奇
者
以
来
、
盡
用
銅
字
印
之
。
歳
在
甲
午
、
方

伯
金
公
永

濡
之
到
也
、
偶
得

一
本
、
分
刊
各
邑
、
鳩
集
于
慶
州
府
」
と
あ

り
、
刊
行

の
経
緯

が
窺
え

る
。
分
刊
官
名
列
銜
は
、
高
麗
大
学
校
晩
松

文
庫

の

一
冊

(存
巻
八
ー

一
〇
)

に
も
有

る
よ
う

で
あ
る
。
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覆
庚
子
字
銅
活
字
刊
本
も
李
仁
栄

『
清
芬
室
書

目
』
記
す

と
こ
ろ
に
信

を
置
く
な
ら
ば
、
明
成
化
十
年

(
一
四
七
四
)
即
ち
成
宗

五
年

の
同
時
期

に
、
原
州

に
於

い
て
江
原
道
觀
察
使
李
封

の
主
導

に
よ
り

『
老
子
腐
齋
口

義
』

『列
子
庸

齋

口
義
』

の
両
書
が
、
慶
州

に
於

い
て
慶
尚
道
觀
察

使
金

永
濡
等

に
よ
り

『
莊
子
慮
齋
口
義
』
が
刊
行
さ
れ
た
と
推

量
さ
れ
る
。

 

掲
出

の
楊
守
敬
旧
蔵

「
朝
鮮
旧
刊
本
」
は
比
較
考
証
に
資

す
る
同
類
本

の
所
在
を
聞
か
ず
、
上
述

の
如
く
覆
庚
子
字
本
も

『
清
芬

室
書
目
』
著
録

二
本
を
含
め
伝
本

の
所
在
は
知
ら
れ

て
い
な

い
。
従

っ
て
、
推
断
は
慎
む

べ
き
で
あ
る
が
、
但
、
行
字
数

の

一
致
、
版
式

の
類
似

(匡
郭
寸
法

の
差

異
は
、
採
寸
位
置

の
相
違

に
因
る
か
、
李
氏
は
外
郭
を
測
定

し
た
と
も
考

え
ら
れ
る
)
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
覆
庚
子
字
活
字
刊
本

で
あ
る
可
能
性

を
否
定
は
出
来
な

い
で
あ

ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
該

本
の
刊

行
事
項

標
記
は

、
「
朝
鮮

明
成
化

一
〇

〈
成
宗

五

〉

(
]
四
七

四
)

跋
刊

(原
州
 
江
原
道
觀
察
使
李
封
)
〔
覆
世
宗
朝

〕
刊
庚
子
字
印

本
」

と

い
う

事

に
な
ろ
う
。
但
、
補
刻
、
覆
刻

の
関
係
も
想
定
さ
れ
、
今

は
、
該
本
及

び
如
上

の
関
連
伝
本
未
見

の
故
、
『
中
国
訪
書

志
』

の
著
録

に
従
う

。

 

尚

、
本
項

の
叙
述

は
、
嶺
南

大
学
哲
学

科
教
授

崔
在
穆
氏

「
林
希
逸

『
三
子
膚
齋
口
義
』

の
韓
國
版
本
調
査
」

(科
研
費

「
古
典

学
の
再
構
築
」

講
演
会

レ
ジ

ュ
メ
)

の
学
恩

に
得
る
と

こ
ろ
多

大

で
あ
る
。

 

 
同

 

 

 
 

〔朝
鮮
宣
祖
朝
〕
刊

 
首

に

「老
子
鷹
齋

口
義
發
題
」
を
冠
す
。

 

本
文
巻
頭
は

「老
子
庸
齋

口
義
上
」
、
次

行
低
九
格

「虜

 
齋
 
林

希

逸
」
、
第
三
行
低

三
格

「
道
可
道
章
第

一
」
と
題
す
。

尾
題
は
首
題

に

同
じ
。
日
ハ
、
下
巻
尾
題
は

「
下
」
字
下
隔

一
格

に

「終
」
字
を
添
え

る
。

 

四
周
単
辺

(
二
五

・
七

×

=
二
・
八
糎

)
、
無
界

、
毎
半

葉
十

二
行
行

十

八
字
、
注
改
行
低

一
格
大
字
単
行
行
十
七
字
。
版
心
粗
黒

口
双
花
魚
尾
、

或

い
は
双
黒
魚
尾

「老
子
上

(下

)
 
(丁
付

)」
。

 

最
終
葉
裏
に
跋
文

五
行

が
あ
り
、

「隆
慶

四
年
庚
午
孟
秋

/
下
澣
紫
洞

頤
齋
車
軾
/
敬
叔
為
高
杆
城
光
晏
/
先
生
書
于
蓬
莱

郡
之
/
海
山
亭
」
と
。

明
隆
慶

四
年

(
一
五
七

〇
)
は
宣
祖

三
年

に
当
た

る
が
、
内
容
か
ら
鑑

み

れ
ば
、
刊

語
跋

で
は
な
く
寧

ろ
書
写
識
語

で
あ

ろ
う

。
従

っ
て
こ
の
年
記

を
刊
年
と

は
見
做
し
難

い
。
所
掲

の
天
理
図
書
館
蔵
本

に

つ
い
て

『天
理

図
書
館
稀
書

目
録
 
和
漢
書
之
部
第

四
』
は

「李
朝
中
期
刊
」
と
著
録
す

る
。

〈
天
理
大

学
附
属

天
理
図
書
館
蔵

〉
韓
特
大

一
冊

(
一
二
六

・
㎜
ー
ィ

5
)

 
後

補
茶
褐
色
表
紙

(三
三

・
O
×
二
一二
・
○
糎
)
、
題
簽

剥
落

し
、

そ

の
痕
に
金
泥
筆

で

「老

子
庸

齋

口
義

 
隆
慶
四
年
庚
竿
」
と

題
書
。
ま
た
、
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見
返

し
右
端

に

「享
保
十

七
壬
子
暦
首
夏
天
地
不
仁
章

以
下
出
席

于
時
初

看
是
書
」

と
朱
筆

の
識

語
を
有
す

。
首

六
十
五
章

に
朱

句
点
、
二
十
三
章

ま

で
に
は
朱
圏
点
朱
引

の
書
入
れ
、
ま
た
、
眉
L
行
間
等
に
朱

で

=

本
」

と

の
校
異

、
墨
筆

で

「李
卓
吾
」

「朱
晦
菴
」

「筆
乗
」
「
翼
注
」
「金
氏
」

等
諸
家

の
注
説
を
引
抄

せ
る
書
入

れ
が
あ

る
。
「
島
田
翰
/
讀
書

記
」

(白

長
方

)
、
「
四
通
/

研
齋
」

(朱
方
)
、
「竹
添
/
鴻
章
」

(白
方
)
、
「
井
々
居

士

/
珍
賞

子
/
孫
永
保
」

(朱
長
方
)
、
「大

正
十

/
二
年
所
/
得
古
槧
」

(朱
方

)
、
「
三
井
家
聴

氷
閣
」

(朱
長
方

)
、
「好

古
/
口
口
/
口
口
」

(白

方

)
、
「
聴
/
氷
」

(朱
方
)
、

「聴

氷
壬
/
戌
以
後

/
所
集
旧
/
斬
占
鈔
」

(朱
方

)
、
「
口
口
/

日
口
」

(朱
方
)
、
「
雙
麗
監

蔵
」

(朱
長
方
)

の
印

記

あ

り
。
島
田
翰

・
竹

添
井

々

二
二
井
家
逓
蔵
本

。
『
天
理
図
書
館
稀
書

目

録
 
和
漢
書
之
部
第

四
』
著
録
。

 

『
経
籍
訪
古
志
』

巻
五
著
録

の
容
安
書

院
蔵
朝

鮮
國
大
字
刊
本
と

は
同

版

の
よ
う

で
あ

る
が
、
解

題
に
は

「巻
首
有
高
平
隆
長
印
及
喜

字
圓
印
」

と
あ
り
蔵
書
印
が
相
違

し
、
別
蔵
本
で
あ

ろ
う
。
該
本

の
現
所
在
は
未
詳
。

 
他

に
伝
本

は
知

ら
れ
て

い
な

い
。
但
、
延
世
大
学
校
蔵

「老

子
慮
齋

口

義

写
本

二
巻

一
冊

(『
古
書
目
録
』

著
録
)
の
巻
末
に

「
隆
慶

四
年
庚

午

孟
秋

下
澣
紫

洞
頤
齋
車
軾
敬
叔
為
高
杆
城
光
嬰
先
生
書
于
蓬
莱

郡
之
海

山

亭
」

と
本
版
と
同
文
の
跋
語
が
有

る
と

さ
れ
、
ま
た
、
現
在
所
在
は
明
ら

か

で
は
な

い
が
、

『清
芬
室
書

目
』
巻
三
著
録

の
古
写
本

一
冊

に
も

同
じ

跋
文
が
存
し

「
四
周
雙
邊
、
有
界
十
二
行
十
八
字
、
匡
郭
長
二
三

・
五
糎

廣

十
九

・
五
糎
、
尾
有
跋
、
隆
慶
四
年
庚
午
孟
秋
下
澣
紫
洞
頤
齋
車
軾
敬

叔
為
高
杆
城
光
晏
先
生
書
于
蓬
莱
郡
之
海
山
亭
云
、
首
有
金
城
世
家
、
尾

東
隠
印

記
、
經
籍
訪
古
志
巻
五
載
此
書
版
本
」
と
。
両
写
本

の
関
係
、
両

写
本
が
本
版

の
転
写

で
あ
る

の
か
、
刊
行

に
先
行
す
る
原
写
本
或

い
は
伝

写
本
で
あ

る
の
か
系
統
関
係
は
不
詳
。

 

「
老
子
慮
齋

口
義
」

の
朝
鮮

旧
刊
本
と

し

て
、
他

に
韓
国
精
神
文

化
研

究
院
所
蔵

の
乙
亥
字
本

二
冊

が
知

ら
れ
る
が
、
未
見
。

『蔵
書

目
録
 
古

書

篇

一
』

に
拠
れ
ば
、

〔仁
祖
朝

以
前
〕

刊
 
四
周
双
辺
 
半
郭

二
六

・

七

×

一
五

・
九

糎
 
九
行

二
〇
字

 
上
下
三
葉
花
紋
魚
尾
、

「坡

平
世
家

尹
會
仲

之
印
」

の
印
記
が
あ
る
、
と
。
同
目

に
は
ま
た
、
年
紀
未
詳

の
筆

写
本

一
冊

(附
黄
石
公
素
書
)
を
著
録
す

る
。
共

に
後
攷
を
竢
ち
た

い
。

 
 
同
 

 

 

〔近
世
初
〕
写

〈京

都
府
立
総
合
資

料
館
蔵
〉 

 

 

和
特
大

一
冊

(特

一
七

一
.1

二
五
)

 
後
補
薄
茶
色
覆
表
紙

(
三
二

・
七

×
二
四

.
三
糎

)、
「老

子
膚
齋

口
義
」

と
打
ち
付
け

に
墨
書
。
元
は
、
薄
縹
色
藍
草
漉
込
表
紙
、
無
題
、

一
部
破
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損
し
、
後
表
紙
は
欠
落
。
料
紙
は
厚
手

の
楮
紙
。

 

首

に

「老

子
膚

齋
口
義
發
題
」

(次
行
低
十

二
格

に

「
庸
齋
 

 
林

希
逸
」
と

題
署
)
を

冠
す

。

 

本

文
巻

頭

「老

子
庸
齋

口
義
上
」
、
次
行
低
十

二
格

「膚

齋
 

 
林

希
逸
」
、
第
三
行
低

二
格

「
道
可
道
章
第

一
」

と
題
し

、
尾
題
は
巻
頭
内

題

に
同
じ
。

 

無
辺
無
界
、
字
面
高
さ

二
八

・
五
糎
、
毎
半
葉
十
四
行
行
廿

一
字
、
林

注
は
毎
章
経
文
後
改
行
低

一
格
大
字
単
行
行
廿
字
。
柱
題
書
無
し
。

 

大
型
本
で
厚
手

の
料
紙
で
あ
る
こ
と
か
ら
或

い
は
朝

鮮
装
か
と
疑

わ
れ

る
が
、
江
戸
初

期
頃

の
邦
人

の
筆
致

と
推
量
し
た
。
書

写
の
様
態

に
鑑

み

る
に
底

本
の
程
式

に
あ

る
程
度

忠
実

に
転
写
さ
れ
て

い
る
よ
う

で
あ

る
。

行

二
十

一
字

の
歎
式

は

〔
元
〕
刊
本

、
朝
鮮
世
宗

四
年
刊
庚
子
字
本
、
朝

鮮
旧
刊
本

に
み
ら
れ

る
が
、
朝
鮮
両
版

は
林
希
逸
注
を
経
文
下
直
ち

に
小

字
双
行

で
配
し

て
あ
り
、
経
文
後

に
接

し
て
改
行
低

冖
格
大
字
単
行

で
書

写
さ

れ
て

い
る
本
書
は

〔
元
〕
刊
本

に
似

る
。

〔元
〕
刊
本
系
統

の
伝
写

本
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
所

々
元

の
写
字
を
切
取
り
、
裏
か
ら
紙
を
貼
り
充

て
て
訂
正
し
た
箇
所
が
目
に
着
く
。
ま
た
、
ま
れ
に
右
傍
に
見
消
ち

〃
符

が
付
さ
れ
、
字
間
に
小
円
圏
を
加
え
旁

に
脱
字
を
細
書
、
並
び
に
本
文

と

一
手

で
あ
ろ
う

。
「
京
都

/
府
図
/
書
館

」

(朱

方
)

の
印
記
。

 
 
同
 

 
額
騨
聾

擦
鯉
錘

蹙

創
駿
江
騫

 
 
 

 
 

 
 
 

 
〔近
世
初
〕
写

く阪
本
龍

門
文
庫
蔵
V
 
 
 

 
 

 
 

和
大

】
冊

(
三
-
六
、

一
.三
六
)

 

後
補
薄

縹
色
表
紙

(
二
五

・
九

×

一
八

.
五
糎

)
、
左
肩

、
打
付
け
に

「
老
子

口
義
 
坤
」

と
墨
書
。
右

上
隅

に
墨

「致

」
字

が
あ
る

が
、
後

筆

で
あ

ろ
う
。
料
紙
は
斐
楮
交

漉
紙
。

 

巻
頭

「
老
子
鵬
齊

口
義

下
」
、
次
行
低

五
格

「鷹

齊
 
林
 
希

逸
」
、
第

三
行
低
三
格

「
上
徳

不
徳
章
第

三
十

八
」
と

題
す
。

尾
題
は
無

い
。

 
無

辺
無

界
、
字
面
高

さ
約

=

ハ
・
五
糎
、
毎
半
葉

八
行
行
十

二
字
、
林

注
は
毎
章
経
文
後
改
行
低

冖
格
大
字
単
行
行
十

一
字
。
柱
題
署

、
丁
付
無

し
。
返
点
、
送
り
仮
名
、
振
り
仮
名
、
音
訓
合
符
、
連
続
符
を
附
す
。

 
後
副
葉

に
次

の
伝
領
識
語
が
墨
書
さ

る
。

 
 
此

一
書
元
禄
六
年
龍
集
癸
酉
秋

七
月
日

 
 
亀
泉
大
機
方
小
師
持
来
付
于
予

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

天
岩
明
啓

於
圓
光

室
内

誌

 
「
瑞
巖
圓
光
/
禪
寺
蔵

書
」

(朱
長
方

)
、
「
龍
門
文

庫
」

(白
長
方

)

の

印
記
有

り
。
天
岩
明
啓

は
享
保
年
間

(
【
七

冖
六
～

一
七
三
六
)
の
は
じ

め
西
天
目
瑞
巌

山
高
源
寺
を
再

興
し
た

こ
と

で
知

ら
れ
る
、
そ

の
人
か
。
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句
解
道
徳
經
 
 

〔
慶
長
〕
刊
 
古
活

字

 
首

に

「老

子
慮
齊

口
義
發
題
」

(次
行
低
六
格

に

「
盧
 
齊
 
林

希
逸
」
と
題
署
)
を
冠
す
。
末
尾
よ
り

一
一行
を
隔
て

「
老
子
庸
齋

日
義
發

題
」
と
尾
題
有
り
。

 
巻
頭
は

「句
解
道
徳
經
上
」
、
次
行
低
六
格

「
慮
 
齊
 
林
 
希
逸

」
、

第
三
行
低
三
格

「道
可
道
章
第

一
」
と
題
す
。
尾
題
は
首
題
に
同
じ
。

 

四
周
双
辺

(
二
〇

.
九

×

一
五

・
八
糎

)
、
有
界
、
毎
半
葉

七
行
行
十

七
字

、
注
小
字
双
行
十
七
字
、
経
文
句

下
に
割
注
と
し

て
挿
入
。
版
心
粗

黒

口
双
花

口
魚

尾
、
中
縫

「老
子
句
解
上

(
下
) 

(丁
付
)
」
。

 
本
書

諸
本

は
各
章
経
文
全
文
を
先

に
掲
出

し
、
其

の
末

に
接
し
、
改
行

の
上
、

一
格

を
低
し
て
大
字
或

い
は
小
字

で
章
注

の
全
文
を

一
括
し

て
挙

げ
る

の
が
殆
ど
常
例
で
あ
る
。
此
の
本

に
限

っ
て
は

、
通
例

の
漢
籍
注
釈

書

の
如
く
句
下

に
適

宜
相
当

注
文
を
挿

入
し
て

い
る
。
書
名

に

「句
解
」

を
冠
す

る
所
以

で
あ

ろ
う
。
同
類

の
本
は
管

見
に
入
ら
ず
、
本
占
活
字
版

が
何
本

に
基
づ

い
て
翻
印
さ
れ
た
も

の
な

の
か
、
検

証
を

一
層
困
難

に
し

て

い
る
。
諸
本
間

の
本
文

の
比
較
研
討
を
要
し
、
そ

の
上
で

の
後
攷
を
俟

た
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
。
但
、
莊
子

に
も
同
程
式
七
行
行
十
七
字

の

『句

解
南

華
眞
經
』

〔慶
長

〕
刊
古
活
字
版

が
知

ら
れ
、
内
閣
文
庫
蔵
本
等

伝

本
は
多

い
。
刊
行
状
況

に
関
連
性
を
想
定
し

て
よ

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

 

『囲
古

活
字
版
之

研
究
』

は

「
慶

元
中
刊
本
」
と

し
て
、
同
書

四
種

中

 

祷

の
第

三
に
挙
げ

て

い
る
。
『
弘
文
荘
古
活
字

版
目
録
』
は

「む

し
ろ
慶
長

末
期
、
廚
齋

口
義
本
中

、
最
初
出

と
す

べ
き

で
あ

ろ
う
」
と
。
予
断
は
許

さ
れ
ず

、
今
暫

く
、
程
式

上
後
出

整
版

本
に
近
似
す

る
以
下

の
古
活
字
版

三
種

の
前

に
録

し
て
後
察

を
期

し
た

い
。

〈東
洋
文
庫
蔵

V 

岩
崎
文
庫
 
 
 

 

和
大

二
冊

(三
I

A
-

a
1

2
)

 

後
補
縹
色
表
紙

(
二
七

.
六

×

一
九

.
一
糎
)
、
打
付

け
に

「
老
子
句

解
 
植
字
板
上

(下

)」

と
墨
書

。
裏
打

ち
修

補
が
施
さ
れ

る
。
「
雲
煙
家

/
蔵
書
記

(上
部

に

「
子
孫
永
保
」
と
横
書
)」

(灰
青
長
方

)、

「坐
/
閑
」

(朱
方
)
、
「
武
/
弐
」

(白
円
)
、
「
雲
邨
文
庫
」

(朱
長
方
)

の
印

記
あ
り
。

江
戸
後
期

の
書
画
肆
安
西
雲
煙

(名
は
武
、
字
山
君
、
文
化
四
年

く
一
八

〇
七

V
生

、
嘉
永
⊥
ハ
年

〈
一
八
五

二
〉
没

)
、
明
治

・
大
正
期

の
鉱
物
学

者
、
書
誌
学
者
和

田
維
四
郎

(若
狭
小
浜

の
人
、
安
政
三
年

く
一
八
五
六
V

生
、
大
正
九
年

く
一
九

二
〇
V
没

)
旧
蔵
書
。

 

『
岩
崎
文
庫
貴

重
圭
呈
日
誌
解

題
 

皿
』

著
録
、
同
書

及
び

『黼
古
活
字

版
之

研
究
』

図
録
篇

に
書
影
採
録
。

〈
武
田
科

学
振
興
財
団
杏

雨
書
屋
蔵

〉 

 
 
 

 
 

 
 
 

和
大

一
.冊

 

緑
茶

色
表

紙

(
ニ
ヒ

・
五

×

一
九

-
五
糎
)
、

「
老
子
道

徳
經

齣
鵬
上
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(下
)」

と
墨
書

せ
る
淡
赤
茶
色

の
題
簽
を
貼
付

。
朱

の
句
点

・
圏
点

・
校

字
、
墨
筆

で

.
部

に
訓
点

、
眉
上

行
間

に
誤
植
を
訂

正
す

る
校

字
ま
た

「
.
本
」
即
ち
古
鈔
本

及
び

「
王
本
」
即

ち
王
弼
注
本
と

の
校
異

の
書
入

れ
、
希

で
あ

る
が
諸
家

の
注
説

の
引
用
が
有
り
、
東
坊
城
聡
長

(寛
政

…

一
年

く
一
七
九
九

V
生
、
文
久
元
年

〈
一
八
六

一
〉
没
)

の
自
筆

で
あ
ろ

う
。
下
冊
後
見
返
し

に
次

の
墨
校
読
識
語
を
存
す
。

 

文
政
七
年
梅
雨
窓
下
校
之
書
王
本
者
王
弼
註
本
也
書

一
本
者
古

冩
本
也

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

従
三
位
聡
長

 

天
保
九
年
正
月
廿
三
日
與

新
大

外
記
師
身

一
過
了
時
春

雪
明
書
窓

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

右
大
辨

(花
押

)

 

ま
た
、
首

の
遊
紙
表
葉
中
央

や
や
下
辺
り

に

「共

二
/
 

乙
巳
六
月
炳

卿

」

の
墨
識
が
有

る
。
乙
巳
は
明
治

三
十

八
年
。

「炳
卿
珍

蔵
旧
/
槧
古

鈔

之
記
」

(朱
長
方

)

の
印
記
。
内
藤

湖
南

明
治
三
十

八
年

六
月
取
得
旧

蔵
本

。
『新
修
恭
仁
山
荘
善
本
書
影
』
著
録
。

〈弘
文
荘
旧
蔵
〉
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

和
大
合

元
冊

 
未
見
。
現
所
在
未
詳
。
栗
皮
表
紙

(二
四

・
八

×

一
八

・
四
糎
)
全
巻

朱
墨

の
書

入
れ
あ
り
、
と
。

『
弘
文
荘
古
活
字
版

目
録
』
、

『弘
文
荘
古

版

本
目
録
』
著
録
。

 
 
老
薦

齋
口
義

齲

魂

議

鰭

義
L)

 

首

に
、
「
老
子
庸
齋

口
義
發
題
」

(次
行
低
七
格

に

「
慮
 
齋
 
林

希

逸
」
と

題
署

)
を
冠
す
。

「
發
題
」
本
文

は
全
行

低

一
格
、
末
尾

よ
り

二
行
を
隔

て

「
老
子
膚
齊
口
義
發
題
」
と
尾
題
有

り
。

 

本
文
巻
頭
は

「老

子
庸
齊

冂
義
上
」
、
次
行
低
七
格

「膚
 
齊
 
林

希
逸

」
、
第

三
行
低

二
格

「道
可
道
章

第

冖
」
と
題
す

。
尾
題
は
首
題

に

同

じ
。
但

、
下
巻

は

「齊
」
を

「齋
」

に
作

る
。

 

四
周
双
辺

(
二
二

・
五

×

=
ハ
-
九
糎

)
、
有
界
、
毎
半

葉
八
行
行
十

八
字
、
林
注

は
毎
章
経
文
後
改
行
低

一
格
大
字
単
行
行
十
七
字
。
版
心
粗

里
…口
双
里
…魚
尾
、
中
縫
題

「老
子

口
義
上

(下
) 

(丁
付
)
」
。

 

天
下
皆
知
章
第

.
一注
文

「
老
子
説
得
太
刻
苦
」

(上

7
ウ
4
)

の

「
苦
」

を

「
若
」

に
、
谷
神

不
死
章
第

六

の
注
文

「
而
初

意
實
不
專

主
是
也
」

(上

12
オ
7
)

の

「主
」
を

「
生
」

に
、
天
長

地
久

章
第
七

の
注
文

「
莫

之
先
而
常
存
」

(上

13
ウ

7
)

の

「常

」
字
を

「當
」

に
、
古
之
善
爲

士

章

第
卜
五

の
経
文

「
儼
若
客
」

(上

22
オ
3
)

の

「客
」

を

「
容
」

に
誤

る
な
ど
字
形

の
近
似
に
困
る
誤
植

が
多
く

、
ま

た
衍

字
脱
字
も

目
立

つ
。

 
底

本
未

詳
0

『嬲
古
活
字
版
之
研
究
』

で
は
同
書
古
活
字
版
四
種

の
内

、

第

ニ
ィ
と

し
て
著
録

さ
れ
て

い
る
。
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〈斯
道
文
庫
蔵

〉 
浜
野
文
庫
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 和
特
大

二
冊

 
空
押
し
雷
紋
地
唐
草

紋
丹
表
紙

(
三
ゴ
主

六

×
二
四

・
三
糎
)
、
外
題

は
、
表
紙
打
付
け

に
、
上
冊

は

「應
蝋
老

子
腐
齋

口
義
」
」
、
そ

の
直
下

に

小
字
で

「白

井
宗

因
蔵

/
林
氏

校
書

入
」
と
、
下
冊
は

「
老
子
庸
齊

口
義

卜
」
と
墨
書
。
全
編

に
亙

っ
て
墨
筆

の
返
点

・
縦
点

・
送

り
仮
名

、
又
、

行
間
天
地
に
校
字

の
書
入
れ
が
有
り
、
誤
植
字

に
は
加
墨
に
よ
る
訂
訛

が

見
ら
れ
る
。
眉
上
或

い
は
欄
脚
に
同
じ
く
墨
筆

で

「
易
説
卦
云

(註
)」
「繋

辞
云

(疏
)」

「尚
書
」

「毛
詩
」
「
周
礼
註
疏
」
「礼
記

(鄭
注

・
疏
)
」
「礼

記
集
説
」
「中
庸
或
問
」
「
論
語
注
」
「
孟
子
」
「韻
會
」

「韻
府
云
」

「史
記
」

「漢
書
」

「漢
藝
文
志
」

「後
漢
書
」

「程
氏
遺
書
云
」

「朱
子
語
類
」
「
真
西

山
云
」

「性

理
大
全
云
」

「筆

乗
云
」

「
佛
書
云
」

「
大

明
録
入
理
章

日
」

「
心
経
云
」

「禅
家
云
」

「
杜
光
庭
云
」

「蘇

子
由
老
子
解
」

「老

子
翼
云
」

「李
卓
吾
老

子
評

云
」

「諸
子
品
節
註
云
」

「莊
子
」

「列
仙
伝
」

「杜
甫
詩
」

「
韓
愈

原
道

云
」

「山
谷
詩
」

「道
春
按
」
等

と
標

記
せ
る
諸
書
と

の
引
証
、

諸
家

注
説
等

の
書
入
れ
が
あ

る
が
、

ヒ
巻

は
第

二
十
九

章
ま
で
、
下
巻
は

第
四
十
五
章

に
止
ま
り
以
下
に
は
こ
の
種

の
書
入
れ
は
見
ら
れ
な

い
。
本

文
及
び
天
地

の
引
証
書
入
れ
に
は
朱
句

点

・
合
点
、
朱
引
が
施
さ
れ
て

い

る
。
尚
、
上
巻
第
十
葉
裏

の

「
羅
山
随
筆
云

々
」
等

の
書
入
れ
は
他
と
筆

跡
が
明

ら
か

に
異
な
り
、
僅
か

で
あ
る
が
後
人

の
書
入
れ
が
混
入
し
て

い

る
よ
う

で
あ

る
。
「白

雲
書
庫
」

(碑
形
双
枠
)
、
「
日
瞑
斎
/
図
書
記
」

(朱

方
〉
、
「
林
生
/
之
印
」

(白
長
方
)
、

「濱
野
文
庫
」

(朱
長
方
)
、
「麻
生
文

庫
」

(朱
長

方
)

の
印
記
有

り
。
江

戸
初

の
幕
府
医
官
野
間
成
大
通
称

三

竹

(慶
長
十
三
年

〈
一
六

〇
八

〉
生
、
延
宝

四
年

く
エ
ハ
七
六
V
没
)
旧

蔵
。

 
尚
、
藍
罫

の
用
箋

(左

下
郭
外

に

「
国
四
、
大

石
屋
」
と
印
刷
)

冖
紙

が
挿
入

さ
れ

「活
字
版
老

子
口
義

 
二
巻
/
 
道
春
先
生
書
入
/
 
林
道

春
先
生

・
白
井
宗

因
先
生

・
日
暝
斎
先

生
=
、大
家

之
蔵
印

ア
リ
/
○
上
巻

十
葉
目

ノ
羅
山
随
筆

云
々
書

入
ノ

一
節

ハ
書
体
大

二
異

レ
ル

ハ
後
世
学
者

ノ
跡
ヨ
リ
手

入
レ
セ
シ
モ
ノ
故

此
ノ
節

二
限
リ
朱
点

ナ
シ
 
他

ハ
皆
道
春

先
生
ノ
筆

蹟
ナ
リ
/
○
道

春
按

々
語
所

々
ニ
ア
リ
」
の
墨
識
が
有

る
が
、

多

く
は
失
考
で
あ
ろ
う
。

 

本
書

の
書
入
れ
は
、
後
掲
、
正
保
四
年
京
林
甚
右
衛
門
刊
本

の
羅
山
首

書
と
殆
ど
符
応
す
る
。
刊
本

の
首
書
は
全
章

に
亙

っ
て
お
り
、
本
書

入
れ

は
上
述

の
如
く
分
量

に
お

い
て
も
其

の
過
半

に
も
満
た
な

い
が
、
刊
本

か

ら

の
転
写

で
は
な

い
こ
と
は
、
字
句

に
異
同
が
あ
り
、
ま
た
、
彼
に
無

い

条
項
が
散
見
し

て
い
る
こ
と

に
よ

っ
て
顯
か

で
あ

る
。
従

っ
て
、
刊
本
首

書
成
立
以
前

の
よ
り
原
初

に
近

い
内
容

を
伝
え

て
い
る
は
ず

で
、
刊
本

の

譌
字
脱
文
衍
文
を
糺
す

こ
と

が
可
能

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
全
巻

に
及

ぶ
訓
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点
も
同
様

で
、
正
保
四
年
刊
本
と
ほ
ぼ

一
致

す
る
が
、
刊
本
と
し
て
定
着

す
る
以
前

の
様
態
を

伝
え

る
加
点

と
し
て
注

目
さ
れ
る
。

 

刊
本
首
書

に
見

ら
れ
な

い
書
入

れ
と
し
て
次

の
条
項

が
認

め
ら
れ

る
。

 

 

邵
子
觀
物
外
篇

下
日

-
老
子

五
千
言

・
大
抵
皆
明
物
理
、
又
日
老
子

 

 
知
易
體
者
也
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
(上
冊
見
返
し
)

 

 
老
子
有
河
上
公
註
、
老
子
聖
經
云
、
秦
時
降
峽
河
之
濱
、
号
河
上
丈

 

 
人
、
亦
日
河
上
公
、
授
道
安
期
生
、
前
漢
文
帝
好
老
子
之
旨

、
遺
使

 

 
詔
問
之
云

々
 
 

 
 

 
 
 

 
 

(發
題
第

…
丁
ウ

「
河
上
公
」
)

 

 
漢
藝
文
志
、
老
子
在
道
家
者
流
、
東

坡
云
、
道

家
者

流
、
本
出

於
黄

 

 
帝
老

子
、
其
道

以
清
静
無
為

為
宗
云

々

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
(發
題
第

二
丁
オ
、
「道
家
者
流
」
〉

 

 
翼
云
、
老
子
之
称
經

、
自
漢

景
帝
始
也

、
呉
閾
澤

日
、
漢
景
帝
以
黄

 

 
帝
老
子
義
体
尤

深
、
改

子
為
經

、
始
立
道
学
、
勅
令
朝
野
、
悉
諷
誦

 

 
焉
、
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(發
題
第
三
丁

ウ
、
尾
題
後

)

 

 
莊
子
内
篇
、
有
大
宗
師
、 

 

 

(道
冲
章
第

四
林
注

「大
宗
師
」
)

 

 
宋
陳
圖
南
號
希
夷
先
生
、
用
老
子
語
、 

 

(視
之
不
見
章
第
十
四
)

〈
宮
城
県
図
書
館
蔵
V
 
伊
達
文
庫
 

 
 和
特
大

二
冊

(三

〇
五
四
八
伊
)

 
空
押
雷
紋
繋

地
花
卉
紋
丹
表

紙

(三
=
∵

七

×
二
四

・
四
糎
)
、
外

題

「
老
子
庸
齋

口
義

発
題
上

(
下
)」

と
墨
書
。

「
伊
達
伯
/
觀
瀾

閣
/

図
書

印
」

(朱
方
)
、
「伊
達
文
庫

〈左
右

に

「宮
城
県
/
図
書
館
」
〉
」

(朱
長
方
)

の
印

記
。

 

尚

、
長
尾
直
茂

「林
羅
山

の

『老
子
腐
斎

口
義
』
校
訂
及
び
施
注

に
つ

い
て
」
は

下
巻
第

=

ハ
エ

の
落
丁
を
指
摘
し
、
後
述
す

る
国
会
図
書
館
蔵

の

〔元
和
〕
刊
古
活
字
版

に
も
同
丁

の
落
丁
が
あ
る

こ
と
か
ら
両
版

に
テ

キ

ス
ト
上

の
関
連
が
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な

い
と
述

べ
る
。
稿
者
は
此

の
落
丁

に
就

い
て
は
未
確

認
。
但

、
前
掲
斯

道
文

庫
蔵
本
に
は
落

丁
は
認

め
ら
れ
な

い
。
以
下

の
伝

本
に

つ
い
て
も
個

々
に
確

認
を
要
す
る
。

〈
龍
谷
大
学
図
書

館
蔵

〉 

 

 
 

 

和
大

二
冊

(〇
二

一
-

二
八
ー

二
)

 

栗
皮
表

紙

(二
九

-
○

×
二

一
・
○
糎

)、
外

題
無

し
。
「
写
字
臺

之
蔵

書
」

(朱

長
方

)

の
印
記

。
『襯
古
活
字
版
之
研
究
 

図
録
篇
』
収
載
。

〈仁
和
寺
蔵

〉 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

和
大

二
冊

 
栗

皮
表
紙

(
二
九

・
○

×
二

一
二
二
糎

)
、
第

二
冊
書
題
簽

「
荘
子

口

義
」

と
墨
書
、

「荘
」
字

に
見
消
、
右
旁

に

「
老
」
字
を
朱
書

、
第

【
冊

は
題
簽
剥
落

。
首
六
章

に
墨
訓
点

の
書
入
れ
が
有

る
。
「仁
和
寺
」

(朱
方
、

飛
龍
紋
飾
枠
)

の
印
記
あ
り
。

〈
尊
經
閣
文
庫
蔵
〉
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

和
大

二
冊

 
栗
皮
表
紙

(
二
八

・
五
×
二

一
.
○
糎
)
、
外
題
無
し
。
墨
筆

の
返
点

・

送
り
仮
名

・
音
訓
合
符

・
連
続
符
、
所
々
に
振
り
仮

名
、
字
旁
に
誤
植
を
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訂
せ
る
加
筆

が
見
ら
れ
、
朱
筆

の
句
点

・
朱
引
、
異
訓

の
書
入
れ
が
有
る
。

墨
訓
点

は
斯
道
文
庫
蔵
野
間
三
竹
旧
蔵
本

の
そ
れ
と
殆
ど
同
じ

で
あ
る
。

「尊

經
/
閣
章
」

(朱
方
)
、

「前

田
氏
/
尊
經

閣
/
図
書
記
」

(朱
方

)

の

印
記
あ
り
。

同

〔慶
長
〕
刊

古
活
字

 

前
掲
本
と

同
種

活
字
を

使
用
せ

る
異
植
字

版
。
首

に
、

一
格
を

低
し

「老

子
庸
齊

口
義
發
題
」

(次

行
低
七
格

に

「
鷹
 
齋
 
林
 

 
希
逸
」
と

題
署
)
を
冠
す
。

「發
題
」
本

文
は
全
行
低

一
格
、
末
尾

よ
り

二
行
を
隔

て

「老

子
處
齊

口
義

發
題
」

と
尾
題
有
り
。

 

巻
頭
は

「
老
子
膚
齋

口
義

上
」
、
次
行
低
七
格

「
庸
 
齊

 
林

 

 
逸

希

(
下
巻
は
希
逸
)
」
、
第
三
行
低
二
格

「
道
可
道
章
第

こ

と
題
す
。
尾

題
は

「老
子
腐
齊
口
義
上

(下
ご
、
但
、
下
巻
は

「
齊
」
を

「
齊
」

に
作

る
。

 

四
周
双
辺

(
二
二

・
八

×

一
六

・
八
糎
)
、
有

界
、
毎
半
葉

八
行

行
十

八
字
、
林
注

は
毎
章
経
文
後
改
行
低

一
格
大
字
単
行
行
十
七
字
0
版
心
粗

黒
口
、
双
花

口
魚
尾
或

い
は
双
黒
魚

尾
、
交
互

に
用

い
ら
れ
る
、
中
縫
題

「老

子
口
義
上

(
下
) 

(丁
付
)
」
。

 
前

掲
同
種
本

に
比
し
、
活
字

の
磨
滅
が
進
行
し

て
お
り
、
此

の
方
が
後

出
で
あ

ろ
う
。
先
行
本

の
譌
字
誤
植

の
多

く
が
そ
の
ま
ま
に
継
承
さ

れ
、

巻
上
巻
頭

の
選
者
名

両
字
を
転
倒

し
、
發
題

の

「
以
其
借
諭
之
語
」

(
上

3
オ
8
)
の

「諭
」
字
を

「論
」

に
、
天
下
皆
知
章
第

二
の
注
文

「千
變

萬
化
相
尋
不
巳
」

(
上
7
オ
6
)

の

「
相
」
字
を

「成

」

に
誤
り
、

同
注

文

「
故
日
音
聲
相
和
」

(上

7
ウ
8
)

の

「和
」
字

を
欠
き
、
道
冲
章
第

四
の
注
文

「道
體
雖
虚
」

(上

9
ウ
4
)

の

「雖
」
字
を

「
錐
」

に
、
載

營
魄
章
第
十

の
注
文

「
無
雌
雄
交
感

之
心
則
能
抱

一
矣
」

(上

17
オ

8
)

の

「抱
」
字
を

「能
」

に
作

る
な
ど

の
新
た
に
生

じ
て

い
る
誤
植
誤
脱
も

少
な
く
な

い
。
『
黼
古
活

字
版
之
研

究
』

は
同
書
四
種

の
内

、
第

ニ

ロ
に

分
類

し
て
著
録
。

〈斯

道
文
庫
蔵
〉
 

 

 

 

 
和
大

合

…
冊

(〇
九

]
ー

ト

]
六

八
-

]
)

 
薄
縹

色
艶
出

し
表

紙

(
二
八

・
一
×
二

〇

・
○
糎

)
、

ほ

ぼ
中
央

に

「
老
子
經
 
全
」
と

打
ち
付
け

に
朱
書

。
墨
筆

の
返
点

・
送
り
仮
名

・
縦

点
、
朱

の
句
点

・
朱
引

、
誤
植

訂
正

校
字
等

の
書

入
れ
が
あ

る
。
見
返

し

に

「
願
正
寺

蔵
」
、
後
見
返

し
に

「
法
釼
/
文
政
十

二
戊
チ
冬

日
求
之

/
大

口
本
舎
深
慧

(慧
字
は
元

の
字

を
擦

り
消
し
そ

の
右

に
加
筆
)
」

の
墨

識
語

が
見
え

、

「慈

攝
」

(朱
長

方
)
、
「
飜
嬾
綱
臥
棚
/
白

川
文

庫
」

(朱
方

)
、

「明
治
十
三
年
/
改
已
降
之
印
」

(朱
長
方

〉
、
「小
汀
氏
蔵
書
」

(朱
長
方
)
、

「
慶
應
義
塾
大
學

/
斯
道

文
庫
蔵
書
」

(朱
長
方
)

の
印

記
あ

り
。

『弘

文
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荘
古
版
本
目
録
』

(弘
文
荘
待
賈
古
書
目
第
四
十

五
號
、
昭
和
四
九
)
、

『弘

文
莊
善
本
目
録
』
(弘
文
荘
待
賈
古

書
目
第

五
十
號

、
昭
和

五
二
)
著
録
。

〈御
茶

の
水
図
書
館
蔵
V

成
簣
堂
文
庫
 

 

 

 

 

 
 

和
大
合

]
冊

 

後
補
茶

褐
色
古

表
紙

(二
六

・
七

×

】
九

・
六
糎

)
、

ほ
ぼ
中
央

に

「古
版
活
字
/
 
老
子

口
義
 
單
」
、
右
下
方

に

「
蘇
峰
珍

蔵
」
と
打
付
け

に
墨
書
。
青

.
墨

・
紅

・
朱

・
緑
筆

の
句
点
、
墨

で
眉
上

に

一
本
等
と

の

校
語

(誤
植

の
訂
正
が
多

い
)
、
行
間

に
語
釈
等

の
書
入
れ
が
あ
り

、
首

の
發
題

に
は
朱
声
点

・
朱
引
が
施
さ
れ

て
い
る
。
以
上
書
入
れ
は
、
巻
上

に
留
ま

り
、
下
巻

に
は
ご

く
希

に
朱

の
校
字

が
見

え
る

の
み
。

「松

田
/

本
生
」

(朱
方

)
、

「島

田
翰
/
讀
書

記
」

(白

長
方

)
、

「蘇

峰
/
清
賞
」

(朱
方

双
郭
)
、
「
徳
富
/
護
持
」

(朱
方
双
郭
)
、
「
徳
富
/
所
有
」

(朱
方

双
郭
)
、
「
天
下
之
公
/
寳
須
愛
護
」

(朱
長
方

)
、
「
蘇
峰
學
人
/
徳
富

氏

愛
/
藏
圖
書
記
」

(朱
方
双
郭
)
、
「
菅
印
/
正
敬
」

(白
方

)
、
「
蘇
/
峰
」

(朱
方

)
、
「成
/
簣
堂
/
主
」

(朱
)

の
印
記
。
島
田
翰
、
徳
富
蘇
峰
逓
蔵
。

 

そ
の
他

、

『騰
古

活
字
版
之

研
究
』

は
安

田
文
庫
蔵

の
堀
杏
庵
旧
蔵

本

一
冊
を
著
録

し
て
い
る
が
、
現
所

在
未
詳
。

同

〔元
和
〕
刊
 
古
活
字

 

首

に

「老

子
膚
齊

口
義
發
題
」

(次
行
低
五
格

に

「
膚
 
齋
 
林

希
逸

」
と
題
署
)
を
冠
す
。

 

巻
頭
は

「老

子
虜
齊

口
義
上
」
、
次

行
低
七
格

「庸

 
齊
 
林
 

 
希

逸
」
、
第

三
行
低
三
格

「道
可
道
章
第

一
」

と
題
す

。
尾
題
は
首
題

に
同

じ
Q

 

四
周
単

辺

(二

〇

-
六

×

一
四

.
六
糎

)
、
有
界

、
毎

半
葉
九
行
行
十

七
字

、
林
注
は
毎
章

経
文
後
改
行
低

一
格
大
字
単
行
行
十
六
字
。
版
心
粗

里
…口
双
花
口
魚
尾
、
中
縫

題

「老

子
口
義
上

(
下
) 

(丁
付

)」
、
巻

下
首

五
丁

の
版
心
題
は

「
老
子
口
義

上
」

と
、
巻
次
を
誤

る
。

 

巻
下
第
十
⊥ハ
丁
を
欠
き

、
其

の
箇
所

に
巻
上
第
十

六
丁
を
錯
入
。
但

、

一
行
、
低

…
格
十
七
字

(表

第
ニ
ー

四
行

は
行
十

八
字

)
と
字
数

が

一
字

多

く
、
同
種

活
字

で
あ
る
が
別
版

で
あ

る
。
本
書
巻

上
第
十

六
丁

の
当
該

箇

所
は
首
尾
此

の
別
版
と
符
合

し
な
が
ら
、
後
半
終

り
近
く

「之
蓄

之
言

造

化
之
間
生
養
萬
物

也
造
物
何
嘗
視
之

以
爲
」

(載
營
魄
章

第
十
注
文
)

の
二
十

一
字
が
脱
落
し
て

い
る
。

そ

の
他
、
誤
字
脱
字
転
倒
等
誤
植

が
目

立

つ
。
此

の
錯
脱
不
備

の
様

態
が
本

版
に

つ
い
て

一
般
的

に
言
え

る
も
の

な

の
か
ど
う
か
、
伝
本
極

め
て
少

な
く
管
見

に
入

れ
る
本

は
掲
出

の
国
会

図
書
館
蔵
本

]
本
に
過
ぎ
な

い
た
め
に
明
ら
か
に
出

来
な

い
。
或

い
は
同

本
に
限

っ
て
の
特
殊
な
事
象

と
も
考

え
ら
れ
る
0
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尚
、
全
編
を
通
し

て
新
調

の
木
活
字

が
混
在
し

て
い
る
よ
う

で
あ

る
。

 

『黼
古

活
字
版
之
研
究

』
は

「慶
長

中
刊
」
と

し
、
老
子
庸

齋
口
義

四

種

の
内

の
第

一
に
著
録
す
る
。
反
町
茂
雄
は
、
所
用

の
活
字
は
、
後
出

の

九
行
十
九
字
本
と
同
種
、
ま
た
、
元
和
七
年
刊
勅
版

『皇
朝
類
苑
』

の
銅

活
字
と
恐
ら
く
は
同
種

で
元
和
末
刊

と
す

べ
き

で
あ

ろ
う
、
と

の
見
解
を

示
さ
れ

た

〔『
弘
文
荘
古
活
字
版

目
録
』

三
四
六
頁
、
但
、

元
和
勅
版
銅

活
字
と

の
通
説
は
現
今

で
は
否
定

さ
れ
、
木

活
字
と
さ
れ

て

い
る
)
。
確

か
に
後
掲

〔元
和
〕
刊
本

の
字
様
と
類
似
し
、
同
類
型

の
活
字
と
認
め
ら

れ
る
。
同
種
活
字
と
す
る
確
証
は
得
難

い
が
、
今
暫
く
は
反
町
氏

の
鑑
識

に
從
う
。
但
、
此

の
方
僅
か
に
大
き

め
の
活
字
が
目

に
付
き
、
ま
た
、
元

和
勅
版
所
用

の
活
字
と
同
種

だ
と
す

れ
ば
、
両
版
共

に
磨
滅
が
進
行

し
過

ぎ

て
い
る
よ
う
に
見
え
、
不
審
は
残

る
。
な
お
、
精
緻
な
る
活
字

の
類
別

同
定

の
為

の
研
究
考
察

が
要
め
ら
れ
よ
う
。

 
伝
本
は
以

下
の
三
本

が
知
ら
れ
る
が
、
内
二
本

は
現
所
在
不
詳

で
あ

る
。

〈
国
立
国
会
図
書
館
蔵
〉 

 
 
 

 
 

 
 

和
大
合

一
冊

(照
七
ー
五
)

 
朽
葉
色
表

紙

(
二
六

・
九

×

一
九

一
〇
糎
)
、
外
題
無

し
。

首

の
遊
紙

に
、
元
和
四
年

〈
一
六

一
八
〉
の
林
羅
山
題
識
を
藍
墨

に
て
書
写
し

て
あ

る
。
以
下

の
如
し
。

 
 
本
朝
古
來
讀
老
荘
列
者

・
老
則
用
河
上
公

.
荘

則

用
郭
象
列
則
用
張
湛

・
而
未
甞
有

及
希

逸

口
義
者

.
近
代
南
禅
寺
沙
門
岩
惟
肖
甞

聞
荘

子

于
耕
雲
老
人
明
魏

・
而
后
惟
肖
始
讀
荘

子

希
逸

口
義

・
尓
來

比
々
皆
然

・
雖
然
未

及
老
子

希
逸

口
義

・
至
於
今

・
人
皆
依
河
上

・
余

甞
見
道

書
全
書
載

・
老
子
數
家
註

-
又
有
老
子
翼
有
老

子

通

.
且
又
有
林
兆
恩
所
解
者

・
不
遑
枚
数

・
希
逸

視
諸
家

・
最
爲
優

.
今
余
隨
見
隨
點

.
而
附
倭

訓

于
旁

.
他

日
雖
有
風
葉
之
可
校

・
而
又
吾
家
之

敝
帚

・
在
于
茲
歟

・

 
 
 

元
和
戊
午
孟
春
吉
日
辰
令
 

 
道
春
田

 
 
 

(朱
句
点

、
朱
引
が
施

さ
れ
て

い
る
が
、
朱
引

は
略
し
、
異
体

字

 
 
 

は
通
用

の
字
体

に
改
め
た
。
第
七
行

目
末

の

「
子
」
字

は
朱

、
挿

 
 
 
入
符
を
付
し
加
筆
さ
れ

て
い
る
)

 

『
國
立
國
會
圖
書
館
所

藏
古
活

字
版
圖
録
』

は
、
こ

の
題
識
を
羅

山
自

筆
と
認

め
て
い
る
。
そ
う

で
あ
れ
ば
、
本
古
活

字
版

の
刊
行
時

の
下
限
は

元
和
四
年
正
月
と

い
う
事
に
な
り
、
勅
版
活
字
使
用
説
は
成
り
立
た
な

い
。

確
か

に
筆
跡
は
羅
山

の
そ
れ
を
思
わ
せ
、
末

の
署
名

も
自
署

め

い
て
見
え
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る
が
、
し
か

し
、
自
筆
と
鑑
定

で
き

る
確
証

は
無
く
、
ま
た
、
も
し
自
筆

で
あ

れ
ば
、
普
通

に
考
え
れ
ば

こ
の
本
は
羅
山

の
旧
蔵
書

の
は
ず

で
あ

ろ

う
。
然

る
に
、
旧
蔵
者
を
示
す
印
記
識
語
等
は
無
く
、
伝
来
不
詳
と
さ
れ

て

い
る
。
恐

ら
く
は

、
訓
点
等

の
書
入
れ
と
と
も

に
、
後
人

に
よ

る
羅
山

本
か

ら
の
移
写

に
掛
か
る
と
思
わ
れ

る
。

 
全
編

に
亙
り
墨
筆

で
返
点

.
送
仮
名

・
縦
点

・
振
仮
名
、
上
巻

に
は
朱

句
点
、
朱
引
が
施
さ
れ
、
希

に
眉
上

に
墨

・
藍
筆

の
引
証
、
天
地
行
間

に

朱
墨

の
校
字
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
以
上
、
首

の
羅
山
題
識
も
含
め
、
書

入

れ
は
朱
墨
藍
筆
共

に

一
手

の
ご
と
く

で
あ

る
。
「
東
京
/
図
書
/
館
蔵
」

(朱
方

)
の
印
記
あ
り
。
『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
貴
重
書
解
題
 
第

二
巻
』
、

『國
立
國
會
圖
書
館
所
藏
古
活
字
版
圖
録
』
著
録
。
『騰
古

活
字
版
之
研
究
』

図
録
篇
収
載
。

 
尚

、
元
和

四
年

の
羅
山
識
語
は
、
後

に
掲
出
す
る
大
東
文
化
大
学
図
書

館
高
島
文
庫
蔵

〔江
戸
初
〕
写
寛
永
三
年
羅
山
自
筆
識
語
本
、
内
閣
文
庫

蔵

〔江

戸
初
〕
写
所
謂
羅
山
手
校
本

に
も
見
え
る
が
、
何
れ
も
自
筆
と
は

認

め
が
た

い
。
又
、
正
保
四
年

(
エ

ハ
四
七
)
京
林
甚
右
衛
門
刊
本
及
び

同

五
年
豊
興
堂
刊
本

の
末

に
尾
跋
と
し

て
刻
入
さ
れ

て
い
る
が
、
尾

の
年

紀

が
無

く
、
字
句

に
僅

か
な
が
ら
相
違

が
認
め
ら
れ

る
。

『
羅
山
林
先
生

文
集
』
巻

五
十
四

(題
跋
四
家
蔵
本
)

に
収
載
。

〈
大
島
雅
太
郎
旧
蔵
〉

 
未
見
。
『
黼
古
活
字
版
之
研
究
』
著
録
。
現
所
在

未
詳
。

〈
弘
文
荘
旧
蔵
〉 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

一
冊

 
未
見
。
水
色
表
紙

(二
六

・
八
×

一
九

・
○
糎
)
、
原
装

。
「殘
花
書
屋
」

朱
印
。
戸
川
浜
男
旧
蔵
0
現
所
在
未

詳
。
『弘
文

荘
古
活

字
版

目
録
』

(弘

文
荘
待
賈
古
書
目
録
第
四
十

二
号
)
著
録
。

 
 
同
 
 

 
 
 

 
〔
元
和
〕
刊
 

古
活

字

 
首
に
、

一
格
を
低
し

「老
子
庸
齊
口
義
發
題
」

(次
行
低

七
格

に

「
庸

齋

林

 
希
逸
」
と
題
署
)
を
冠
す
。
「
發
題
」
本
文
は
全

行
低

冖
格
。

 
本
文
巻
頭
は

「老

子
庸
齊

口
義
上
」
、
次
行
低
九
格

「庸
 
齋
 
林

希
逸
」
、
第

三
行
低
三
格

「道

可
道

章
第

】
」
と

題
す
。
尾
題

は
首

題
に

同
じ
。
但
、
下
巻
は

「
齊
」
を

「
齋
」
に
作
る
。

 
四
周
双

辺

(二

〇

・
八

×

一
四

・
九
糎
V
、
有
界

、
毎
半
葉
九
行
行
十

九
字
、
注
改
行
低

一
格
大
字
単
行
十
八
字
。
版
心
粗
黒
口
双
花
口
魚
尾
、

中
縫
題

「
老
子
口
義
上

(下
) 

(丁
付
)」
。

 
前
掲
本
と
所
用

の
活
字
、
版
式
と
も
類
同

で
あ
る
が
、

}
行

の
字
数
が

此

の
方

二
字

増
え
、
従

っ
て
全
体

の
紙
数
が
減

少
し

て

い
る
。

『黼
古
活
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字

版
之
研
究
』

は
同
書
古
活
字

版
四
種

の
内
第
四

に
挙

げ
、
「
本
書

の
活

字

は
元
和
勅
版

の
活
字
を
襲
用
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
と
。
反
町
茂
雄

は
、
上
述

の
如

く
十
七
字
詰

本
と
同
活
字
と
観

る

(
『弘
文

荘
古

活
字
版

目
録
』
)
。
元
和
勅
版
所
用
活
字
と

の
同
定
は
尚
検

証
を
要
す

る
と
思
わ
れ

後
考
を
期

す
。

〈慶
應

義
塾
図
書
館
蔵
〉
 
星
文
庫
 

 
 
 

 

和
大

二
冊

(
H
三

五
七
)

 

丹
表
紙

(二
六

・
五
×

一
九

・
二
糎
)、
上
下
小

口
裁
断
、
「老
子
口
義

上

へト
)」
と
打
付
け

に
墨
書
。
全
巻

に
亙

っ
て
墨
筆
の
返
点

・
送
り
仮
名

・

縦
点

・
振
り
仮
名
、
朱
句
点

・
朱
引
が
施
さ
れ
て

い
る
。

「星
氏
/
之
印
」

(朱

長
方

)
、

「慶

應
義
塾

図
書
館

蔵
」

(朱

長
方
)

の
印

記
あ
り
0

星
亨

(嘉

永
三
年

企

八
五

〇
〉

生
、
明
治
三
十

四
年

く
一
九

〇

一
V
没
)
旧

蔵

。
『
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵

和
漢
書
善

本
解
題
』
著

録
。
驫

古
活
字
版
之

研
究
』

図
録
篇
収

載
。

〈弘
文

莊
旧
蔵
〉 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

和
大

二
冊

 
未
見
。

『弘
文
荘
古
活
字
版
目
録
』
(弘
文
荘
待
賈
古
書
目
第
四
十

二
号
)

の
著
録

に
拠

る
。
原
装
渋
色
表

紙

(二
六

・
九

×

一
九

・
四
糎

)
、
巻
首

少

し
汚
損
、

「
殘
花

書
屋
」

「寳

玲
文
庫

」

の
朱
印
、
と
。
尚

、
『
弘
文
莊

待

賈
古
書

目
第

十
號
』

に
も

同
種
本
が
掲
載
さ
れ

て
お

り
、
「
黒
表
紙
、

上
巻
巻

頭

に
 

鵲
巣
文
庫
所
蔵
之
章
 
な
る
大
印
を
捺

し
て
あ
り
。
改
装

本

、
補
修
あ
り
」

と
あ

っ
て
、
別
本

の
様

で
あ

る
が
、
掲
出
さ
れ
た
巻
上

巻
頭

の
書
影
を
観

れ
ば

、
墨
訓
点

、
紙
面

の
汚
れ

の
様
態
か
ら
同

一
本
と

判
ぜ
ざ

る
を
得

な

い
。

不
審

で
あ

る
。

〈若
林
正
治
蔵

V

存
巻

上
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

一
冊

 
未
見
0

『黼
古
活
字
版

之
研
究
』
著
録
。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
二
巻
 
宋
林
希
逸
撰
 
闕
名
者
点

 
 
同

 
 
 
 

 
 
 
 
 
寛

永
四

(
一
六

二
七
)
刊

(京

 
安

田
安
昌

)

 
 
 
 

 
 
 
 
 
覆

〔
元
和
〕
刊
古
活
字
版

 

原
装

は
栗
皮
表

紙
、

原
題
簽

「老

子
經
乾

へ坤
こ
。
首

に
、

一
格
を

低

し

「老
子
庸
齊

口
義
發

題
」

(次
行
低

八
格

に

「
處
 
齋
 
林
 
 
希

逸
」

と
題
署

)
を
冠
す
。

「
發
題
」
本
文
は
全
行
低

一
格

。
末
尾
よ
り

三
行

を

隔

て

「老
子
庸
齊

口
義

發
題
」
と
尾
題
有
り
。

 
本
文
巻

頭
は

「老
子
鷹
齊

口
義
上
」
、
次
行
低
九
格

「庸
 
齋
 
林

希
逸
」

(下
巻

は

「齋
」
を

「齊
」

に
作
る
)
、
第
三
行
低

三
格

「
道
可
道

章
第

一
」
と
題
す

。
尾
題
は
首
題

に
同
じ
。
但

、
下
巻
は

「齊
」
を

「
齋
」

に
作
る
。

 

四
周

双
辺

(
二
〇

・
三

×

一
四

-
八
糎
)
、
有

界
、
毎

半
葉
九
行

行
十

九
字
、
注
改
行
低

一
格
大
字
単
行
十
八
字
。
版
心
粗
黒
口
双
花

口
魚
尾
、

中
縫
題

「老
子

口
義
上

(
下
) 

(丁
付
)
」
。
返
点

・
縦
点

・
送
り
仮
名
を

附
す
。
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下
巻

尾
題
後
二
行

を
隔
て

 
 

 
寛

永
四
暦

歳
次
丁
卯
臘

月
吉
旦

 
 

 
 
 
洛
陽
烏
丸

通
大
炊

町

 
 

 
 
 
 
 
安

田
安

昌
新
刊
于
容
膝
亭

と
刊
記

三
行

が
有

る
。

 
本
版

の
底

本
が
前

掲

〔
元
和
〕
刊
古
活
字

版
七
行
十
九
字
本
で
あ
り
、

そ
の
覆
刻

で
あ
る
こ
と
は
、
版
式

、
字
様
字
形

が
酷

似
し
て

い
る
こ
と
に

よ

っ
て
明

ら
か
で
あ

る
。
但

、
覆
刻

に
際

し
て
は
、
發
題

の

「
嘗
見
秦
獻

公
」

(上

ー
オ
8
)

の

「秦
」
を

「
泰
」

に
作

り
、
古
之
善
爲
士
章

第
十

五
の
経
文

「
儼
若
客
」

(上

19
オ

9
)

の

「
客
」
を

「
容
」

に
作

る
等

の

底
本

の
誤
植

が
、
訂
正
さ
れ
る

一
方

で
、
道

可
道
章

第

一
の
注
文

「
正
要

就
心

上
理
會

」

(上

六
オ
ー
)

の

「正

」
を

「
上
」

に
、
天
地
不
仁
章
第

五

の
注
文

「鼓
舞
出

入
」

(上

1ー
オ
3
)

の

「
入
」

を

「
人
」

に
誤

る
等

新

た
な
誤
刻

も
生

じ
て

い
る
。

 

こ
の
時
期

江
戸
初

、
前
期

刊
行

の
和
刻
本

漢
籍

に
通
例

の
如
く
、
加
点

者

は
明
ら
か
で
な

い
。
正
保
四
年

刊
本
以
降

の
所

謂
羅
山
点
本
に
先
行
す

る
訓
点
本
と

し
て
注

目
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
所

々
相
違

す
る
と
こ
ろ
が

確

認
さ
れ
る
も

の
の
、
両
点

の
関
係

の
解

明
は
今

後

の
課
題

で
あ
ろ
う
。

 
尚

、
末

の
刊
記
三
行
の
上
下
の
匡
郭
両
端

に
切
れ
目
が
あ
り
、
入
木
の

痕
跡

が
明
白

で
あ

る
。
入
木
さ
れ

る
前

の
印
本
は
未
だ
管
見
に
入
ら
ず
、

大
東
文
化
大
学
図
書
館
高
島
文
庫
、
内
閣
文
庫
蔵
本

の
如
き
初
印
と
も
見

れ
る
早
印
本

に
も
既

に
此

の
控
改
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
存
疑

の
ま
ま
、
暫

く
、
初
印
時

に
既

に
此

の
入
木
が
な
さ
れ

て
い
た
と
看
做
し

て
、
安
田
安

昌
を
刊
行
者
と
比
定
し

て
お
く
。
長
澤
規
矩
也
は
、
此

の
三
行
の
入
木
部

分

に
異
版
が
あ
る

こ
と
を
指

摘
さ
れ
た
。

『和

刻
本

諸
子
大
成
第
九
輯

』

の
景
印
当
該
書

の
解
題

で

「
今
回

の
底
本
は
、
内
闍
文
庫
所
蔵
本

の
文
字

が
甚
だ
鮮
明

で
あ

る
の
で

(略
)

こ
れ
を
借
印
し
た
が
、
架
蔵
本
に
、
之

に
勝

る
と
も
劣
ら

ぬ
原
装
初
印
本
が
あ
り
、
共

に
刊
記
が
入
木
に
な

っ
て

ゐ
る
。
こ
の
入
木
部
分
が
架
蔵
本

で
は
、
下
部

の
匡
郭
が
圖
示
す

る
如
く
、

上

へ
と
ず
れ

て
ゐ
る
。
し
か
も
、
本
文
が
同
版

で
あ
る

の
に
、
こ

の
刊
記

の
文
字
は
異
版

で
あ

る
こ
と
が
、
特

に

「
吉
旦
」
の
二
字
、
中
で
も

「旦
」

字

で
明
か

で
あ

る
。

そ
こ
で
強
辯
す
れ
ば
、
架
蔵
本

の
不
體
裁
を
改
め
た

も

の
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
無
刊
記

の
同
版
初
印
本
は
未
だ
見

て
い
な

い

の
が
不
思
議

で
あ

る
」
と
述

べ
、
内
閣
文
庫
所
蔵
本
と
氏
架
蔵
本

の
刊
記

部
分

の
書
影
を
特

に
対
比
掲
載
し

て
注
意
を
喚
起
さ
れ

て
い
る
。
以
下
に

掲
出
す

る
諸
伝
本

の
大
部
分

に
つ
い
て
、
そ

の
刊
記
が
何
れ

の
版
で
あ
る

の
か
精
査
を
怠

っ
て

い
る
。
後
察
を
期
し
た

い
。

 
安

田
安
昌
は
菅
得
庵

(名
は
玄
同
、
天
正
九
年

〈
一
五
八

}
〉
生
、
寛
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永
五
年

〈
一
六
二
八
〉
)

の
弟

子
、
寛
永

五
年

六
月
十

四
日
、
師
を
刺
殺

し
処
刑
さ
る
。
寛
永
四
年
に

『
列
子
慮
齋
口
義
』
を
、
同
五
年

に
惺
窩

点

『五
経
』
を
刊
行
し

て
い
る
。

〈
大
東
文
化
大
学
図
書
館
蔵
V 

高
島
蔵
書
 
 

 和
大
二
冊

(T

一
七
六
)

 
栗
皮
表
紙

(
二
九

二
二
×

一
九

.
○
糎
)
、

題
簽
剥
落

し
、

そ
の
跡

に

「老
子
經
 
上

(下
)
」
と
打
付
け

に
墨
書
、
両
册
と
も
右
肩

に
矩
形

の
張

紙
が
あ
り

「冬
」
と
墨
書
、
そ

の
字

の
右
上

に

「辰
」
と
朱
小
字

で
加
筆

さ
る
。

刊
記
下

に

「安

/
昌

」

(朱
鼎
形

)

の
印
が
捺
さ

れ
、
初
印

に
近

い
早
印
本
、
下
方
匡
郭
は
上

に
浮

い
て

い
る
。
朱
句
点

・
圏
点

・
朱
引

の

書
入
れ

が
施

さ
れ
る
。
首

に
遊
紙

二
葉
を
附
綴

し
、
史
記
三
注
本
老
子
伝

(三
注
は
割
注
)
を
移

写
、
朱
句
点

・
朱

引
、
墨
訓
点

が
付

さ
れ
、
江

戸

前
期

頃

の
書
写
と
思

わ
れ
る
。
巻
上
末
葉
重

複
。

「備
前

岡
山
城
/
清
泰

院
蔵
書
」

(墨
長
方

)
、
「高
島
蔵
書
」

(朱
長
方

)
、
「大
東
文
/
化
大
学
/

図
書

館
」

(朱
方

)

の
印
記
が
あ

る
。
清
泰
院

は
岡
山
藩

主
池
田
氏

の
菩

提
寺
国
清
寺

の
末
寺

で
、
も
と
法
源
院
と
言

い
、
万
治
元
年

(
一
六
五
八
)

池
田
光

仲

の
命

に
よ
り
清
泰
院

と
改

め
ら
れ
た
。
実
業
家
、
宋

元
明
清

の

書
跡
法
帖
類
等
美
術

品
収
集
家

と
し
て
知

ら
れ
る
高
島
菊
次
郎

(明
治

八

年

合

八
七
五
〉
生
、
昭
和
四
十
四
年

く
一
九
六
九
V
没
)
旧
蔵
書

。

〈内
閣
文
庫
蔵
〉
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

和
大
二
冊

(子

二
三
五
ー

九
)

 
後
補
香
色
表
紙

(二
九

一
〇

×

一
九

二
二
糎
)
、
書
題
簽

「老
子

口
義

乾

(坤

)
些

.冊
」
と
墨
書
。
印
記
無

し
。
早
印
本
。
『
和
刻
本
諸
子
大
成

第
九
輯
』
所
収
影
印
本

の
底
本

。

〈内

閣
文
庫
蔵

V 
林
羅
山
本
 

 
 

和
大
合

一
冊

(
=
二

一
ー

一
八
八
)

 

香
色
表
紙

(
二
八

二
二
×

一
九

-
一
糎
)
、
打
付
け

に

「老

子

口
義

」

下

)」
と
墨
書
。

早
印

、
刊
記
下

の
匡

郭
に
ず
れ
は
無

い
。
上
巻

に
朱

句

点

一
朱

引
、
全
巻

に
朱

圏
点

の
書
入

れ
が
見
え

、
下
巻
末
葉
裏

の
匡
郭

左
辺
外

下
方

に

「春
信

一
見
」

と
朱
識

語
が
あ
り
、
朱

は
同
人

、
則
ち
林

梅
洞
の
筆

で
あ
ろ
う
。
巻
上
第
十
四

・
十

五
葉

の
間
に

一
紙
を
綴
じ
込
み
、

載
營
魄
章
第
十

冒
頭
の

「
載
營

魄
」
句

の
点
読

例
を
諸
家

の
注
説

に
拠

っ

て
列
挙
し
て
あ
る
。
こ
れ
は
、
恐
ら
く
は
羅
山
手
筆

で
、
承
應

元
年

(
一

六
五
二
)
崑
山
館
道
可
處
士
刊
林
羅
山
撰

『老

子
經
抄

』
三
巻

に
殆
ど
そ

の
侭

に
収
載
さ
れ
、
其

の
草
稿

の
基
と
な
る
書
付
な
の
で
あ
ろ
う

。
刊
本

の
誤
脱
を
糺
す

こ
と
が
出
来
、
以
下
、
そ

の
全
文
を
掲
出
し
て
お
く
。

 

載

營

ー
魄

抱

一

 

能
無
レ
離

乎

 

載

營
魄

 

載

營
魄

・ 

右
三
點
林
希
逸

 

載

營
-
魄
 

 
河
上
公
 

 
載

營
ー
魄

・抱
レ
一
能
無
レ
離
 
乎
 
朱
子

 

 
9
マ
ンヒ
タ
マ
ノヒ
ニ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ア
キ
.7力
广
ル
ダ
マ
/ヒ

 

載

營
ー
魄

・ 

王
弼

 

ヲリ
.「
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載

一營

-
魄

. 

蘓

子

由

 

ト
・マ
レ
ル
ウ
マ
ンヒ

載

螢

魄

抱

レ
一 

呂

吉

甫

 

載

 
營

レ魄

 

載

二
營

魄

 

 

∬

銘

 

載

一營

ー
魄

一

 

 

ウ
カ
レ
ク
ル
ケ
マシ
ヒ

 

載

.
營

ー

魄

 

 

ヤ
ト
レ
ル  ヲ

(以

下

裏

面

)

楚

辞

遠

遊

篇

 

載

營

-

 

載

.營

-
 

魄

 

ノ
セ
ィ
ケ
リ

 

載

一
營

 

魄

 

月

未

レ
望

 

李
軌

注

 
載

魄

于

西

 

月
未

レ
望

 

 
ト
キ
ハ

李
息
斎

李
宏
甫

焦
弱
侯

同
人
老
子
評
苑

 

 

 

 

 

 

魄

而

登

レ
霞

 
兮

 

 
朱

子

 

ク
ハ
エ
テ
ア
キ
ラ
カ
ナ
ル
タ
マシ
ヒ
.「

 

 

 

 

 

 

 

 

王

逸

 

 

 

 

タ
マ
ンヒ
ヲ

 

 

 

 

 

 

 

 

洪

慶

善

楊

子

法

言

五

百

篇

 

 

 

 

 

 
ハ
ンム
ヒ
カ
リ
ヲ
 
ニ 
ノク
ス
づ
ハ 
ヲ
ス
 
フ
 
ヒ
カ
リ
ヲ
 
ニ
 
 レ
ム
カ
ヘル
 
 
ニ 
 カ

 

 

 

 

 

則

載

魄

于

西

・既

 

レ
望

則

終

.
魄

于

東

其

遡

・於

日

乎

 
 
 

 
 

宋
咸
 
司
馬
光
改
魄
作
朏

 
 
 

則
載

レ
魄
于

レ
西
既
 
レ
望
則
終
レ
魄
于
レ
東
 
朱
子

 
 
 

 
 
ン
キ
ノ
カ
ダ
イ

右
載
営

魄
多

説
今
姑

見
老
子
諸
家
註
楚
辞
註
朱
子
辨
證
楊
子
法
言
註

等
而
聊
加

訓
點
以
備

使
覧
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

羅
山
子

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
(以

上
自
署
を
除
く
人
名

・
地
名

に
朱
引
き
)

 

「
江
雲
渭
樹
」

(朱
長
方
、

「江
」

「謂
」

二
字
白
文
)
、

「林
氏
/
蔵
書
」

(朱
方

)
、
「昌
平
坂
/
学
問
所
」

(墨
長
方
)
、

「浅
草
文
庫
」

(朱
長
方
)
、

「内
閣

/
文
庫
」

の
印
記
あ
り
。

〈東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
〉
 
南
葵
文
庫

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

和
大

二
冊

(B
六

〇
1

二

一
五
五
)

 

栗
皮
表
紙

(
二
八

二

一
×

一
八

・
一
糎
)
、
題
簽
は
殆
ど
剥
離
缺
失

し
、

辛
う

じ
て
下
冊

の
上
部

の

「老

子
經
」
三
字
部
分

が
残

る
。

「進
藤

/
文

庫
」

(朱
方
)
、
「
淺
草
/
文
庫
」

(朱
釣
鐘
形

)、
「
南
葵

/
文
庫
」

(朱
方
)
、

「
東
京
帝
/
国
大
学
/
図
書
印

」

(朱
方
)

の
印
記
。
ま
た
、
下
冊
の
後
表

紙

に

「
大
阪
府
下
野
大
山
子
大
左

儀
子
波
/
松
本
重
太
郎
其

他
色

々
/
実

業
学
舘
/
舘
長
/
土
井
晋
吉
」

の
墨
書
が
あ
る
。
土
井
晋
吉

は
明
治
期

の

簿
記
学
者
。
大
槻
如

電

(弘
化
二
年

〈
一
八
四
五
V
生

、
昭
和
六
年

企

九
三

一
〉
没
)
旧
蔵

。

〈
天
理
大

学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

〉 

和
大

二
冊

(
一
二
六

ニ

ー
七
⑤

)

 

栗
皮
表
紙

(
二
九

・
一
×

一
九

二

一糎

)
、
外
題
無

し
。
首
四
十
七
章

に
朱
句
点

圏
点
朱
引
き

が
施

さ
れ
、
ご
く
稀

に
眉
上

に
墨
筆

で
標
注

の
書

入
れ
が
あ
る
。
表
紙
右

下
に

「天
香

園
蔵
」
と
印
刷

し
た
書
票

(黄
色
地

茶
色

刷
り

)
を
貼
付
。

「
天
理
図
/
書
館
蔵
」

(朱
長
方
)

の
印
記
あ
り
。
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〈宮

城
県
図
書
館
蔵
〉 
養

賢
堂
文
庫

 
 

和
大
二
冊

(三

〇
五
四
九
養
)

 
後
補

香
色
表
紙

(
二
六

・
五
×

一
七

・
七
糎
)
、
天
地
少

し
く
裁
断
さ

る
。
書

題
簽

「
老
子
經
 
上

(下
)」
。
朱

の
圏
点
合
点
、
朱
引
き
が
施

さ

れ
、
訓
點

が
訂
正
さ
る
。
眉
上
行
間
に
墨
筆

の
書
入
れ
が
周
密

で
字
句
を

解
釈

敷
衍
す

る
注
説
が
多
く

、
〔寛

文
〕
刊
即

非
如

】
校
本

と

の
校
合

が

見
ら
れ
る
。

「伊
達
氏
伯
/
家
蔵
寶

書
」

(朱
長
方
双
郭
)
、

「宮
城
書
/
籍

館

図
/
書
之
印
」

(朱
方

)
、
「養

賢
堂
文
庫

〈左

右

に

「宮

城
縣
/
図
書

館
」
〉」

(朱

長
方
)

の
印
記
あ
り
。
仙
台
藩
校
養
賢
堂
旧
蔵
書
0

〈
建
仁
寺

両
足
院
蔵
〉 

 
 

 
 
 

 
 

 

和
大

二
冊

(
八
十

二
番
箱
)

 

栗
皮
表
紙

(
二
七

.
八
×

一
八

・
五
糎
)
、

原
題
簽
を
存
す

。
朱
筆

で

訓
点
を
訂
正

。
「両
足
院
」

(白
長
方
飾
枠
)

の
印
記
あ
り
。

〈
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〉
 

 

和
大
合

一
冊

(
ロ
八
八

四
-

二
八
八
)

 

後
補
淡
香

色
表
紙

(
二
九

・
四

×

一
九

・
五
糎
)
、
「
老
子

口
義
」
と
打

付
け
に
題
書
、
右

に

「
廿
九
 
合
壱
巻
」
墨
書

さ
る
。
刊
記
入
木

の
箇
所
、

下
方

の
匡
郭
部
分
が
大
き
く
上

へ
ず
れ
て
い
る
。
「
南
山
/
北
坊
」

(朱
方
)
、

「蔵
書
印
/
和
書

く外
縁

に

「東
京
教
育
大
学
/
附
属
図
書
館
」
V」

(朱
横

長
双
円
)

の
印
記
あ
り
。
高
野
山
清
浄
心
院
旧
蔵
。

〈東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵

〉 

和
大
合

一
冊

(教
養

一
二
六
-

三
八
B
)

 

後
補
茶
色
表
紙

(二
七

二
二
×

一
八

.
二
糎

)、

「老
子
道
徳
經
 
完
」

と
打
付
け
に
墨
書
。
眉
上

に
極
稀

に
朱
筆

で

『韓

非
子
』
の
引

用
書
入

れ

が
見
ら
れ
る
。
前
掲
本
と
同
様
刊
記
入
木

の
箇
所

の
下
方
匡
郭
部

分
が
大

き
く
上

へ
ず

れ

て
い
る
。
「
中
嶋

/
典
謨

」

(白

方
)
、
「
晴
山

/
園
庫
」

(紫
方
)
、
「
第
二
高
/
等
学
/
校
図
書
」

(朱
方

)
の
印

記
あ
り
。

〈
龍
谷
大
学
大
宮

図
書
館
蔵

〉 

和
大

一
冊

(三
二
六

・
一
-

一
六
I

W
)

 
栗
皮
表
紙

(
二
五

・
七

×

㎜
八

・
○
糎
)
、
外

題
無

し
。
希

に
朱
引

、

眉
上

に
墨
筆

の
字
音
字
義

の
書

入
れ
が
あ

り
、
ま
た
鉛
筆

の
書

き
込
み
が

見
ら
れ
る
。
後

見
返
し
に
、

 
 
享
和
二
年

口
仲
夏
求

之
 

 
 
良

口
所
蔵

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

(花
押
)

の
求
得
識
語
あ
り
。
「
文
學
寮

/
圖
書
印
」

(朱

方
双
郭
)

の
印
記
。

〈斯
道
文
庫
蔵
〉 

 
 

 
 
 

 
 

和
大

合

一
冊

(
一
一
.六
ー

ト
三
八
)

 
香
色
表
紙

(
二
六

・
五

×

一
七

・
八
糎
)
、

題
簽

剥
落
し
、

そ
の
痕

に

「老

子
庸
齋

口
義

」
と

墨
書

。

刊
記

下
方

の
匡
郭

上

に
浮

く
。

末
行

に

「全
壱
冊
口
口
門
蔵
口

(印

)」

と
墨
書

捺
印

(印
文

「
長
谷
/
川
氏
」
白

長
方
印

)
、
後
見
返

し
に

「
魚
沼
郡
妻
有

之
口
口
/
口
口
持
之

/
長
谷
川

善
左
衛
門
」

の
墨
識
。
「雛

亭
/
之
印
」

(白
方
)
、
「
九
十
口
/
木
壼
/
主

人
」

(朱
方

)、
「
慶
應
義
塾
大
學
/
斯
道

文
庫
藏
書
」

(朱
長
方

)
の
印
記
。

〈小
浜
市
立
図
書
館
蔵
V
 
酒
井
家
文
庫
 
 

 
 

 
 
 

 
和
特
大

二
冊

 
縹
色
表
紙

(三

〇

.
九

×
二

一
・
一
糎
)
、
第

元
冊

に
書
題
簽

「老
子

上33上



壹
」
と
題
す
、
第

二
冊
は
欠
落
。

「遠
敷
郡
/
雲
濱
圖
/
書
館
印
」

(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

〈
京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵
〉
 
巻
下
配
寛
永
六
年
刊
本
 
谷
村
文
庫

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

和
大
合

一
冊

(
一
-

六
七
 

ロ
四
)

 

栗
皮
表
紙

(
二
七

・
九

×

一
八

・
五
糎
)
、
題
簽

剥
落

。
本
帙

は
、
下

巻
を

本
版

の
覆
刻
本

、
寛

永
六
年
刊
本

(後
記
参

照
)
で
配
せ
る
取
合
せ

本

。
上
巻

は
天
地
行

間
等
余

白
に
朱
墨

の
書
入
れ
が
周
密

。
墨
筆

に
は
二

手

が
認
め
ら
れ
、
諸
書
諸
家

注
説

の
引
証
書
入
れ
が
多

い
が
、
『老

子
翼
』

等

か
ら
の
移

写
と

思
わ
れ
る
。
羅
山
等

の
注
説
を
も
淆
え

、
行
間

に
は
字

義
和

訓
等

が
添
記

さ
れ
て

い
る
。
ま
た
本
文
及
び
墨
書

入
れ
に
朱
筆

で
句

点
送
仮
名
振
仮
名
朱

引
が
施

さ
れ
て

い
る
。
「京

都
/
大
學
圖
/
書
之
印
」

(朱
方

)
の
印
記

。

又
同

 
界
線
を

削
り

(従

っ
て
無
界

)、

入
木

さ
れ
た
木
記
は
次

の
如

し
。

昭
和
五

一

(
一
九

七
六
)
刊

(東
京

 
古
典

研
究

会

) 

影
印
内

閣
文
庫
蔵
寛

永
四
年
京
安

田
安
昌

刊
本

 
和
刻
本
諸

子
大
成
第
九
輯
所
収

瀞禺
治

一二
 
(
…
亠ハ
亠ハ
○
)
修

(
〔亠暴
〕 
中
野
小
左
衛

門
)

 
 

 
 

原
刊
記
を
削
除

し
て
改
修

。
新
た

に

萬

治
三
庚
r
歳
初
春
吉

 

中
野
小
左
衛

門
板
行

〈
東
京
大

学
総
合

図
書
館
蔵
〉
 
 

 

和
大

一
冊

(
B
⊥ハ
O
I

二
四
三

二
)

 

縹
色
表
紙

(
二
五

・
六

×

一
七

-
七
糎

)
、
書
題
簽

「老

子
庸
齊

口
養

発

題
 
全
」
。
朱
句
点

・
鉤
点

・
圏
点

・
声
点

・
朱
引
が
施

さ
れ

、
所

々

訓
点

が
訂
正

さ
れ
て
い
る
0
眉
上
行
間
等
余
白

に
朱
墨

の
字
義
句

解
等

の

書

入
れ
が
多

い
。

「口

六
/
口
」

(朱

方
)
、
「
田
中

/
図
書
」

(朱
方
)
、

「東
京
帝

/
国
大
学
/
図
書
印
」

(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

〈
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
V
和
大

.
冊

(
一
二
六

ニ

ー

一
二
七
)

 

丹
表
紙

(二
七

・
六

×

一
八

一
七
糎
)
、
書
題
簽

「老
子
經

 
全
」
。
上

巻

に
の
み
書
入
れ
が
あ
る
。
朱
圏
点

の
他
、
墨
筆

で
振
り
仮
名
を
加

え
、

訓
点

が
訂
正
さ
る
。
眉
上

に
は
他
章

の
関
連
文
辞

と
の
引
照
、

『楚
辞

』

『荀

子
』
等
か
ら

の
引
用

が
見

ら
れ
る
。
「
貞
口
/

之
印

」

(白
方
)
、

「
三

/
鼎
」

(朱
方
)
、

「勢
陽
津
城
/
富
口
蔵
記
」

(朱
長
方
)
、
「
天
理
図
/
書

館
蔵
」

(朱
長
方
)

の
印
記

、
他
に
朱
文
方
印

一
顆
あ
る
も
印
文
不
明

。

昭
和

五
十
三
年
六
月
十
五
日
天
理
図
書
館
受

入
印
あ
り
。

〈太
宰
府
天
満
宮
蔵
V
 
 
 

 
 

 
 
 

和
大

二
冊

(天
満

宮

一
七
五
)

 
黒
色
表
紙

(二
六

・
二
×

一
八

・
七
糎
)
、
印
刷

題
簽

「老
子
經
 
坤
」
、

一34上



乾
冊
は
欠
落
。
両
冊
そ
れ
ぞ
れ
の
後
見
返

し
に
次

の
如
き
奉
納
書
き

が
あ

る

(墨
書

)
。
卜
方

に
右
か

ら
左

へ
横

書
き

で

「奉

寄
進

御
寶
前
」
と
大

書
し
、
そ

の
下
に

「青

天
和
三
年

/
筑
前

國
穂

波
郡
津

原
村
/
 
施
主

齊

藤
勝
左
衛
門
尉
實
治
/
亥
癸
七
月
吉
日
」

と
。
「
西
府
文
庫

蔵
書
」

(墨

長

方

)、

「太
宰
府
神
/
社
文
庫
印

」

(朱

長
方

)
、
「
天
満
宮
」

(朱

横
長
円
花

飾
り
枠
)
の
印
記
あ
り
。
天
和
三
年
筑
前
齊
藤
勝
左
衛
門
尉
實
治
奉
納
本
。

 
 
同
 

 
 

 

 
 
寛
永
六

(
・
六

二
九
)
刊
 
覆
寛
永
四
年
安
田
安

 
 
 
 

 
 
 
 
 
昌
刊
本

 
首
付
、
本
文
巻
頭
内
題
、
尾
題
程
式
共
に
前
掲
寛
永
四
年

刊
本

に
同
じ
。

 

四
周

双
辺

(
二
〇

・
一
×

一
四

・
七
糎
)
、
有

界
。
行
字
数
、

版
心
程

式

、
訓
点
と
も

に
前
掲
本
と
変
わ

る
と

こ
ろ
無
く
、
明
ら
か
に
寛
永
四
年

刊
本
の
.覆
刻
本

で
あ

る
。

 

下
巻

尾
題
後
二
行
を
隔
て

「
寛
永
六
配
歳
正
月
吉

日
 

 
新

刊
開
」
と

刊
記
が
有

る
が
刊
行
者
名
を
欠
く
。

 

前
版

刊
行
後
実
質
僅

か

冖
年
後

の
覆
刊

で
あ

る
。
一二
十
年
後

の
萬
治

三

年
に
は
前
述

の
如

く
中

野
小
左
衛

門
が
前
版
を
修
印

し
て
い
る
の
で
、

そ

の
間
、
更
に
そ
れ
以
後
も

両
版
並

び
行

わ
れ
て

い
た
こ
と

に
な

る
。
前
版

の
刊
行
蔵
版
者
で
あ
る
安

田
安

昌
は
発

刊
の
半
年
後

、
師
菅
得
庵
を
刺
殺

し
処
刑
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
事

件
に
伴

う
安

田
私
財
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う

版
木

の
扱

い
は
ど
う

で
あ

っ
た

の
か
。
少
な
く
と
も
、
以
後
暫
く
は
重
刷

出

来
る
状
況

に
は
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う
。

い
ち
早

い
覆
刻
本

の
出
現

の
背

最
と
し
て
此
の
事
件
が
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
寛
永
四
年
刊

の
版
木

が
萬
治

三
年

に
は
中
野
小
左
衛
門

に
帰
し

て
い
た

こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
趨
向

に

つ
い
て
は
詳
ら
か

で
な

い
。
此

の
寛
永
六

年
刊
本
蔵
版
者

も
未
詳
。

『餌
書
籍
目
録
大

全
』
元
禄
九

年
刊
本

、
同
寶

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

殉丘

永
六
年

増
修
本

、
正
徳

五
年
修
本

に

「老
子
經

口
義
」
が
収
載
さ
れ
、
版

元
名
は

い
ず
れ
も

「中
野
小
」
と
あ

る
0
江
戸
中
期

に
及

ん
で
同
書
版
は

中
野
小
左
衛
門

の
支
配

下
に
あ

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

〈
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

〉 
渡
部
文
庫

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

和
大

二
冊
合

一
冊

(
B
六

〇
-
八

一
九
)

 

栗
皮

表
紙

(
二
七

・
八

×

一
七

・
五
糎

)
、

原
題
簽

「老

子
經

 
乾

(坤
)
」
、
但

、
上
下
両
片
と
も
損
傷

し

「
老
」
を
欠

い
て

い
る
。
僅
か

に

朱

の
振
り
仮
名
等

の
書
き
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
「渡
部
文
庫
/
珍
蔵
書
印
」

(横

書
、
朱

船
型
)
0

大
正
卞

三
年

二
月

ニ
ー-
日
渡
部
信

(明
治

十
七
年

企

八
八
四
V
生
、
昭
和

四
十

八
年

〈
一
九
七

三
〉
没
、
明
治

四
レ

一
年

東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
を
卒
業
、
後

同
大
学
講
師
)
寄
贈
本

。

〈筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
V
 

和
大
合

一
冊

(
ロ
八
八
四
-

二
〇
四
囲
)

 

後
補
淡
香
色
表
紙

(
一
一
八

・
八

×

一
九

-
.
一糎
)
、
「
老
f
經

 
上
下
」

35一



と
打
ち
付
け

に
墨
書
。
朱
句
点

・
訓
点
訂
正

・
朱
引
き
、
天
地

に
墨
筆

の

字
音
字
義
等

の
書
入
れ
が
あ

る
。
「
南
山
/
北
坊
」

(朱
方
)
、
「
蔵
書
印
/

和
書

く外
縁

に

「東
京
教
育

大
学
/
附
属
図
書
館
」
V」

(朱
横
長
双

円
)

の
印
記
あ
り
。
高
野
山
清
浄
心
院
旧
蔵
。

〈
東
洋
文

庫
蔵
V 
 

 
 

 
 
 

 

和
大
二
冊

(m
ー

元
三
-

八
〇
二
)

 

栗
皮
表
紙

(二
五

二
二
×

一
八

二
二
糎
)
、

天
地
少

し
く
裁
断
さ

る
。

左

肩

に

「老

子
經

 
上

(
下
)」

と
白
墨

で
打
付
け
書

。
行
間
眉
上
等
余

白

に
朱

墨
の

「
楮
本
」

「
王
注
本
」

「
一
本
」

「古
本
」
等

と
の
校
異

、
「
王

弼
本
註
」

「王
注

云
」

「
翼
云
」

「
寵
按

(日
)
」

「政
瑰

按
」

等
諸
家
注

説

の
書

入
れ
、
ま
た
、
間
々
訓
点

訂
正

、
倭
訓
傍
書

が
見

ら
れ
る
。
書

入
れ

は
老
子
経
文
を

対
象
と

し
、
希
逸
注
文

に
は
及
ば
な

い
。
書
入

れ
文
頭

に

朱
或

い
は
墨

の
小
圏
を
加
え

る
所

が
あ

る
。
巻

下
尾
題
次
行

に

「文
化
九

壬
申
六
月
淇

園
先
生
注
加
朱

圏
者
雲
鄰
先
生
註
無
圏
或
黒
圏
者
淇
園
先
生

譯
解
」

の
墨

識
語
が
有

る
。
即
ち
書
入
れ

の
多

く
は
寛
政
九

(
】
七
九
七
)

刊
皆

川
淇
園
撰

『老

子
繹

解
』

二
巻

か
ら

の
移
写

の
如
し
。

「
雲
鄰
先
生

註
」

は
未

考
。

「今
井
/

永
清

」

(白
方
)
、
「
東
洋
文
庫
」

(朱

長
方

)

の

印
記
。
上
田
萬
年

(慶
應
三
年

〈
一
八
六
七
〉
生
、
昭
和
十

二
年

〈
一
九

三
七
〉
没
)
旧
蔵
、
昭
和
十
三
年
十

一
月
三
十

日
上
田
寿
寄
贈
本
。

〈
大
阪
天
満
宮
蔵
〉 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

和
大

一
冊

(子

一
四
-
二
)

 

縹
色
空
押

し
唐
草

卍
繋
ぎ
表
紙

(一
.七

.
七

×

一
八

・
五
糎
)
、
題
簽

剥
落
。
見
返
し
か
ら
遊

紙
に
か
け
、
ま
た
天
地
等
余
白

に
墨
筆

の
諸
家
注

説
、
眉
上
稀
に
朱

の
校
字
、
行
間
に
訓
点
訂
正
等

の
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
。

「
蛍
/
雪
軒
/
珍
蔵
」

(朱

方
)
、

「猶

興
書

/
院
図
書
日
」

(朱

長
方
)

の
印

記
、
近

藤
南
州

(嘉
永

三
年

〈
リ
八
五
〇
〉
生

、
大
正
十

一
年

全

九

二

二
V
没
、
松
山

の
人
、
幕
末
明
治

の
儒
者

)
遺
書
。

〈筑
波
大
学

附
属
図
書
館
蔵

V 

 

和
大
合

冖
冊

(
ロ
八
八

四
-

二
〇
四

)

 
後

補
朱
色
空
押
し
行
成
表

紙

(
二
七

二

×

一
八

二

.糎

)
、
書

題
簽

「
老
子
経
 
林
託

全
部
」

と
墨
書
。
首
十

一
章

に
朱

圏
点
等

の
書
入

れ
。

末
葉

匡
郭
左

辺
外
下
方

に

「
玄
棟
/
形
見
」

と
墨
署
。

「穆
口

/
口
口
」

(朱

長
方

)
、
「
小
岐
須
」

(朱

小
円
主

「黙
斎
」

(朱
小
方
)
、
「
蔵
書

印
/

和
書

〈
外
縁

に

「東
京
教
育
大

学
/
附
属
図
書
館
」
〉
」

(朱
横
長
双

円
)

の
印
記
。

〈叡
山
文
庫
蔵
〉
 
天
海
蔵
 
 

 和
大
合

 
冊

(天
海
外
典

43
7
六
七
九
)

 
香
色
表
紙

(二
七

・
九

×

一
八

・
七
糎
)
、
左

肩
に

「
老
子
經
」

と
墨

書
。
「
山
門
蔵
本
」

(墨
長
方

双
郭
)

の
印
記
。

〈
国
立
国
会
図
書
館

蔵
〉 

 
 

 
 
 

 

和
大

合

一
冊

(八
五
三
-

八
)

 
栗
皮
表
紙

(二
九

・
○
×

一
八

・
二
糎
)
、

子
持
ち
枠
を
印
刷
し

た
題

簽
に

「
老
子
経
」
と
墨
書

。
朱

の
訓
点

訂
正
、
眉
上
行

間
に
字

訓
等
和
文
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の
書
入
れ
が
あ
る
が
首

十

一
丁
ま
で
で
第
十

二
丁
以
降

に
は
見

ら
れ
な

い
。

「
金
氏
珍
蔵
」

(朱
長
方

)
、

「東
睿

山
/
車
口

口
/
金

口
囗
/

口
口
口

」

(白
方

)、

「寄
口
園
/
図
書
記
」

(朱

長
方

)
、
「
武
田
/
之
印
」

(白
円
)
・

「忠
/
忠
」

(朱
円
)
、
「
帝
国
/
図
書
/
館
蔵
」

(朱
方

)
の
印

記
。

〈大
英

図
書
館
蔵
V 
 

 
 
 

和
大

二
冊

(O
R
B
 

三
〇
1

=

ハ
四
)

 
未
見
。

『大
英
圖
書
館
蔵

日
本
古
版
本

目
録
』
著
録

(
29
、
図
版
26
)
。

江
戸
後
期
頃

の
朱
句
点

・
朱

引
、
朱
筆

の
標
注
書
入

が
あ
る
、
と
。

ア
ー

ネ

ス
ト

・
サ
ト
i
旧
蔵
書
。

一
八
八
四
年
九
月

二
十

二
日
同
館

購
入
。

 
 

 
 
 
 
 
 

 
二
巻

宋
林
希
逸
撰

 
〔林
羅
山
〕
点

 
 
同

 
 

 
 
 
 
 
 

 
〔
江
戸
初

〕
写

く内
閣
文
庫
蔵
V
 
林
羅
山
本

 
 
 

和
特
大

一
冊

(
三

一
一
-

冖
九
〇
)

 
新
補
茶
色
刷
毛
目
布
日
覆
表
紙

(
一.=

・
五
×
二
二

二
二
糎

)
、
「
帝
国

図
書
館
」
と
空
押
し
が
あ
る
。
書

題
簽

(子
持

ち
枠
印
刷

)
に

「老

子
膚

齋

冂
義

 
全
」
と
。
元
は
後
補
縹
色
厚
表
紙
、
此
れ

に
も
題
簽

(子
持
ち

枠
印
刷

)
が
貼
ら
れ

「
老
子
庸
齋
口
義

 
全
」

と
墨
書

。
擦

れ
て
墨
色
が

薄

れ
て
お
り
、
或

い
は
元
題
簽

か
。

 
首

に

「老
子
膚
齊

口
義
發
題
」

(次
行
低
十

一
格
に

「庸
 
齊
 
林

希
逸
」
と
題
署
)
を
冠
し
、
そ
の
尾
題
は
首
題

と
同

じ
。

 
巻
頭
は

「老
子
慮
齊

口
義

上
」
、
次
行

低
十

一
格

「
膚
 
齊

 
林

 
希

逸
」
、
第
三
行
低

三
格

「道

可
道
章
矛

一
」

と
題
す
。

尾
題
は
首
題

に
同

じ
。

 
無
辺
無
界

、
字
面
高

さ
約

二
五

二
.二糎
、
毎
半
葉
十

一
行
行

廿

.
字

、

注
小
字
双
行
行
廿

一
字
。
注
は
各
章
末
字
下
改
行

せ
ず

に
直
ち

に
書

写
さ

れ
て

い
る
。
柱
題
署
無

し
。
経
文
注
文
共

に
返
点

-
縦
点

・
送
仮
名

が
施

さ
れ
、
朱
句
点
朱
引
を
附
す
。
ま
た
、
全

て
で
六
条
と
少

な

い
が
、
眉
上

に

「
礼
記
」

「周
礼
注
」

「玉
篇
」
等
か
ら

の
引
用
注

が
標
記
さ

る
。

こ
れ

ら
は
後
出
正
保

四
年
刊
本
等

の
羅
山
首
書
と
概
ね
符
合
す

る
。

 
末

葉
に
本
文
と
同
筆

で

「元
和
戊
午
孟
春
吉

日
辰
令
 
道
春

子
」

跋
語

が
書
写
さ
れ

て
い
る
が
、
此
れ

は
、
前
掲
国
立
国
会
図
書
館
蔵

〔
元
和
〕

刊
古

活
字
版

の
首
副
葉
子

に
見
え
る
も

の
と
全
く
同
文

で
あ

る
。
本
帙

は

羅
山
旧
蔵

で
あ
る
が
、
此
の
跋
語

の
筆
跡
も
自
筆

で
は
無

い
よ
う

で
あ
る
。

 
本
書
写
本

の
行
字
数
、
ま
た
各
章
末
字
下
直
ち

に
小
字
双
行

で
配
す
る

注
の
体
式

は
L
掲
朝
鮮
旧
刊
本

の
版
式
と
類
似
し

て

い
る
。
そ

の
朝

鮮
旧

刊
本
が
嘗
て
本
邦

に
伝
来
伝
存

し
て

い
た

こ
と

は
、
ヒ
記
楊
氏

観
海

堂
旧

蔵
本
が
現
存
し
、

『經
籍
訪
書

志
』

の
著

録
に
よ

っ
て
知

ら
れ

る
。

本
写

本

の
底
本
は
此
の
朝
鮮
版

で
あ

っ
た
可
能
性

が
考
え

ら
れ
る
。

 
『
改
訂
内
閣
文
庫
漢
籍

分
類
目
録
』

は
林

羅
山
手
校
本
と
著

録
す

る
。
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し
か
し
、
ご
く
希

に
脱
字

の
訂
正
箇
所

は
み
え

る
が
、
そ
れ
も
本
文
と
同

筆

で
羅

山
手
筆
と

は
認

め
得
ず
、
本
文

が
校
正
校
訂
さ
れ
た
墨
跡
は
本
書

書

写
面
か
ら
は
窺
え
な

い
0
本
文
、
訓
点
、
標
洪
、
道
春
子
跋
語
と
も

に
、

跋

語
の
年
紀
で
あ
る
元

和
四
年

よ
り
差
程
隔
た

ら
な

い
頃
、
羅
山

の
門
弟

或

い
は
近
親
者

に
よ

っ
て
書
写

さ
れ
た
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。

 

訓
点

は
後
掲
正
保

四
年

刊
本

の
そ
れ
と

ほ
ぼ

一
致

し
、
羅
由
点

に
違

い

な
く
、
版

本
に
先
行
す

る
羅
山
点
本
と

し
て
、
前
掲
斯
道
文
庫
蔵
浜
野
文

庫
本

〔慶
長
〕
刊
古
活
字

版
の
書

入
れ
訓
点
、

及
び
次
掲
大
東
文
化
大
学

図
書
館
蔵

〔
江
戸
初
〕

写
本

の
訓
点
と
と
も

に
注

日
さ

れ
る
。

 

「
江
雲
渭
樹
」

(朱
長
方

、
「
江
」

「渭
」

二
字
白
文
)
、
「林
氏
/
蔵
書
」

(朱
方
)
、
「
昌
平
坂
/
學
間
所
」

(墨
長
方

)
、
「浅
草
文
庫
」

(朱
長
方

)、

「
大

日
本

/
帝
国
 

/
図
書
印
」

(朱
方

)
、

「内

閣
/
文
庫
」

(朱
方

)
、

「
日
本
/
政
府
/
図
書
」

(朱
方

)
の
印

記
あ
り

。

 
 
 
 
 
 

二
巻
 
宋
林
希
逸
撰
 
林
羅
山
点
並
首
書

同 
 
 
 
 
 

〔江
戸
初
〕
写

(勝
直
) 
林
羅
山
自
筆
識
語

〈大

東
文
化
大

学
図
書
館
蔵

〉

 
朱
色
空
押
網

目
紋
表

紙

(

料
紙
は
斐
楮
交

漉
紙
。

高

島

蔵

書

 

 

 和

大

一
冊

(
T

一
八

六

)

二

六

・

冖
×

冖
九

・
四

糎

)
、

外

題

無

し

0

 
首

に

「
老
子
慮
齊

口
義

發
題
」

(次
行
低

六
格

に

「
慮
 
齊

 
林

希
逸
」
と
題
署
)
を
冠
す
。
尾
題
は
首
題
と
同
じ
。
末
に

「
元
和
戊
午
孟

春
吉
日
辰
令
 
道
春
子
」

の
跋
語
を
載
せ

る
。

 
本
文
巻
頭

は

「老
子
属
齊
口
義
上
」
、
次
行
低
七
格

「慮

 
齊
 
林

 
希
逸
」
、
第
三
行
低

二
格

「
道
可
道
章
第

]
」

と
題
す
。
尾
題

は
首
題

こ
司
じ
。

 
無
辺
無
界
、
字
面
高
さ
約

二
〇

・
○
糎
、
毎
半
葉
九
行
行
十
八
字
、
注

改
行
低

冖
格
行
卜
七
字
、
経
文
よ
り

や
や
小
さ
め
に
書
写
。
柱

題
署
無
し
。

経
文
注
文
共

に
返
点

・
縦
点

・
送
仮
名

・
振
仮
名
が
施
さ
れ
、
朱

句
点
を

附
す
。
ま

た
、
眉
上

に
行

七
字
内
外

の
首
書

が
あ
り
時

に
喉
部
分

に
及

ぶ
。

そ
の
他
、
地
脚
或

い
は
章
題

下
等

の
余
白

に
も
按
語
釈
注
が
追
補
さ
れ

て

い
る
。
此

の
首
書
釈
注
は
正
保

四
年
刊
本

の
標
注
と
は
多

少

の
増
損
が
認

め
ら
れ

る
が
ほ

ぼ
符
応

し
て

い
る
。

 
各
巻
尾
題

の
後

に
次

の
墨
識
語

(本
文
同
筆
)
が
有
る
。
上
巻

に
は
、

 
 
余
嘗
讀
老
子

目
義
加
倭
訓
点
朱
墨
今
茲
孟
夏
依
或
人
之
求
而
講

 
 
之
於
是
往

々
隨
諸
家
注
解
粗
考
而
加
写
小
字
于
鰲
頭
与
旁

 
 
側
是
所
教
授
童
幼
者
而
巳

 
 
 

 
丙
寅

五
月
十

五
日
 

 
 
 

 
 

 
羅
山
子
記

と
、
下
巻

に
は
、
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寛
永

三
年
七
月
四
日
講
終
八
十

一
章
依

皆
川
志

州
之
求

 

 
也
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

羅

山
處
士

記
之

と
。
ま
た
、
末

の
遊
紙
に
羅
山
自
筆

の
奥
書

を
み
る
。
次

の
如
し
。

 

 
へ関
防
印
}

 

 
勝
直
童
写
老
子

口
義
且
謄

 

 
我
本
點
他
日
宜
再
考
之

 

 
可
也

 

 
 
丙
寅
仲
夏
羅
山
處
七

「
道
春
」

(朱
円
印
)

 
以
上

の
奥
書
識
語

に
よ
れ
ば
、
此

の
本
は
寛
永
三
年
五
月
羅
山
が
勝
直

に
書

写
さ
せ
た
も

の
で
あ
る
。
羅
山
は
そ

の
後
も
皆
川
志
州

の
求
め

に
応

じ
て
講
義
を
続
け
七
月
四
日

に
終
講

、
そ

の
間
の
講

述
を
も
同
じ
く
勝
直

に
追
写
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
掲
正
保

刊
本

の
祖
本
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

尚
、
第
十
章
中
間

に

「
載
螢
魄
」

の
訓
説
を
蒐
め
た

一
葉

(同
料
紙
)
が

綴

じ
込
ま
れ

て
い
る
、
此
れ
は
正
保

刊
本
に
は
無
く
、
上
記
内
閣
文
庫
蔵

寛
永

四
年
刊
本
冊
中

に
挾
入
さ
れ

て
い
る
羅
山
自
筆

の
書
付

(31
頁
参
照
)

と
全

く
同
文

で
、
そ
れ
か
ら

の
転
写
と
認
め
ら
れ
る
。

 

「
鹿
苑
山
中
人
」

(朱
長
方

)
、
「
高
島
蔵
書
」

(朱

長
方
)
、

「大
東

文
/

化
大

学
/
図
書
館
」

(朱
方

)

の
印
記
が
有

る
。
王
子
製
紙
社

長
等

要
職

を
歴
任
し
た
実
業
家
、
槐
安
高
島
菊
次
郎
旧
蔵
書
。

老
喜

・
義

鞭

騨
無

經
L)
二
巻

宋
林
希
逸
撰

林

 
 
 

 
 

 
 
 

正
保

四

(
一
六

四
七
)
刊

(京
 
林
甚
右
衛
門
)

 
首

、
低

一
格

「老
-
子
慮
齊
冂
f
義
發
-
題
」
と
、
次
行
低
八
格
に

「慮

ー

齊
 
林
ー
 

希
逸
」

と
題
し
、
林
氏
発

題
を
配
す
。

「發
題
」

本
文
は
全

行

一
格
を
低

す
。
末

尾
よ
り

二
行
を

隔
て

「老

子
膚
齊

口
義
發
題
」
と
尾

題
有

り
。
末

の
刊
記

の
後

に

「後
序
」

(版
心
題
)

一
葉

(訓
点

は
無
く
、

句
点

の
み
)
を
付
す

。
此
れ
は
上
述

し
た
よ
う

に
、

〔
元
和

〕
刊
古
活
字

版
国
立
国
会

図
書
館
蔵
本
首
遊
紙

に
藍
墨

に
て
書
写

さ
れ
た
羅
山
題
識

、

内
閣
文
庫
蔵

〔
江
戸
初

〕
写
羅

山
手
校

本
末
葉

、
大
東
文
化
大
学
図
書
館

蔵
高

島
文
庫

〔
江
戸
初

〕
写
林
羅
山
自
筆
識
語
本
末

の
羅
山
跋
語
と
同
文

で
あ

る
。
但
、
以
上

の
三
本
の
跋
語
尾
に
は

「元
和
戊
午
孟
春
吉

日
辰
令

道
春

子
」
と
あ
る
が
、
本
版

は

「
(厭
古
)
羅
山
子
/

(詆
槲
)
道
春
書
」

と

題
署
し
て
紀
年
を
欠

い
て

い
る
。

 
本
文
巻
頭
は

「老
子
慮
齊

口
義
ヒ
」
、
次
行
低
六
格

「庸
 
齊
 
林

希
逸
」
、
第

三
行
低

三
格

「
道
可
-
道
章
第

こ

と
題
す

。
尾
題

は
首

題
に

同
じ
。
但
、
下
巻
は

「
齊
」

を

「齋
」

に
作

る
0

 
四
周
単
辺

(
「
八

・
六

×

二
二
・
九
糎
)
、
外
郭

(
二
五

・
四

×

二
六

・

三
糎
)
が
あ
る
。
無

界
、
毎
半
葉
九

行
行
十

六
字

、
注
改
行
低

一
格

中
字

単
行

行
十
八
字
。
首
書

小
字
毎
半
葉

廿

冖
行
行
卅

三
字

、
内
郭
直
上
部

は

一39一



行
九
字

。
版
心
白

口
単
黒
魚
尾
、

「老
子
經

 
巻
上

(
下
) 

○

(丁
付
)
」

の
程
式

で
題
さ
る
。
返
点

・
縦
点

・
送
仮
名
、

一
部

に
振
り
仮
名
を
付
刻
0

首
書

に
は
句
点

の
み
を
附
す
。

 
巻

下
尾
題
葉
末
行

に
次

の
刊
記

(陰
刻
)
が
有

る
。

 

 
正

保

四
丁

亥

小

春

吉

辰

 

 
 
 

 
 

 
 

三
條
通
菱

屋
町
林

甚
右
衛
門
新
刊

 
林
甚
右
衛
門
は
屋
号
麸
屋
、
寛
永
か
ら
承
應

に
か
け

て
の
京

の
書
肆
。

〈神
宮
文
庫
蔵

〉
村
井
古
巖
奉
納
書
 
和
大

二
冊

(
二
甲

二
に

]
二
七

四
〉

 
栗
皮

表
紙

(
二
八

一
五

×
二

〇

・
○
糎
)
、
元
題
簽
剥
落

し
、
上
冊
左

上

に

「髄
春
翻
老
子
經
 
乾
」
と
墨
書
さ

る
。
「
発
題
」
及
び
経
文

に
朱
引
、

朱

の
振
仮
名

・
校
字

・
訓
点
訂
正

-
参
照
章
数
等

の
書
入
れ
、
上
層
及
び

欄
外
余
白

に
墨
筆

の
書
入
れ

(「
田
中
氏
云
」
「
愚
按
」
等

の
標
記
を
認
む
)

が
あ
る
。

「
天
明
四
年

甲
辰
八
月
吉
旦
奉
納

/
皇
太
神
宮
林

崎
文
庫
以
期

不
朽
/
京
都
勤
思
堂
村
井
古
巖
敬
義
拜
」

ハ朱
長
方
)
、

「林
崎
文
庫
」

(双

郭

、
朱
長
方
)
、
「林

崎
/
文
庫
」

(朱
長
方

)

の
印
記
。
村

井
古
巖
敬
義

は
明

和
天
明
期

の
京
都

の
書
賈
、
蒐
書
愛
書
家
と

し
て
知

ら
れ
る
。

〈叡

山
文
庫
蔵

V 
真
如
蔵
 

 和
大

二
冊

(真
如
 
外
典

46
1
外

二
四

〇
)

 

黄
茶
色
空
押
七
宝
蜻

蛉
紋
表
紙

(二
八

-
四

×
二
〇

・
○
糎
)
、
第

一

冊
前
表
紙

は
上
皮

が
剥

が
れ
芯
地

が
露
出

し
て

い
る
。
外
題
無

し
。
第

二

冊
表
紙
右

肩
に

「
山
門
東
塔
南
谷
浄
教
房
/
眞
如
蔵
百
九
古
南
」

と
朱
書
、

ま
た
両
冊

の
第

一
葉
表
喉
近
く

に
も
同
文
が
墨
書
さ
れ

て
い
る
0

又
 

魔
講

春鰐

轄
)

 

「後
序
」

尾

の
題
署

「羅

山
子
/
道
春
書
」

の
末
字

「書
」

が
削

除
さ

れ

て
い
る
。
伝
本

の
多
く
は
題
簽
を
欠
失
し

て
い
る
が
、
都
立
中
央
図
書

館
蔵
加
賀
文
庫
本

に
遺
存
す

る
題
簽

に

「髄
春
献

一
老
子
經
 
乾

(挫

」
と

題
さ
れ

て
お
り
、
此
れ
を
原
題
簽
と
認
め

て
よ

い
と
思
わ
れ
る
。

〈
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
蔵
〉 

古
愚
軒
文
庫

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
和
大

二
冊

(古

一
四

・
一
ー

五

二
)

 
栗
皮
表

紙

(
二
八

・
五
×

一
九

・
五
糎
)
、
外

題
無
し
。
朱
引

、
朱

の

句
点

・
圏
点

・
合
点
が
施
さ
れ
、
所

々
訓
点
が
訂
正
さ
る
。
眉
上
及
び
行

間
余
白

に
墨
筆

の
諸
家
注
説
、
校
語
等

の
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
多
く

は
後
出
増
補
本
首
書
か

ら
の
転
写

の
よ
う

で
あ
る
。
「
疊
翠
/
舘
口
」

(墨

方
)
、

「疊
翠
/
舘
口
」

(朱
方
)
、

「口
口
/
文
庫
」

(墨
長
円
)
、
「
口
成
」

(墨
長

円
)
、

「獄
鍛
金
澤

市
立
圖
書
館
蔵
書
印
」

(朱
長
方

)
の
印

記
。
上

冊
末

に

「
畳
翆
舘

冖
拍
」
、
下
冊
末

に

「畳

翆
舘

一
拍
山
人
」

と

の
墨
署

が
有

る
。
漢
学
者
大
島
煕

(古
愚
軒
)
旧
蔵
書
。

〈名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
V 

 
 

 
 
 

 
 

和
大

二
冊

(中

一
六

三
)

 1'



 
縹
色
空
押
七
宝
蜻
蛉
紋
表
紙

(二
八

・
九

×

一
九

・
九
糎
)
、
題
簽
、

上
冊
は
剥
落

、
下
冊
は
上
部
左
端

の

「
首
書
」

二
字
部
分
破
損
。
巻
上

の

一
部

に
朱
引
、
朱
句
点

の
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
「
中
邨
氏
/
蔵
書
」

(朱

長
方
)
、

「祖

先
親
愛

書
至
子
/
孫
愛
護
厳
禁
典
賣
」

(朱
長
方

)
、

「蓬
左

/
文
庫
」

(朱
方

)

の
印
記
。
名
古
屋
藩
士

中
村

習
斎

(享
保

四
年

〈
冖

七

一
九
〉
生
、
寛
政
十

一
年

く
一
七
九
九
V
没
)
旧
蔵
書
。

〈
斯
道
文
庫
蔵
〉
 
安
井
文
庫
 

 

 
 

 

 
和
大

二
冊

(
ヤ
25
C
1

6
)

 
縹
色
表
紙

(二
八

・
五

×

一
九

・
○
糎

)
、
題
簽
、

下
冊
に
後
掲
増
補

首
書
本

の
題
簽
を
流
用
し
貼
付
、
上
冊
は
書
題
簽

「瞞
老
子
經
 
上
」

と

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
囗γ

題
書
。
巻
上

の
前
半

に
朱
引

、
朱
訓
点
訂
正
等

の
書
入

れ
が
見

ら
れ
る
。

「
仙
波

学
/
校
蔵
本
」

(朱
長
方
)
、

「小
柳

/
氏
蔵
/
書
印
」

(朱
方

、
双

郭

)、

「財
團
法
/
人
斯
道
/
文
庫
印
」

(朱
方
)

の
印
記

。

〈
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〉
 
佐
野
文
庫

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

和
大

一
冊

(佐

子
ー

14
1

0
1

3
)

 

未
見
。
高
橋
智
氏
調
査

に
拠
る
。

 

縹
色
表
紙

(二
七

・
七

X
二
〇

・
○
糎
)
、
外

題
無

し
。
「
新
潟
/
大
学

/
図
書
」

の
印
記
。
新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
在
住

佐
野
喜

平
太

(慶
応

二
年

〈
】
八
六
六
〉
生
、
明
治
四
十
五
年

く
一
九

一
二
V
第
十

一
回
総
選

挙

に
当
選
し
、
衆

議
院
議
員
と
な
る
)
収
集
旧
蔵
書
。

〈静
嘉
堂
文
庫
蔵
V 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
和
大

二
冊

(四
七
-

八
〇
)

 

栗
皮
表

紙

(
二
八

・
一
×

一
九

・
八
糎

)
、

題
簽

剥
落

、

そ

の
痕

に

「老

子
經
」
と
墨
書
。
「
後
序
」

を
上
巻

末
に
誤
綴
す
る
。
巻

上

の
経
文
注

文

の
行

間
に
朱
引

・
朱
句
点

・
圏
点

・
振
仮
名

・
語
義
等

の
書
入
れ
が
あ

る
。

「南
咳

/
文
庫
」

(朱
長
方
)
、
「
秀
口
」

(朱

亀
甲
)
、
「
静
嘉
堂
蔵
書
」

(朱

長
方

、
双
郭
)

の
印
記
。

〈東

北
大
学

附
属
図
書
館
蔵
V

狩
野
文
庫

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

和
大
合

一
冊

(狩

ニ
ー

二
二
四
七

)

 
茶
色
空
押

卍
繋
ぎ
覆
表
紙

(
二
七

.
七

×

一
九

・
五
糎
)
、
「
東
北
帝
國

大
學

圖
書
」

と
空
押
が
あ
り
、
書
題
簽

「
老
子
庸
斎

口
義
」
と
。
元
表
紙

は
香
色
、

「老
子
腐
齊

口
義

發
題
 
全
」

と
打

ち
付
け

に
墨
書

さ
る
。
朱

句
点

・
圏
点

の
書
入
れ
が
あ
る
。
「福
聚
山

(左
右

に

「尾
州
」
「
大
野
」
)」

(朱
双
円
)
、

「武

田
氏

/
蔵
書

印
」

(朱
長
方

)
、
「
狩
野
氏

圖
書

記
」

(朱

長
方
、
双
郭
)
、
「東

北
帝
/
国
大
学
/

図
書
印
」

(朱
方
)

の
印

記
。

〈
内
閣
文
庫
蔵
V 

昌
平
坂
学
問
所
本
 

 和
大

二
冊

(
一
九

一
-

二
八

二
)

 

茶
色
空
押
七
宝
蜻
蛉
紋
表
紙

(二
八

二
二
×

一
九

.
七
糎

)
、
「
老
子
標

註
 
上

(下
)
」
と
打
付
け

に
墨
書

さ
る
。
「
昌
平
坂
/
学

問
所
」

(墨
長

方
)
、

「文
化
庚
午
」

(朱
無
郭
)
、
「
浅
草

文
庫
」

(朱

長
方

、
双
郭
)
、

「内

閣
/
文
庫
」

(朱
方
)
、
「
日
本
/
政
府
/
図
書
」

(朱
方

)
の
印
記
。
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〈
都
立
中
央
図
書
館

蔵
〉 

加
賀
文
庫
 
 

 

和
大
二
冊

(加
賀
八

=

目)

 

栗
皮
表
紙

(
二
七

・
六

×

一
八

・
八
糎
)
、
原

題
簽

を
存

す
。
但
、
乾

坤

の
順
を
違
え

て
貼
付
さ
れ
、
「乾
」

「坤
」
両
字
を
墨
消
修
正
し

て
あ
る
。

「
後
序
」
を
欠

く
。
「
加
賀
文
庫
」

(朱
無
郭
)
、
「東

京
都
/
立
図
書
/
館

蔵
印
」

(朱
方

)

の
印
記
。
大
阪
出

身

の
実
業
家
加
賀

翠
渓

豊
三
郎

(明

治
五
年

〈
一
八
七
二
〉
生
、
昭
和
十
九
年

〈
一
九
四
四
〉
没
)
収
集

図
書
0

〈都

立
中
央

図
書
館
蔵

V

加
賀
文
庫
 

 

和
大
合

一
冊

(加
賀
八

一
三
)

 

栗
皮

表
紙

(
二
七

・
九

×

】
九

・
七
糎

)
、
乾
冊

の
原

題
簽
を
存

す
。

但

、
傷
損
甚
だ

し
。
稀

に
朱
句
点

の
書
入

れ
あ
り
。

「加
賀
文
庫
」

(朱
無

郭

)
、
「
東
京
都
/
立

図
書

/
館
蔵
書
」

(朱

方
)

の
印
記
。

加
賀
翠
渓
豊

三
郎
収
集
図
書
。

〈神
宮
文
庫
蔵
〉
 
 
 

 
 

 
 

和
大
合

冖
冊

(
一
.甲

二
に

一
二
七
五
)

 
後
補
香

色
雷
紋
唐
草
雲

母
引

き
表
紙

(
二
七

・
七

×

一
九

二
二
糎

)
、

「老
子

口
義

 
全
」
と
打
付

け
に
墨
書
。

「宮
崎

/
文

庫
」

(朱
方
)
、
「
神

宮
/
文
庫
」

(朱
方
)

の
印
記
。

〈
東
京
大
学
文
学
部
国
語
研
究
室
蔵
〉
 
 

和
大
合

一
冊

(七
B
ー

三
〇
)

 
縹
色
表
紙

(二
七

・
七

×

一
九

・
五
糎
)
、
書
題
簽

(枠
は
印
刷
)
「鞘

老
子
經
 
乾

(坤

)
」
と
墨
書

。
「
東
京
/
大
学

/
図
書

」

(朱
方
)

の
印

記
。

 
 
 
同
 

轟

五
蟋

難
礪

韻
義
群
北
萋
印
書

 

 
 

 
 
 

 
 

館
) 

影
印
正
保
四
年
京
林
甚
右
衛
門
刊
修
印
本

 

 
 

 
 
 

 
 

無
求
備
齋
老
子
集
成
初
編
所
収
 

 
 
唐
中

二
冊

 

両
冊
と
も
扉
裏

に
単
辺
木
記
が
あ
り

「
無
求
備
齋
據
日
本
林
/
甚
右
衛

門
刊
本
景
印
」
と
。
末

の

「後
序
」

一
葉
を
欠
く
0
但
、
此

の

一
葉
は
、

五
年
後

に
出
版
さ
れ
た
無
求
備
齋
老
子
集
成
續
編
所
収

の
影
印
明
暦
三
年

京
上
村
次
郎
右
衛
門
刊
本

の
尾

に
付
さ
れ

て
い
る
。
製
本
発
行
時

の
不
手

際

に
よ

る
も

の
で
あ

ろ
う
か
0

同

 

鞭
讐

譏

畦

譁

(〔京
〕
曲豆興
堂
〔中

 

 
 

 
 
 

 
 

野
小
左
衛
門
〕
) 

覆
正
保
四
年
京

林
甚
右
衛

門
刊

 

 
 

 
 
 

 
 

本

 

題
簽
は
前
掲
正
保
四
年
刊
本
所

用
の
版

片
を
襲

用
し
た
も
の

の
よ
う
で

あ
る
。
序
跋
内
題
尾
題
版
式

行
欸
等

並
に
前

掲
正
保

四
年

刊
本
に
同
じ
。

 

四
周
単
辺

(
一
八

・
二
×

=
二
・
八
糎
)
、
外
郭

(二
四

.
九

x

一
六

・

二
糎

)
。
「後
序
」

尾
の
題
署
は

「羅
山
子
/
道
春
書
」
と
、
末
字

の

「書
」

字

が
復
活

し
て

い
る
。

 
巻

下
尾
題
後
隔
四
行

に

「
正
保
戊
子
暮
春
吉
旦
/
書
林
曲豆
興
堂
重
刊
行
」

と

双
辺
木

記
が
有

る
。
正
保

四
年
十
月
京
林
甚
右
衛

門
刊
本

の
や
や
粗
な

る
覆

刻
本

。
初
版
刊
行
後
僅

か
半
年

で
の
重
刊

で
あ

る
。
中
野
小
左
衛

門

は
こ
の
後
も
萬
治

三
年

(
一
六
六

〇
)
に
寛
永

四
年

(
一
⊥
ハ
】
八
)
刊
本
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を
修
印
し
て

い
る
。
こ
の
時
期
老
子
慮
齋

口
義

の
書
版

は
寛
永

四
年

刊
、

同
六
年
覆
刊
、
正
保
四
年
刊

、
同
五
年
覆
刊

の
合
わ

せ
て
二
種

四
版

が
存

在

し
て
い
た

こ
と
に
な
る
。

同
書

の
弘

通
の
程

が
推

量
さ
れ
よ
う
。

〈
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

V

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

和
大

二
冊

(
一
二
六

ニ

ー

一
三
五
1

こ

 
栗
皮
表
紙

(二
七

・
六
×

一
九

・
六
糎
)、
書
題
簽

「老
子
 
上

(下
)
」
。

眉
上
行
間
等
余
白

に
墨
細
筆

の
片
仮
名

交
じ
り
注
説

の
書
入
れ
が
周
密
、

ま

た
朱
筆

で
訓
点
が
訂
正
さ

れ
、
朱

引
が
施
さ

る
。
「
葛
野
文

/
庫

図
/

書

之
印
」

(朱
方
)
、

「天
理
図
/
書
館
蔵
」

(朱
長
方

)

の
印
記
あ
り
。
昭

和
五
十
四
年

五
月
十

五
日
天
理
図
書
館
受
入
。

〈
天
理
大

学
附
属

天
理
図
書
館
蔵
〉 

 

和
大
二
冊

(
=

一六

.
一
ー
七
)

 

栗
皮
表

紙

(
二
七

・
五

×

一
九

・
四
糎
)
、
原

題
簽

完
存

「
髄
春
馳

-
老

子
經

 
乾

(坤
)」

と
題
す

る
。
稀

に
朱

引
等

の
書
入

れ
が
見

ら
れ

る
。

「
天
理
/
教
校
」

(朱
方

)
、
「
天
理
/
図
書

/
館
印

」

(朱
方

)

の
印
記
あ

り
。
大
正
十

四
年
十

一
月
十

日
天
理
図
書
館
受
入
。

〈
京
都
大
学
人
文

科
学
研
究
所
蔵
〉
 
 
 

 
 

 

和
大

二
冊

(子

∬
κ
)

 

栗
皮
表
紙

(二
八

・
四

×

一
九

・
五
糎

)
、
原
題
簽
殆
ど
破

損
、
僅
か

に
坤
冊
題
簽

の
下
半

分
を
存
す
。
首
十
九
章

に
朱
引
朱
句
点

の
書
入

れ
が

あ

る
。
両
冊

の
後
見
返
し
に

「主
小
林
器
水
」

の
墨
署

が
認

め
ら
れ

、
下

冊
に
は
そ
の
左

に

「文
政
甲
申

二
月
/
書
林
宇
六
口
水
/
代
二
百
口
」

と

墨
識

が
有

る
。

「京
都
大
学
/
図
書
」

(朱
横
長
方
)
印
記
。

〈無
窮
会

図
書
館
蔵

V 
平
沼
文
庫
 
 

 

和
大

二
冊

(平
沼
三

二
七
七
)

 
栗
皮
表
紙

(
二
七

・
八

×
二
〇

ニ
ニ
糎

)
、
原
題
簽
破
損
、
辛
う

じ

て

「
道
 

 
老
子
經
 
乾

婦

)」
と
判
読

さ
れ
る
。

「
惇
允

堂
」

(朱
長
方

)
、

「
日
羽
氏
」

(向
龍

、
白
方

)
、

「無
窮
会
/
神

習
文
庫
」

(朱
長
方

)

の
印

記
。

〈
筑
波
大

学
附
属
図
書
館
蔵

〉 
 

和
大
合

一
冊

(
ロ
八
八

四
-

二
〇
五
)

 
後
補
青
紫
色
空
押

し
網

目
布
目
表
紙

(
二
七

二
二
×

一
八

・
六
糎
)
、

天
地
左

右
少

し
く
裁
断

さ
る
。
書
題
簽

「林
註
老
子
全
 
林
道
春
訓
点

及

頭
書
」
と
墨
書
。
「
残
花
書

屋
」

(朱
長

円
)
、
「蔵
書
印
/
和
書

〈外
縁

に

「
東
京
教
育
大
学
/
附
属

図
書
館
」
〉」

(朱
横
長

双
円

)
の
印
記

。
戸

川
濱

男
旧
蔵
本
。

〈
慶
應
義

塾
図
書
館
蔵
〉 

 

 
 

 
 

 

和
大
合

一
冊

(三

ニ
ー
九

)

 
縹
色
表
紙

(二
八

・
七

×

一
九

・
八
糎
)
、
「道

徳
經
」
と
打

付
け
に
朱

書
。
全
巻

に
亙

っ
て
朱
句
点
朱

引
が
施
さ
れ
て

い
る
。
尾
題
と

木
記

の
間

に
次

の
読
書
加
点
識
語
が
有
る
。

 
 
右
聖
語
賢
説
之
規
範
其
辞
確
其
文
簡

 
 
懽
然
用
之
翕
然
信
之
故
具
遂
詳
閲
加
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朱
墨
者
也

 
 
寛
文

二
年
冬
十
月
十
三
日
法
橋
可
敬

(印

「向

/
口
」
)

 
ま
た
、
第

]
葉
右
下
方

に

「
回
生
菴
」

の
朱
文
長
方
印

が
捺

さ
れ
、
上

に
重
ね

て

「
不
九
子
」
と
墨
署

、
そ

の
下

に

「
回
生
」

(朱
壺
形
)

の
押

印
が
有
る
。
「
佐

々
木
氏
/
蔵
書
印
」

(朱

方
)

の
印

記
。
法
橋

可
敬

と
は

回
生
庵
玄
璞
か
。
名
は
玄
璞

・
可
敬
、
回
生
庵
と
号

す
。
医
を
曲
直
瀬
玄

朔

に
学
ぶ
。
『
医
方
大
成
口
義

』

(寛
永
十

五
年
自
跋

、
正
保

四
年
刊

)
等

の
著
述
が
あ
る
。

〈
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館

蔵
V 

蒼
龍
館

文
庫

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

和
大
二
冊

(蒼

二
〇

二

ー
七

六
〉

 
縹
色
表
紙

(二
八

・
○

×

㎜
九

一
九
糎

)
、
題
簽
欠
落

。
「發
題
」

に
の

み
朱
引
書
入
れ
、
稀
に
朱
校
字

の
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
。

「佐
渡
/
家
蔵
」

(朱
方
)

の
印
記
。
高
岡
佐
渡
家
旧
蔵
、
内
田
豊

咲
寄
贈
書
。

〈
大
東
文
化
大
学
図
書
館
蔵
V 

高
島
蔵
書

 
 
和
大
合

一
冊

(
T
三
六

こ

 
栗
皮
表
紙

(二
八

・
○
×

一
八

.
五
糎
)
、
外
題
無

し
。
行
間

に
墨
筆

(朱
を
交
え
る
)

の
諸
家
注
説

の
引
証
、
字
義

和
訓
等

の
書
入

れ
が
周
密

、

一
部
に
朱
句
点
圏
点
朱
引
が
施
さ
る
。
「
高
島
蔵
書
」

(朱

長
方

)
、
「大
東

文
/
化
大
学
/
図
書
館
」

(朱
方
)

の
印
記
。
高

島
菊
次

郎
旧
蔵
書
。

〈
京
都
大
学
文
学
部
蔵
V 

 

 
 

 

和
大
二
冊

(中
哲

文
C
M
6
1

7
)

 

栗
皮
表
紙

(
二
七

.
五

×

一
九

・
九
糎

)
、
「
老
子

 
乾

(坤
)
」

と
墨

書

打
付
け
書
き

。
「後
序
」

一
葉
を
第

一
冊
末

に
誤
綴

。
「所

見
易
/
口
」

(朱
内
円
外
方

)
、

「
秀
/
宣
」

(墨
内
方

外
円

)
、

「
百

々
復
太
郎

寄
贈
」

(朱

長
方

)
、
「京
都
/
帝

国
大
学
/
図
書
之
印
」

(朱
方

)
の
印
記
あ

り
。

京

の
医
師
百

々
鳩
窓

(名
は
俊
範

・
綯
、
鳩
窓

・
鳩

巣
と
号
す
。

明
治
十

…
年

〈
一
八
七
八
〉
没
)
旧
蔵
書
。

〈東
洋
文
庫
蔵

V 

 
 

 

 
 

 

大
合

一
冊

(
皿
-

一
三
-

八

二
〇
)

 
栗
皮
表
紙

(
二
⊥
ハ
.
九

×

一
九

.
○
糎

)、
題
簽
欠
落

。
「後
序
」

一
葉

を
首

「發
題
」

の
前

に
誤
綴
。

「東
洋
文
庫
」

(朱
長
方

)
の
印
記
あ

り
。

〈都
立
中
央
図
書
館
蔵

V 
特
別
買
上
文
庫
 

 和
大

二
冊

(特
七

八
七

六
)

 
新

補
香
色
表
紙

(
二
八

二
二
×

一
八

・
八
糎
)
、
書

題
簽

「
老
子
膚
齊

口
義

 
」

〔ド
)」
と
墨
書

。

「後
序

」
を
首

の

「發

題
」

の
前

に
誤
綴
。

僅

か
で
は
あ

る
が
墨
筆

の
振
り
仮
名

・
訓
点
訂
正

の
書

入
れ
が
見

ら
れ
、

朱

圏
点
が
施
さ

る
。
両

冊
末
尾
題
下
方

に

「
大
進

(花

押
)
」
と
自
筆

で

暑

さ
る
。

「
桑
木
/
蔵

書
」

(朱

方
)
、

「東
京

都
/
立

図
書
/
館

蔵
書
」

(朱
方

)
の
印
記

。

〈九
州
大

学
文
学
部
中
国
哲
学
研
究
室
蔵

V 
高
瀬
文
庫

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

大

二
冊

(漢

子
部

74
)

 

栗
皮
表
紙

(
二
七

・
六

×

一
八

・
四
糎

)
、
乾
冊

は
書

題
簽
、
坤

冊
は
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原
題
簽
遺
存
。
朱
墨

の
書
入
れ
が
周
密

で
あ
る
。
坤
冊
後
見
返

し
に

「
昭

和

二
十
四
年
己
丑

二
月
十

一
日
/
紀
元

二
千
六
百
九
年
紀

元
節
/
辰

 
講

了
/
 
八
古
.一叟
 
惺
軒
 
記
之
」

の
朱
筆

の
識
語
が
あ

り
、
そ
の
他

に
も

所

々
に
同
様

の
識
語
が
散
見
す

る
。
昭
和

二
十
三
年
か
ら
二
十

四
年

に
か

け

て
の
高
瀬
惺
軒
武
次
郎

(明
治
元
年

く
一
八
六
八
V
生

、
昭
和

二
十

五

年

〈
}
九

五
〇
〉
没
)
最
晩
年

の
講
義

の
底
本
と
見
ら
れ
る
。
「
天
泉

堂
」

(朱
長
方
)
、
「
高
瀬
/
武
印
」

(白
方
)
、
「
惺
/
軒
」

(朱
方

)
の
印
記

。

〈東

京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
〉 

南
葵
文
庫

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

和
大

二
冊

(B
六
〇
1

三
六
三
八
)

 
栗
皮
表
紙

(
二
七

・
六

×

一
八

一
四
糎
)
、
乾
冊

の
み
原

題
簽
を
存
す
。

「
淺
草
/
文
庫
」

(朱
釣
鐘
形

)
、
「
南
葵
/
文
庫
」

(朱
方

)
、
「
東
京
帝

/

国
大
学
/
図
書
印
」

(朱
方
)

の
印
記
。
大
槻
如
電
旧
蔵
。

〈
早
稲
田
大
学
中
央

図
書
館

蔵
V 

 

和
大

二
冊

(
ロ

=
ニ
ー

冖
〇
六
七

)

 
栗
皮
表

紙

(
二
八

・
四
×
二

〇

・
一
糎
)
、
坤

冊
の
み
原
題
簽
が
遺

る

が
上
下
部
分
破

損
。
朱

の
句
点

・
圏
点

・
朱
引
が
施

さ
れ
、
第

二
十

二
章

ま

で
は
所

々
眉
上

に
墨
筆

の
字

義
等

の
書
入

れ
が
見

ら
れ
る
。
「
告
享

/

軒
」

(朱
長
円

〉、

「
卍
期
/
須

口
」

(朱
方
)
、

「早
稲
田
/
大
學
/
図
書
」

(朱

方
)

の
印

記
。
寄
贈
印

に
年

月
日
を
記
さ
ず

「
平
田
職

康
」
と
墨
書

さ
る
。
明
治
三
十
八
年
十

二
月
、
平
田
職
康
よ
り

「外

記
平

田
家
文
書
」

が
寄

託
、
後
寄

贈
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
う
寄
贈
本
で
あ

ろ
う
。

〈大

東
文
化
大

学
図
書
館
蔵
〉 

高
島
蔵
書
 

 和
大
合

一
冊

(T

一
八
八
)

 
巻

上
配
延
寳

二
年

(
一
六
七
四
)
跋
刊
本
。

 

縹
色
表
紙

(
二
七

・
○
×

一
九

・
○
糎
)
、
後
出
延
寳

二
年
跋
京

上
村

次

郎
右
衛
門
刊
本

乾
冊

の
題
簽
を
貼
付
、

「乾
」
字

下

「
坤
」
と
墨
書

。

「後

序
」

}
葉

を
欠

く
。
所

々
朱
句

点
圏

点
朱
引
が
あ
り
、
ま
た
朱

・
胡

粉

で
訓
点

が
訂
正
さ
る
。
「
高
島
蔵
書
」

(朱
長
方
)
、
「
大
東
文
/
化
大
学

/

図
書
館
」

(朱
方

)
の
印

記
。
高
島
菊
次
郎
旧
蔵
書

。

〈大

阪
大
学

附
属
図
書
館
蔵

〉
 
岡
田
文
庫

 

 

 
 

 

 

 

和
大
二
冊

 
栗
皮
表
紙

(二
七

・
七

×

一
八

.
三
糎
)
、
坤
冊

の
み
原
題
簽

を
存

し
、

乾

冊
に
は
同
程

式
に
書

し
た
書

題
簽
を
補
う
。
朱
筆
で
合
点

・
振
仮
名
、

訓
点
訂
正

、
行

間
に
語
釈
等

の
書

入
れ
、
外
郭
余
白
に
は
墨
筆

で
字
義
等

の
書
入

れ
が
有

る
。
坤

冊
首
葉
表
喉
部
分

に

「
西
宮
積
翠
寺
」

の
墨
署
。

「河
内
/
岡

田
/
文
庫
」

(朱
方

)、

「大
阪
大
/
学
図
書
/
之
印
」

(朱
方
)

の
印
記
。
岡

田
伊
佐
衛

門
旧
蔵
。

同

(
題
簽

「髄
躰
老

子
經
」
)

二
巻
 
宋

林
希
逸

撰

糠

難

覊
稽
讙

題
.
上
村
次
郎
磊

門

)

一45一



 

原
題
簽
は

「髄
牌

」
老

子
經

 
乾

(坤
)」

(篆
書

)
と
題
さ
る
。
首
、
低

一
格

「
老
子
膚
齊

口
義

發
題
」

と
、
次

行
低

八
格

に

「属

 
齊

 
林

希
逸
」

と
題
し
、
発
題
を
冠
す
。
発

題
本
文

は
全
行

一
格
を
低
す
。
外
郭

首
書
末
よ
り
三
行
程
を
隔
て

「
老
子
膚

齊
口
義

發
題
終
」
と
尾

題
有
り

。

 

本
文
巻
頭

は

「老

子
腐
齊

口
義
上
」
、
次
行
低
七
格

「庸

 
齊
 
林

希
逸
」
、
第

三
行

低
二
格

「道

可
道
章

第

一
」
と
題
す

。
尾
題
は
巻
頭
内

題

に
同

じ
。

但
、

下
巻

は

「齊

」
を

「齋

」

に
作
り

、

「
下
」
字

下

に

「終
」
字

が
あ
る
。

 

四
周
単
辺

(
一
八

・
四

×

一
三

・
七
糎
)
、
外
郭

も
同
じ
く
四
周
単
辺

(二
五

・
六

×

一
六

・
九
糎

)
。
無
界

、
毎
半
葉

八
行
行
十

六
字

、
注
改
行

低

-
格
中
字
単
行
行
十
八
字
。
首
書

小
字
毎
半

葉
廿
二
行
行

卅
⊥ハ
字
、
内

郭
直
上
部

は
行
十
字

。
版

心
白

口
単

黒
魚
尾

、
中
縫

題

「老

子
經
巻
上

(下
) 

(丁
付

)」
。
返
点

・
縦
点

一
送
仮
名

・
振
仮
名

、
ま
た
行
間
字
傍

に
本
書

中
の
関
連
箇
所

、
或

い
は
引

用
書
名
篇

名
等

の
引

照
注

記
、
音
義

注
を
付
刻
。
首
書
は
経
文
注
文

の
字
句

を
墨
囲
以
て
標
出

し
、
そ
の
下

]

格
を
空
け
諸
家
注
説
を
引
載
条
挙
、
返
点

・
送
仮
名

-
縦
点

を
附
し
、
各

条
頭
に

「
○
」
を
冠
し
て
改
条

の
箇

所
を
示
す
0

 
巻

下
尾
題
後

一
行
を
隔
て
、
大
字
篆
文
で

「羅
山
子
/
 
 
道
春
考
焉
」

と
あ
り
、
此
れ
に
接

し
て
末
二
行
に

 
 

 
明
暦

三
酎
年
孟
夏
吉
辰

 
 

 
 
二
條
通
玉
屋
町
上
村
次
郎
右
衛
門
新
刊

の
刊
記

が
有

る
0

 
尚

、
本
版
頭
書
は
、
題
簽

に
は

「
道
春
首
書
」
と
題

し
て
い
る
が
、
次

掲
延
寳

二
年
跋
刊
翻
版

の
跋
語

に
拠

っ
て
、
徳
倉
昌
堅

の
編
録

で
あ
る

こ

と
が
顕

か
で
あ

る
。
上
掲
正
保
四
年
刊

の
羅
山
首
書
を
取
捨
し
大
幅

に
増

輯
さ
れ

て

い
る
。

 
ま
た

、
刊
記
前

の

「
羅
山
子
/
 

 
道
春
考
焉
」
両
行
下
方

の
匡
郭

の

両
端

に
切
目
が
見
ら
れ
、
入
木
改
修
さ
れ
た
疑

い
も
考
え
ら
れ

る
が
、
此

の
両
行

の
無

い
伝
本
は
未
だ
管
見
に
入
ら
ず
、
暫
く
初
印
時
よ
り
既

に
入

木
さ

れ
て

い
た
も

の
と
看
做
し

て
後
攷
を
俟
ち
た

い
。

〈筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
V 

 
 

和
大

二
冊

(
ロ
八
八

四
-

二
〇
六
)

 
香
色

表
紙

(
二
八

-
一
×

㎜
九

・
七
糎
)
、
書

題
簽

「老

子
庸
齊

口
義

上

(
下
)
」
と
墨
書
。

朱
句
点

・
圏
点

・
合
点

・
朱
引

が
施

さ
れ
、
行
間

に
藍
筆

(希

に
朱
を
交
え
る
)

で
振
仮
名
、
和
語

に
よ

る
字
義
語
釈
等

の

書
入

れ
が
多

い
。
各
冊
見
返
し

に
墨
筆

の
伝
領
識
語
を
認

め
る
が
、
判
読

は
難

し

い
。

「蔵
書
印

/
和
書

〈
外
縁

に

「東

京
教
育
大
学

/
附
属
図
書

館
」
〉」

(朱
横
長
双

円
)

の
印
記
。

〈東
北
大
学

附
属
図
書
館
蔵

〉 

 

和
大

二
冊

(ひ

一
-

三
、
ニ
ー

二
〇
)
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黒
色

空
押
菊
花
市
松
紋
布

目
表
紙

(二
七

・
八

×

冖
九

・
八
糎
)
、
外

題
無

し
。

「
鳥
尾
/
蔵

書
」

(朱
方

)
、

「東

北
帝
/
国
大

学
/
図
書
印
」

(朱
方
)

の
印
記
あ
り

。

〈東
北
大
学

附
属
図
書
館
蔵

〉 

狩
野
文
庫

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
和
大
合

冖
冊

(狩

ニ
ー

二
五
五

〇
三
)

 
後
補
香

色
艶
出

し
表

紙

(二
六

・
九

×

一
九

・
一
糎

)、

「老
子
虜
斉

口

義

」
と

打
付
け
に
墨
書

0

二
部

に
朱
句
点

・
圏
点

・
朱

引
が
施

さ
れ
、
行

間
に
字
義
訓
解
等

の
書
入
れ
が
有

る
。
「
玄
/
輔
」

(白
内

円
外
方
)

「玄

輔
」

(墨
長
円
)
、
「
狩
野
博
士
集
書
」

(朱
長
方

)
、
「東

北
帝
/

国
大
学
/

図
書
印
」

(朱
方
)

の
印
記
。

〈
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
V 

懐
徳
堂
文
庫
 

 
 

 
 

 

 
和
大

二
冊

 

縹
色
表
紙

(
二
七

・
五

×

一
九

・
七
糎

)
、
原
題
簽
を
存
す

る
が
傷
損

あ
り
。
希

に
朱

の
句
点

・
振
仮

名
、
朱
引

が
あ

る
。
「
碩
園
記
念
文
庫
」

(朱
長
方
)
、
「懐
徳
堂
/
図
書
記
」

(朱
方
)
、
「大
阪
大
/
学
図
書
/
之
印
」

(朱
方

)

の
印
記
。
西
村

天
囚

(慶
應

元
年

〈
一
八
六
五
〉
生

、
大

正
十

三
年

〈
一
九
二
四
〉
没
)
旧
蔵
書

。
昭
和

二
十
六
年
九
月
十
日
受
入
図
書
。

〈京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

V 
 

 
 

和
大

二
冊

(清
家
文
庫

=
二
九
)

 

縹

色
表
紙

(
二
七

.
五

×

冖
九

・
六
糎

)
、
原
題
簽
完
存
。

希
に
朱

の

句
点
、
合
点
が
施

さ
る
。

「京
都
/
大

學
圖
/
書
之
印
」

(朱
方
)
の
印
記
。

〈
早
稲

田
大

学
中
央
図
書
館
蔵
〉
 
中
村
進
午
文
庫

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
和
大

合

一
冊

(文
庫
五
-

三
⊥
ハ
八
)

 
縹
色
表
紙

(
二
七

・
八
×

…
九

・
五
糎
)
、
書
題
簽

「老

子
慮

齋

口
義

完
」
と
題
さ
る
。
朱

の
句
点

.
圏
点

・
合
点

・
朱
引
を
施

し
、
訓
点
が
訂

正
さ
れ
、
眉
上

に
朱

の
校
字
を
認
め
る
。
天
地
行
間
字
傍

に
字
義
音
注
、

『老
子

翼
』

と

の
校
異
、

「薛

氏
集
解
」

「蘇
注
」

「
呉
註
」

「
道
春
日
」
等

諸
家
注
説
、

「曲
礼
注
」

「左
伝
注
」

「中
庸
」
「
論
語
」

「孟
子
」

「史
記
」

「白
虎
通
」

「荘
子
」
「
韓
文
」

「文
選
」
等
諸
書
引
証
等

の
書
入
れ
が
多

い
。

所

々
鉛
筆

の
書
入

れ
が
混

じ
る
。

「故
中
村
進
午
博
士
記
念
圖
書
」

(朱

長

方

)
、
「鯉
稲
軸
法
學
部
圖
書
室
蔵
書
」

(朱
長
方
)
、

「昭
和

三
十

二
年
十

一

月

二
十

七
日
/
法
学
部

研
究

室

ヨ
リ
移
管
」

(朱

長
方
)
、
「
早
稲

田
/
大

學

/
圖
書
」

(朱
方

)

の
印
記
。

国
際
法

学
者
中
村
進
午

(新
潟
県
生

、

明
治
三
年

〈
一
八
七
〇
〉
生
、
昭
和
十

四
年

く
一
九
三
九
V
没
)
旧
蔵
書
。

昭
和
十

五
年

一
月
十
六
日
中
村

本
夫
寄
贈
本
。

〈無

窮
会
図
書
館
蔵

〉 

平
沼
文

庫
 
 

 

和
大

二
冊

(平
沼
三
二
七
八
)

 

縹
色
表
紙

(二
七

.
一
×

一
九

・
一
糎
)
、
坤
冊

の
原
題
簽
遺
存

、
乾

冊
分
は
欠
失
。
両
見
返
し
に
各

章
章
題
と
章
頭

丁
数
を
墨
書
列
記
し
、
行

間
に
細
墨
筆

で
振
り
仮
名
、
和
文

の
字
義
訓
釈
、
訓
点
訂
正
等
の
書

入
れ
、

希

に
朱
圏
点
が
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
毎
章
に
近
人
の
老
子
注
釈

の
草
稿
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紙
箋

一
枚

乃
至

二
枚

が
挿
入

さ
れ
て

い
る
。
紙
箋
第

】
紙

の
冒
頭
は

「總

論

/
老
子
虚
無

ヲ
唱

ウ
云

々
」

に
始
ま
り
、
以
下
章
を
追

っ
て
経
文
を
段

句
毎

に
書
き
出
し
、
次
行
よ
り
小
字

で
和
文
漢
文
両
様

の
注
釈
を
付
す
。

嚴
云
、
輔
嗣
云
、
河
上
云
、
司
馬
光
云
、
蘇
云
、
朱
子
云
、
希
逸
、
呉
澄

云
、
薛
云
、
億
云
、
翼
、
考
、
本
義
、
張
尓
岐
、
畢
玩
、
念
孫
、
倪
云
、

魏
源
、
高
延
第
、
越
云
、
奚
恫
云
、
馬
敘
倫
云
、
李
慈
名
等

の
標
記
が
頻

出
し
、
参
照
引
証
す
る
注
説
は
清
末
民
国
学
者

の
諸
説
に
及
び
、
ま
た
、

傅
奔
本
、
碑
本
、
景
龍
、
広
明
有
、
日
本
本
治
要
、
河
上
作
、
永
樂
大
典

輔
嗣
本
作
、
敦
煌
作
、
古
本
有
等
諸
本
と

の
校
異
が
見
ら
れ
る
。
末

紙
末

尾

に

「
八
月
十
三
日
了
」
と
。
川
合
槃
山
自

筆
草
稿
か
。
「
槃
山
/
蔵
書
」

(朱
方

)
、

「機
外

文
庫
」

(朱
長
方

)
、

「
平
沼
氏
/
蔵
書

記
」

(朱

方
)
、

「
無
窮
会

/
神
習
文

庫
」

(朱

長
方

)

の
印
記
。
槃

山
川
合
孝
太
郎

(慶
応

元
年

〈
一
八
六
五
〉
生

、
昭
和
十

五
年

〈
一
九

四
〇
〉
没
)
旧
蔵
。

〈大

阪
府

立
中
之
島

図
書
館

蔵
〉 
 

和
大

二
冊

(
一
八
八

・
六
-

四
四
)

 

縹
色
表
紙

(
二
七

二
二
×

一
九

・
六
糎

)
、
新
補
書
題
簽

「
老
子
」
と

題
書
。
所

々
に
朱

の
句
点
、
朱
引
が
施

さ
れ
、
行
間
等

に
墨
筆

の
振
仮
名

和

訓
等

の
書
入
れ
が
あ

る
。
「
苔
園
田
/
部
氏

蔵
/
書
印
記
」

(朱

方
)
、

「
田
部
苔
園
翁
/
遺
 

 

 
書
」

(朱
長
方
)
、

「大
阪
府
立
/
図
書
館
/
蔵

書
之
印
」

(朱
方
)

の
印
記
。
明
治

四
十

五
年
三
月

三
十

日
受
入
図
書
。

〈
刈
谷
市
中
央
図
書
館
蔵
〉
 
村
上
文
庫
 

 
 

和
大

二
冊

(三

〇
七

〇
)

 

縹
色
表
紙

(二
七

・
○

×

】
九

-
五
糎
)
、

天
地
少
し
く
裁
断

。
書
題

簽

「颱
老
子
經

口
義

 
乾

(坤

)
」
と
墨
書

。
朱
句
点

・
圏
点

・
合

点

・

朱
引
が
施
さ
れ
、
天
地
行
間

に
墨
筆

で
字
義

語
釈
等

の
書
入
れ
が
多

い
。

刊
記
第

一
行
下

の
余

白
に

「
明
星
寺

常
住
」

と
朱
識
、
同
葉

外
郭
内
左
下

方
に

「
觀
了
之
之
」
と
墨
識
が
有
る
。
ま
た
、
坤
冊
後

見
返
し
に

「參

河

口
口
/
 
 
無

一
道

者
珎
藏
」

と
大
字

で
墨

署
さ
る
。
刈
谷
藩

御
典
医
村

上
家
蒐
集
襲
蔵
書

。

〈東
京
大
学
総
合

図
書
館
蔵
〉 

和
大
二
冊
合

一
冊

(B
六
〇
ー

=

四
六
)

 
縹

色
表
紙

(
二
七

・
六

×

 
九

-
○
糎

)
、
原
題
簽
を
遺

存
す
。
首

四

七
章

に
朱
句
点

・
朱
引

、
朱
筆

の
訓
点
訂
正
振
仮
名
等

の
書

入
れ
あ

り
。

「
三
谷
蔵
書
」

(朱
長
方

)
、

「東
京
帝

/
国
大
学
/
図
書
印
」

(朱
方
)

の

印
記
。
大
正
十

三
年
十

二
月

三
谷
丁
介
寄
贈
本
。

〈西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

〉 

 
 

 

 
 

 

和
大

二
冊

(
一
八
-

一
三
)

 
縹
色
表
紙

(
二
七

・
八

×

一
九

・
九
糎
)
、
原
題
簽
を
遺
存
。
朱
句
点

・

圏
点

・
朱

引
が
施
さ
れ
、

「奇

」
本
と

の
朱
筆

校
合
書
入
れ

、
ま
た
上
巻

の
行
間

、
更

に
は
別
紙
を
綴

込
ん

で
の
墨
筆

の
書

入
れ
が
見

ら
れ
、
「
章

夫
案
」
と

の
標
記
が
認
め
ら
れ
る
。
下
巻

に
は
冊
中
所

々
に
書
入
れ
を

予

定
し
た
白
紙
が
綴
込
ん

で
あ
る
。
「
岩
瀬
文
庫
」

(朱
長
方
)

の
印
記
。
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〈
九
州
大
学
附
属
中
央
図
書
館
蔵
〉
 
支
子
文
庫

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

和
大

二
冊

(
一
二
四

ロ
ー

四
1

こ

 

縹
色
表
紙

(二
七

・
六

×

一
九

・
六
糎
)
、
原
題
簽
遺
存
。
朱
引
あ
り
。

「
支
子
文
庫

」

(朱
長
方

)
の
印
記
。
同
大
学
教
養
部
教
授

で
あ

っ
た
田
村

専

一
郎

(昭
和
五
十
年

〈
一
九

七
五
〉
没
)
旧
蔵
書
。

〈神

宮
文
庫

蔵
〉 
 

 
 
 

 
 

 

和
大

二
冊

(
二
甲
六

に
二
九
七
九

)

 
香

色
表
紙

(
二
七

・
七

×

一
九

・
六
糎
)
、
題
簽
剥
落

し
、
「老

子
 
天

(地
二

と
打
付

け
に
墨
書
。
ま

れ
に
朱

引

・
朱
句
点

、
訓
点
訂
正
、
ま

た

朱
或

い
は
白
筆

で
和
文
語
釈
等

の
書

入
れ
が
あ

る
。
後

見
返
し

に

「内
宮

奉
納

/
文
殿
」

と
墨
書

。

「祭

典
/
課
印

」

(朱

方
)
、
「
神
宮

/
文
庫
」

(朱
方
)

の
印
記
。

〈神

宮
文
庫
蔵
〉
 
 
 
 
 

 
 
 

和
大

二
冊

(二
甲

六
に
二
五
四
五
)

 
縹
色
表
紙

(
二
七

・
四
×

一
九

・
七
糎

)
、
題
簽
遺
存

、
但
傷
損
あ
り
。

「幸

田
/
光
壽
」

(白
方

)
、
「
御
巫
書
蔵
」

(朱
長
方

)
、
「
昭
和

二
十
年
九

月
献
納
/
神
宮
文
庫
 
御
巫
清
白
」

(朱
長
方
)
、
「神
宮
/
文
庫
」

(朱
方
)

の
印
記
。

(神

宮
文
庫
蔵
〉
 

 

 

 

 

 

和
大
合

]
冊

(
二
甲

二
に

]
二
七
六
V

 
後
補
縹
色
空
押
菊
唐
草
紋
表
紙

(
二
六

・
七

×

一
八

・
八
糎

)
、
「老
子

庸
齋

口
義
」
と
朱
書
さ

る
。
朱
引

・
朱
句
点

が
施
さ

れ
、
経
文

の
押
韻
字

を
朱

の
○
口

△
等

の
符

号
で
指

示
、
ま
た
行

間
等
余
白

に
朱
墨
両
筆

の
和

文

に
よ
る
句
解
引
証
注

記
等

の
書
入

れ
が
詳
密

で
あ

る
。
「山
本
/
所
蔵
」

(朱
方
)
、
「行
餘
学
舎
」

(朱
長
方

)、

「寄
納
/
神
宮
文
庫
/
 
橋
村
正
環
」

(朱
長
方
)
、

「神
宮
/
文
庫
」

(朱
方

)
の
印
記
。

〈東
京
大
学
文
学
部
蔵
〉
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

和
大

二
冊

 
栗
皮

表
紙

(
二
七

・
八

×

]
九

・
六
糎

)
、
元
題
簽

は
坤
冊

分
の
中
央

部

の
み
残
存

。
全
編

に
亙
り
朱

引

の
書

入

れ
が
有
る
。
各

冊
末
葉
裏

に

「鷲
山

ウ
徑

辷
子
/
元
堆
宰
之

(印
、
墨
消
と

の
墨
識
語
が
有
る
。

〈新
潟
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〉 

佐
野
文
庫

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

和
大

二
冊

(佐
子
ー

14
1

0
1

4
)

 
未
見
。
高
橋
智
氏
調
査
に
拠
る
。

 
縹
色
刷
毛
目
表
紙

(
二
七

・
七

×

一
九

・
五
糎
)
、
原
題
簽
遺
存

。
「
本

多
/
蔵
書
」
、
「
新
潟
/
大
学
/
図
書
」

の
印
記
。
佐
野
喜
平
太

旧
蔵
書

。

〈
都
立
中
央
図
書
館
蔵
〉
 
井
上
文
庫
 
 

 
 和
大
二
冊

(井
上
六

一
七
)

 
縹
色
表
紙

(二
七

・
四

×

一
九

二
二
糎
)
、
坤
冊

の
み
原
題
簽
を
存

す
。

乾
冊
は
書

題
簽

「髄
儲
老

子
經
 
乾
」

(篆
書

)
と
題
す
。

「
井
上
巽
軒

/

蔵
書
之
印
」

(朱
方
)
、
「
井
上
文
庫
」

(朱
無
郭
)
、
「
東
京
都
/
立
図
書

/

館
蔵
書
」

(朱
方

)

の
印
記

。
昭
和

二
十

八
年

七
月
二
十
三
日
受
入
0

巽

軒
井
上
哲
次
郎

(安
政

二
年

〈
一
八
五
五
〉
生
、
昭
和
十
九
年

く
一
九

四

一49一



四
〉
没
)
旧
蔵
本
。

〈
大
東
文
化
大

学
図
書
館
蔵
〉
 
高
島
蔵
書
 

 

和
大
二
冊

(T

一
七
二
)

 

縹
色
表
紙

(
二
七

.
五

×

一
九

・
一
糎
)
、

元
題
簽

遺
存

。
希

に
朱
引

等

の
書
入
れ
あ
り
。
旧
蔵

者
印
二
顆
あ
れ
ど
も
判
読
不
能

。
コ
咼
島
蔵
書
」

(朱
長
方
)
、
「
大
東
文
/
化
大
学
/
図
書
館
」

(朱

方
)

の
印
記
が
有

る
。

高
島

菊
次
郎

旧
蔵
書

。

〈
太
宰
府
天
満
宮

蔵
〉 
 

 
 

 
 
 

 

和
大
二
冊

(小
鳥

居

一
一
四
)

 

縹
色
表
紙

(二
七

・
四

×

一
九

-
八
糎
)
、
題
簽
欠
失
、
「
老
子
口
義

一

(
二
)
」

と
打
ち
付
け

に
墨

書
。

一
部

に
朱

引

・
朱
旬
点

・
圏
点

-
合

点

の
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
。
「倉

輝
軒
」

(白
長
円
)

の
印

記
あ
り
。

〈
太
宰
府
天
満
宮
蔵
〉
 
 
 

 
 

 
 
 

和
大

二
冊

(天
満
宮

一
七
四
)

 

縹

色
表
紙

(二
七

二
二
×

一
九

二
二
糎
)
、
題
簽
欠

失
、

「
老
子
經
」

(篆
文
)
と
打

ち
付
け

に
墨
書

。
「
西
府
文
庫
蔵
書
」

(墨
長
円
)
、

「太
宰

府
神
/
社
文
庫
印
」

(朱
長
方

)
、
「
天
満
宮
」

(朱

横
長
円
梅
花
紋
枠

)
、

「
良
海
」

(墨
長
円
)

の
印
記
あ
り
。

〈
祐
徳
稲
荷
神

社
蔵
〉 

中
川
文
庫
 

 
 

 
 

和
大

合

一
冊

(五
九

五
)

 

栗
皮
表
紙

(二
八

・
九

×

.
九

・
九
糎
)
、
「老

子
經
」

と
打
付
け
に
墨

書
。

一
部

に
朱
句

点

の
書
入
れ
あ
り
。
「
直
郷
/
之
印
」

(朱
方
)
、
「
中
川

/
文
庫
」

(朱
方

)

の
印
記

。
鹿
島
藩
鍋
島
家
蔵

書
、
直
郷
は
第

四
代
藩

主

(在
任

、
享
保
十

二
年

〈
一
七

二
七
>
1
寶
暦
十
三
年

く
「
七

六
三
V)
。

〈
京
都
大

学
附
属
図
書
館

蔵
〉 
巻
上

配
延
寳

二
年
跋
刊
本

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
和
大

二
冊

(
一
-
六
七
 

ロ
ニ
七
)

 

上
冊
は
次

掲
延
寳

二
年
跋

刊
早
印
本
を
以

て
配

せ
る
取
合

せ
本
。

 
縹
色
表
紙

(二
七

・
○
×

一
九

二
二
糎
)
、
書
題
簽

「老
子
庸
齋

口
義

上

(下
)
」
と
墨

書
。
上
巻

に
は
朱
句
点

一
圏
点

.
朱
引

、
行
間
字
傍

に

朱

・
白
筆

の
書

入
れ
が
あ

る
。
「市
原
氏
/
蔵
書
印
」

(朱
長
方
)
、
「文
学

博

士
谷
本
富
寄
贈
本
」

(墨
長
方
)
、
「
京
都
/
帝
国
大

学
/
図
書
之
印
」

(朱
方
)

の
印

記
あ
り
。
大
正

二
年

京
大
沢
柳
事
件

で
同
大
教
授
を
辞
任

し
た
教
育
学

者
谷
本
富

(慶
応

三
年

〈
一
八
六
七

〉
生
、

昭
和
二
十

二
年

〈
一
九

四
六
〉
没
)
の
旧
蔵
書

。

 

 
 
同
 

 

 
 

 
民
国
五
九

(
一
九
七

〇
)
刊

(台

北
 
藝
文
印
書

 

 
 
 

 
 

 
 

館

〉

影
印
明
暦
三
年
京
上
村
次
郎
右
衛
門
刊
本

 

 
 
 

 
 

 
 

無

求
備
齋
老

子
集
成
續
編
所
収
 

 
 
唐

中
二
冊

 

外
題
は

「
斜
道
首
書
老

子
經
 

冖

(二
)」

と
表
紙

に
直
接

印
刷

さ
る
。

巻

尾

に
本
来

は
正

保
四
年
刊
本

に
あ

る
べ
き

「
後
序
」

(羅
山
跋
語
)

一

葉

が
誤
綴

さ
れ
て

い
る
。
既
述
し
た
通
り

で
あ

る
。
底
本

は
和
訓
等

の
書

入
本
。
「
伴
印
/
資

芳
」

(方
)

の
印

影
が
残

る
。
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同

(題
簽

「醜
舗
老
子
經
」
)
二
巻
 
宋
林
希
逸
撰

林
羅
山
点
 
徳
倉
昌
堅
首
書

延
寳
二

(
一
六
七
四
)
跋
刊

(京
 
上
村
次
郎
右

衛
門
) 
翻
明
暦
三
年
刊
本
 
増
補
首
書
本

 

原
題
簽

は

「
醐
舗

-
老

子
經

 
乾

(坤
〉」

と

題
さ

る
。

首

に
低

一
格

「老

子
庸
齊

口
義
發
題
」
と
、
次
行

低
八
格

に

「膚
 
齊
 
林
 

 
希
逸
」

と
題
し
、
林
氏
発
題
を
冠
す
。

「
發
題
」
本

文
は
全
行

一
格

を
低
す
。
外

郭
首
書
末
よ
り

五
行
程
を
隔
て

「老
子
慮
齊
口
義

發
題
終
」
と
尾
題
有

り
。

尾
最
終
葉
裏

に
徳
倉
昌
堅

の
跋
語

(首
題
無
く
、
末

に

「
延
寳

二
年
甲
寅

秋
七
月
徳
倉
昌
堅
/
書
於
洛
陽
銅
駝
坊
」
と
題
す

、
無
点

)
を
付
す
。

 

本
文
巻
頭
は

「老
子
庸
齊

口
義
上
」
、
次

行
低
七
格

「
盧
 
齊

 
林

希
逸
」
、
第

三
行
低

二
格

「
道
可
道
章
第

=

と
。
上

巻
尾
題
は
巻
頭
内

題
に
同
じ
。
下
巻

は
本
文
末
字

の
下
隔

一
格

に

「大
尾
」

と
の
み
題
す
。

 

四
周
単
辺

(
一
七

・
九

×

=
二
・
九
糎
)
、
外
郭

(二
四

・
九

×

一
七

・

一
糎
)
あ
り
。
無

界
、
毎
半
葉

八
行
行
十

六
字

、
注
改
行

低

一
格
中
字
単

行
行
十
八
字
。
首
書
小
字
毎
半
葉
廿

二
行
行
卅

六
字
、
内

郭
直
ヒ
部
は
行

十
字
。
版
心
白

口
単
自
魚
尾
、
中
縫
題

「老
子
經
巻
上

(下
) 

(丁
付
)」
。

経
文
注
文
首
書
並
び
に
返
点

・
縦
点

-
送
仮
名

、
経
注
文
に
は
ま
ま
振
仮

名
を
付
刻
。
行
間
字
傍

に
本
書
本
文

中

の
関
連
箇

所
、
或

い
は
引
用
書
名

篇
名
を
示
す
引
照
注
記
、
音
義

注
を
付

刻
。
首

書
は
、
標
出
要
語
に
は
墨

囲
、
各
条
頭

に

「
○
」
を
冠
す
。

 
尾
の
跋
語
末
行

に
接

し

一
格

を
下
げ

、
「
二
條
通
玉
屋

町
上
村
次
郎

右

衛
門
重
刊
」

の
刊
記

一
行
が
有

る
。

 
徳
倉
氏
跋
語

の
全
文
は
以
下

の
如
し
。

 
 
道
徳
經
上

下
篇
余
甞
採
諸
註
之
約
言
考

 
 
文
字

之
來
源
書
以
付

于
梓
已
向

二
十
年

 
 
舊

刻
靡
乱
脱
誤
惟
夥
於
是
乎
剞
鯏
氏
重

 
 
請

改
正
余

不
得
辞
之
世
務
之

暇
増
補

不

 
 
足
除
却
有
餘

以
應
其

需
庶
幾
有
小
補

將

 
 
來
云
延
寳

二
年

甲
寅
秋
七

月
徳
倉

昌
堅

 
 
書
於
洛
陽
駝
坊

 
此

の
跋
語
に
云
う

「
舊
刻
」

が
前
掲
明
暦
三
年
刊
本

で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か

で
、
本
版
は
そ

の
増
補
訂
正
版
で
あ
る
が
、
経
注
本
文
部
分

は
殆

ど

覆
刻
に
近
く
、
鼇
頭
部
分
も
改
正
部
分
を

除
け
ば
覆
刻
と
言

っ
て
も
よ

い
。

「舊
刻

」
で
は
題
簽

に

「道
春
首

書
」
と
題

さ
れ

て
い
る
が
、
実

は
徳
倉

昌

堅
に
よ

る
も

の
で
あ

る
こ
と

が
判
明
す

る
。

二
十
年
足

ら
ず

の
間

に

「舊
刻

靡
乱
」
し
改
版

に
及
ん
だ
こ
と
は

、
こ
れ
ま
た
本
書

の
弘

通
を

物

語

る
も

の
で
あ

ろ
う
。

〈斯
道
文
庫
蔵

〉 
 

 
 
 

 
 

 
 

和
大

二
冊

(
一
二
六
I

ト
三
七
)
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暗
褐
色
色
表
紙

(
二
六

・
九

×

一
九

二
二
糎
)
、
原
題
簽
は
乾
冊

上
部

分

の
み
残
存

。
経
文

-
口
義

に
朱
引

・
朱
合

点
、
行

間
字
傍

に
朱
墨

の
振

仮
名
字

訓
字
義
等

の
書

入
れ
が
多

い
。
朱
墨

同
手

。
墨

が
後
筆

の
よ
う

で

あ
る
。

「
慶
應
義

/
塾
大
學

/
斯
道
文

/
庫
之
印
」

(朱

方
)

の
印

記
。

〈慶
應
義
塾
図
書
館

(日
吉
)
蔵
〉

和
大

二
冊

(K

一
二
四
ー
㎞

一
-

二
)

 

縹
色
表
紙

(
二
七

・
一
×

一
九

・
四
糎
)
、
書
題
簽

「老
子
經
」
、

下
冊

に
の
み
題
下

に

「下
」
と
。
極
希

に
朱
引
あ
り
。
上
巻
末

に

「滝
下
/
耳

洒
菴
曦
山
應
周
/
 
淳
叟

(花
押
)
之
」
と
、

下
巻
跋
尾

に

「
大
山
下
瀧

朴
叟

(花
押

)
」
、

下
冊
後
見
返

し

に

「
慈
蓬
幸
淳

石
」

と
墨
識
あ

り
。

「慶
應
義
塾
/
大
學

日
吉
/
研
究
室
印
」

(朱
方
)

の
印
記
。

〈
九
州
大
学
附
属
六
本
松
図
書
館
蔵
〉

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

和
大

二
冊

(
一
二
⊥ハ
ニ

ニー

R
四
五

'
-

こ

 

縹
色
表
紙

(二
七

二
二
×

一
九

二
二
糎
)
、

原
題
簽

の
損
傷
甚
だ

し
く

乾
冊

の

「老

子
經
 
乾
」
、
坤
冊

の

「
坤
」
が
辛
う
じ
て
判
読
で
き
る
。
首

書
本
文

に
亙
り
朱
句
点

・
圏
点

・
朱

引
が
施

さ
れ

(首

書

へ
の
加
朱

は
第

十
章

ま

で
で
、

以
下
は
極
ま

れ
に
合

点
を
認

め
る
の
み
)
、
行
間

に
字
義

句
釈
等

の
書

入
れ
が
見

ら
れ
る
。
巻

上
内

題
下
に

「旁

以
レ朱
訓
レ
之
者

河

上
公
注
也
雖

レ然
其

間
有

・取
捨

/
都
未

一レ
必
都
是

一」

と
朱
書

さ
れ
て

い

る
よ
う

に
、
経
文

の
字
傍

に
河

上
公
注

と
の
引

照
が
多

く
、
章

題
下
に
は

河
上
公
本
章
名

を
旁

記
す
る
。
見
返

し
に
は
墨
筆

の
書

入
れ
も
見

ら
れ
、

「
史
記
」

「漢
書
」

「
韓
非
子
解
老
」
等

か
ら

の
引
用

が
あ
る
。
後
見
返

し

に

「
義
舟
」
、

両
冊
末

葉

に

「活
秀
」

の
墨
署
が
あ

る
。
表

紙

に
福
岡
図

書
館
所

用
の
函
架
番
号
等
を
記

し
た

ラ
ベ
ル
及
び

「保
管
」
と
朱
枠
内

に

印
刷

さ
れ
た
紙
箋

が
貼
付
さ
れ
、

「保
管
」
枠
左
外

に
は

「
高
橋

(氏
)
」

(
「氏
」

は
朱
刷
)

と
墨
書

が
あ
る
。

「大

正
十

五
年
三
月

二
十

日
高

橋
求

身
」

の
寄
贈
印
、
及

び

「福

岡
高

等
学
校
」

(朱

重
円
、
内
円
内

に

「
図

書
」
と
)

の
蔵
書
印
が
あ
る
。
大
正
十
五
年

高
橋
求
身
寄
贈
私
立
福
岡
図

書
館

(明
治
三
十
五
年
創
設
)
旧
蔵
本
0
後

に
九
州
大
学
教
養

部
等

の
母

体
と
な

っ
た
旧
制
福
岡
高
等
学
校

(大

正
十
年

十

一
月
創
設
、
昭
和
二
十

五
年
三
月
廃
校
)
が
購
入
し
本
館
に
引
き
継

が
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う

。

〈
無
窮
会

図
書
館
蔵
〉 

平
沼
文
庫
 
 

 和
大

二
冊

(平
沼

冖
○
.-一四
九

)

 

縹
色
表
紙

(二
五

・
八

×

一
九

・
一
糎

)
、
乾

冊
の
原
題
簽
遺
存
、

坤

冊
は
欠
失

し
書
題
簽
を
補

い
、
「
老
子

經
 
坤
」

と
題
す
。
朱

句
点

・
朱

引
の
書

入
れ
が
あ
る
。
「遠

湖
/
図
書
」

(朱
方

)、

「内

田
氏
/

図
書
記
」

(朱

長
方
)
、

「
明
治
三
十
年
八
月
由
/
熊

本
帰
誤
落
行

李
於
/
海
此
本
為

所
浸
湿
者
」

(墨
長
方

)
、
「無
窮
会
/
神
習
文
庫
」

(朱
長
方
)

の
印
記

。

内

田
遠
湖

(名
は
周

平
、
安

政
五
年

〈
一
八
五
八
〉
生

、
昭

和
二
十
年

〈
冖
九

四
五
〉
没

)
旧
蔵
書
。
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〈
東
京
大
学
総
合
図
書
館

蔵
〉 

三
条

公
爵
家
本

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
和
大
合

]
冊

(B
六
〇
-

一

一
七
五
)

 
縹
色

表
紙

(
二
七

・
一
X

一
九

・
四
糎
)
、
原

題
簽

は
乾
冊
分

の
下
方

の
極

一
部

「
經
 
乾
」

部
分
の
み
残
存

。
「
法
縁
寺
」

(墨
無
郭

)
、
「
三
條

/
之
印
」

(朱
方
)
、
「
東
京
帝
/
国
大
学
/
図
書
印
」

(朱
方

)

の
印

記
。

三
条
公
憲
旧
蔵
0
大
正
十
三
年
四
月
七
日
三
條
實
憲
寄
贈
本

。

〈西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
〉 

 
 

 
 
 

 
 

和
大

二
冊

(九
八
-

二

「
)

 
縹
色

表
紙

(
二
七

ニ

ハ
×

一
九

二
二
糎
)
、
原
題
簽

を
遺
存
す
。
朱
句

点

・
朱
引

・
振
仮
名
が
施
さ
れ
、
ま
れ
に
行

間
に
朱
筆

で
字
義
句
釈
等

の

書
入

れ
が
あ

る
。
「
岩
瀬
文
庫
」

(朱

長
方

)
の
印
記
あ

り
。

〈早
稲

田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
〉 

 

和
大

二
冊

(
ロ

=
二
ー

二
五
四
九

)

 
縹
色

表
紙

(
二
六

・
七

×

}
九

二
二
糎

)
、
乾

冊
の
み
原
題
簽
が
遺

る

が
下
半
部
分
破
損
。
朱

の
句
点

・
朱

引
が
施

さ
れ
、
所

々
訓
点

が
訂
正
さ

れ
る
。
経
注
本
文

の
行
間
字
傍

に
墨
細
筆

(朱
を
交
え
る
)
の
字
義
句
釈

、

引
証
注

記
等

の
和
文
を
淆
…え
た
書
人
れ
が
周
密

で
あ

る
。
乾

冊
見
返

し
に

は
林

羅
山
撰

『
老
子
經
抄
』
、

林
經
徳
莊
子
後
序
、
莊

子
膚
齋

口
義

の
林

同
序
注
等

の
要
文
を
移
写
し

て
あ
る
。
「坂

本
/
文
庫
」

(朱
方

)
、
「多
福

藏
書
」

(墨
長
方
)
、
「
早
稲
田
/
大
學
/
圖
書
」

〔朱
方

)

の
印

記
。
他
に

白
文
方

印
二
顆
あ

る
も
印
文
不
明
。

〈
大
東
文

化
大

学
図
書
館
蔵

〉 
前
川
蔵
書
 
 

和
大

二
冊

(M
六

二
五
)

 

縹
色
表
紙

(二
七

・
0
×

一
九

・
二
糎

)、

原
題
簽
遺
存
。

但
、
少

し

く
傷
損

。
上
巻

に
の
み
朱
引
、
朱

の
振
り
仮
名

・
送

り
仮
名
、
訓
点
訂
正
、

字
義
句
解

の
書

入
れ
が
あ
り
、

一
部
墨
筆
も
交

え
る
。

「雄
徳

山
/
豊
蔵

坊
」

(朱

長
方
)
、
「
大
東
文

/
化
大
學
/
圖
書
館
」

(朱
方
)

の
印
記
。
豊

蔵
坊
信
海

(寛
永
三
年

〈
「
六

二
六
〉
生
、
貞
享

五
年

〈
一
六
八
八
〉
没
)

手
沢
本
。
大
東
文
化
学
院
教
授

で
あ

っ
た
研
堂
前
川
三
郎

(昭
和
三
十

三

年

〈
一
九
五
八
〉
没
)
旧
蔵
書

。

〈
都
立
中
央

図
書

館
蔵
〉 
特

別
買
上
文
庫
 

 和
大

二
冊

(特
七
八
七
九

)

 

縹
色
表
紙

(二
六

・
八

×

一
九

・
五
糎
)
、
原
題
簽
遺
存
。

朱
引

・
朱

句
点

振
仮
名

の
書
入
れ
あ
り
。
後
見
返

し
に

「
羽
生
里
發
戸
村
/
觀
乘
院

/
隆
覺
」

の
墨
所
持
識
語

。
「
落
合
氏
/
図
書
記
」

(朱
方
)
、
「安

藤
文
庫
」

(朱
長
方

)
、
「東

京
都
立
/
日
比
谷

図
書
/
館
蔵
書
」

(朱
方
)

の
印
記

。

〈
都
立
中
央

図
書
館

蔵
〉 
市
村
文
庫
 

 
 

和
大

二
冊

(
一
二
六

凹
三

)

 

後
補
黄
色
表
紙

(
二
七

・
二
×

一
九

・
一
糎
)
、
原
題
簽
欠

失
。
上

冊

は

「老

子
經

 
天
」

と
打
付

け
に
墨
書
。
下
冊

に
は
外
題
無
し
。
経
注
文

及
び
首
書

に
朱

引

・
朱
句
点

圏
点
が
施

さ
れ

、
眉
上

・
見
返
し
等
余
白

に

は
、
墨
筆

で
難

読
字
句
を
標
出

し
て
音

訓
を
旁
記
す
0

「
市
村

氏
/
蔵

書

記
」

(朱

長
方

)
、
「
市
村
文
庫
」

(墨
無
郭
)
、
「東
京
都
/
立
図
書
/
館

蔵

一53一



書
」

(
朱
方

)

の
印

記
あ

り
。
東

洋
史

学
者

市
村
讚

次
郎

(
元
治

元
年

△

八
六

四
V
生
、
昭
和

二
十

一
年

全

九
四
七
V
没
)

の
旧
蔵

本
。

〈
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
〉 

 

 
 

 

 
 

和
大

二
冊

(
]
…
四
ー

二
九

)

 
縹
色
表

紙

(
二
七

・
「
×

一
九

・
○
糎
)
、

題
簽
欠

落
。
朱
句
点

.
圏

点
、
訓
点
訂
正
等

の
書
入
れ
が
あ
る
。
最
終

葉
裏
内

郭
左

外
に

「
翠
里
酒

巻
子
貞
」
と
墨
識
。
「
酒
巻
/

口
島
」

(朱
方

)
、
「佐

々
木

氏
/
蔵
書
印
」

(朱
方
)

の
印
記
。

〈
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵

V 

石
崎
文
庫

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

和
大

二
冊

(石

一
八
八

・
六
ー

こ

 
縹
色
表
紙

(二
六

・
八

×

一
九

・
二
糎
)
、
題
簽

上
左

端

一
部
傷
損
。

白
文
方
形

の
墨
印

一
顆
を
認
め

る
も
判

読
不
能
。

「大

阪
府
立
/
図
書
館

/
蔵
書
之
印
」

(朱
方
)

の
印

記
。
奈
良
在
住
漢
方

医
石
崎
勝
蔵

(弘
化

二
年

〈
一
八
四
五
〉
生
、
大
正
九
年

〈
一
九

二
〇
〉
没
)
創
設
私
立
石
崎

文
庫
旧
蔵
書
。
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
十

七
日
受

入
。

〈
大
阪
府
立
中
之
島
図
書

館
蔵

〉 

 

 

和
大

二
冊

(
一
八
八

・
三
八
②

)

 
縹
色
表
紙

(二
六

・
八

×

冖
九

・
二
糎
)
、

原
題
簽

遺
存
。
朱
句
点

・

朱
引

・
朱
振
仮
名

の
書
入
れ
が
あ
る
。
白
文

方
形
印

一
顆
を
認
め
る
も
印

文
不
明

。
「
粟
津
/
蔵
書
」

(朱
方

)
、
「
和
田
/
蔵
書
」

(朱
方
)
、

「大
阪

府
立
/
図
書
館
/
蔵
書
之
印
」

(朱
方
)

の
印
記
。
和
田
義
澄
寄
贈
図
書
。

昭
和
二
十

一
年

⊥ハ
月

「
日
受

入
。

〈静
嘉
堂

文
庫
蔵

〉

中
村
敬
宇
本

 

 

 

 
和
大

二
冊

(
四
七
附

八
〇
)

 

縹
色
表
紙

(二
七

.
二

×

一
九

・
四
糎

)
、
原
題
簽
遺
存

。

一
部

に
朱

引

・
朱
句
点

・
圏
点

の
書

入
れ
が
あ

る
。

「中
邨
敬
宇
/
蔵
書
之
記
」

(朱

長
方

)
、
「静
嘉
堂
蔵
書
」

(朱
長
方
、
双
郭
)
、
「中
村
本
」

(朱
長
方

)
の

印

記
。
中
村
敬
宇

(
天
保

三
年

〈
一
八
三
二
〉
生
、
明
治

二
十

四
年

企

八
九

一
V
没

)
旧
蔵
書
。

〈
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

〉 

 
 

 

 
 

和
大

二
冊

(
一
四
六
-

一
五
九

)

 
縹

色
表
紙

(
二
七

・
㎜
×

一
九

・
○
糎

)
、
題
簽
欠
落
。

行
間

に
白
筆

で
字
義
句
解
等

の
和
文

の
書

入
れ
が
周
密

で
、
ま
れ

に
朱
引

、
ま
た
朱

で

訓

点
が
補

訂
さ
れ

て

い
る
。

「
栗
本
/
文

口
」

(朱

方
)
、

「
岩
瀬
文

庫
」

(朱

長
方

)
の
印

記
あ

り
。

〈東

北
大

学
附
属
図
書
館
蔵

V

狩

野
文
庫

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

和
大

二
冊

(狩

ニ
ー

二
五
五
〇
二
)

 
茶

色
空

押
卍
繋
ぎ
覆
表

紙

(二
七

・
○
×

一
八

.
八
糎

)、

「東

北
帝
国

/
大

学
図
書
」
と
空

押
し
さ
れ
、
書
題
簽

を
貼
付
、

「老

子
廚
斉

口
義
」

と

題
さ
る
。
元
表
紙

は
茶
褐
色

、
原
題
簽
欠
落
。

「醴
泉
亭
」

(朱
長
方

)
、

「
狩
野
博

士
集
書

」

(朱
長
方

)
の
印

記
。

〈
天
理
大

学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

〉 
古
義
堂

文
庫

 
伊
藤
東

涯
書

入
本
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和
大

二
冊

(
]
七
五
ー

]
)

 

縹
色
表
紙

(二
七

・
五
×

一
九

.
四
糎
)
、
原
題
簽
完
存
。

一
部
に
朱

引

・
朱
句

点
、
上
層
等

余
白

に

「
胤
按
」

と
標
記
せ
る
伊
藤
東
涯

の
評
説

等

の
書

入
れ
が
あ
る
。
「
長
胤
/
之
印
」
(朱
白
交
方
)

の
印
記
。
伊
藤
東

涯

(名
は
長
胤
、
寛
文
十
年

く
一
六
七
〇
V
生
、
元
文
元
年

〈
 
七
三
六
〉

没
)
手

沢
旧
蔵
書

。
昭
和
二
十
九
年
九

月
三
十

日
天
理
図
書
館
受
入
。

〈京

都
大
学
文
学
部
蔵
〉 

 
 

 

和
大
合

一
冊

(中
哲
文
C

M
6
-

8
)

 

後
補
赤
紫
色

空
押
唐
草
卍
繋
ぎ
表

紙

(二
六

・
六

×

一
八

・
九
糎

)
、

書

題
簽

「
老
子
膚
齋
口
義
 
全
」
と
題
す
。

一
部

に
朱
筆

で
句
点
、
訓
点

訂
正
、
字
義
句

釈
等

の
書
入
れ
が
あ
る
。

〈
小
浜
市
立
図
書
館

蔵
〉 

酒
井
家
文
庫

 
 

 

 
 

 
 

 

和
大

二
冊

 

褐
色
表
紙

(
二
六

・
九

×

]
九

.
六
糎
)
、
原
題
簽
遺
存
。

〈
新
潟
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〉
 
 
 

 

和
大

二
冊

(子
1

14
1

0
-

4
)

 

未
見
。
高
橋
智
氏
調
査

に
拠
る
。

 

縹
色
表
紙

(
二
七

・
七

×

一
九

・
○
糎
)
、
原
題
簽
遺
存
、

一
部
傷
損
。

「
新
潟
縣
/
高

田
師
/
範
学
校

/
図
書
印
」
、
「新
潟
/
第

二
師
/
範
学
校
」
、

「
藤
口
/
口
兼
」

(白
文
)

の
印
記
。

〈早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料

セ
ン
タ
ー
蔵
〉
 
津
田
文
庫

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

和
大

二
冊

(文
庫

一
ー

一
五
六
八
)

 
薄
縹

色
表
紙

(二
七

・
八

×

一
九

・
二
糎
)
、
坤

冊
元
題
簽
は
剥
落

し

て
冊
中

に
遺
存

、
乾
冊
は
殆
ど
傷
損

し

「
經
」
字
部
分

の
み
僅
か
に
残
存
。

眉
上
行
間
余
白

に
墨
筆

の
字
義
句
釈
、
イ
本
と
の
校
異

、
『老
子
翼
』

「孫

鑛
」
等
諸

家
注
説
、

「禮

記
」
「
書
集
傳
」

「公
羊
傳
」

「史

記
列
傳
」

「家

語
」

「
維
摩

經
」

「
列
子
注
」

「列
仙
傳
」
等
諸
書

引
証
等

の
書
入
れ
が
多

く
、
和
文
注
釈

、
按
語
を
交
え

る
。
巻
下

に
は
朱

の
句
点

・
圏
点

、
希

に

合
点

が
施
さ
れ
、
処

々
胡
粉

で
訓
点
が
訂
正
さ

れ
て

い
る
。
「
口
川
氏

/

永
玩
記
」

(朱
長
方

、
朱
斜
線

二
本

で
抹
消
)
、
「
つ
だ
文
庫
」

(朱
長
方

)
、

「早
稲

田
大
学
/
図
書
館
蔵
書
」

(朱
長
方
)
の
印

記
。
歴
史
学
者
津

田
左

右
吉

(岐
阜
県
生

、
明
治
六
年

(
一
八
七
三
V
生

、
昭
和

三
十
六
年

二

九
六

「
〉
没
)
旧
蔵
書

。
昭
和

三
十
七
年
七
月
津
田
常

子
寄
贈
本

。

〈早
稲

田
大
学

中
央

図
書
館
蔵

〉 

 

和
大

二
冊

(
ロ

一
三
ー

三
〇
八
七
)

 
後

補
黄
茶
色
表

紙

(
二
七

・
○

×

一
九

.
一
糎

)
、
書

題
簽

「
舗
 

老

子

 
 
乾

(坤

)」

と
題
す
。
朱

の
句
点

.
朱
引

、
ま
た
イ

ン
ク
で
圏

点

が
施
さ

れ
、
首

二
十
章

の
行
間
字
傍

に
は
希
に
朱
墨
で
字
義
和

訓
等

の
書

入

れ
が
あ

る
。

「奥

村
/
文
庫
」

(朱
方

)
、
「
早
稲

田
/
大
學

/
圖
書
」

(朱

方
)

の
印
記

。
他

に
白
文
長
方
印

〕
顆

あ
る
も
墨
消
さ
る
0

明
治
大

正
期

の
政
治
家
島

田
三
郎

(嘉
永

五
年

企

八
五

二
〉
生
、
大

正
十

二
年

〈
一
九

二
三
〉
没
)
旧
蔵
、
大
正
十

三
年

二
月
島
田
孝

一
寄
贈
本
。
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〈
三
原
市
立
図
書
館
蔵
V 

貢
山
文
庫

 
 

 

 
 

 

 
 

 

和
大

二
冊

 
縹
色
表
紙

(二
七

・
二
×

]
九

・
八
糎
)
、

原
題
簽

欠
失
。
朱

引

・
朱

句
点

■
圏
点
が
施
さ
れ
、
行
間
に
墨
筆

(少

し
く
朱

筆
を
交

え
る
)

で
和

文

の
注
説
書
入
れ
が
あ
る
。
但
、
第

二
十

「
章

以
降
は
殆
ど
朱
筆

の
み
で

書
入
れ
は
少

な

い
。
「
岡
邨
/
順
印
」

(白

方
)
、

「岡

邨
」

(朱

小
長
方

)

の
印
記
。
他

に
白
文
方
形
印

一
顆
有

る
も
印

文
不
明
。

〈
新
潟
県
立
図
書
館

蔵
〉 
 

 
 

 
 

和
大

二
冊

(子
照
三
〇
二
五

一
)

 
未
見
。
高

橋
智
氏
調
査

に
拠
る
。

 
後
補
茶
色
表
紙

、
「
老
子
鷹
齊

口
義

上

(下
)
」
と
墨
書

。

「口
/
華

」

(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

〈
祐
徳
稲

荷
神
社

蔵
〉 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

和
大
合

]
冊

(五
九
六
)

 
縹
色
表
紙

(二
七

・
六

×

】
九

・
四
糎

)
、
原
題
簽

破
損

。
朱
圏
点

、

行
間
に
朱
墨

の
評
注
校
語
等

の
書
入
れ
あ
り

。
「
谷
口
/
中
秋
」

(朱

方
)
、

「
藍
田
/
書
院

/
蔵
書

」

(朱
方
)
、
「
西
肥
/
木
俊
」

(墨
方
)
、

「鹿

洞
/

蔵
書
」

(朱
方
)
、
「
祐
徳
/
文
庫
」

(朱

方
、
双
郭
)

の
印
記
。
谷
口
藍
田

(文
政
五
年

全

八
二
二
〉
生
、
明
治
三
十
五
年

〈
冖
九
〇
二
〉
没
)
、
鹿

洞

(大
正
三
年

〈
一
九

」
四
〉
没
)
旧
蔵
書

。
藍
田
は
肥
前

有
田
出
身

の

儒
学
者

で
名
は
中
秋
。
広
瀬
淡
窓

の
門
人
で
咸

宜
園

の
出
。
明
治

二
十
九

年

に
藍
田
書
院
を
建
立
し
開
講
す
る
。
鹿
洞
は
諱
は
豊
、
藍
田

の
五
男
。

〈大

阪
大

学
附
属

図
書
館
蔵

〉 

岡
田
文
庫
 

 
 

 
 
 

 
 
和
大

二
冊

 
同
版
種

の
取
合

わ
せ
本
。
縹
色
表
紙

(
二
六

・
七

×

「
九

二
二
糎
)
、

書
題
簽

「老
子
経

註
入
 
上

(
下
)」

と
題
書
。
上

冊

に
は
部
分
的

に
朱

筆
の
句
点

・
振
仮
名

、
字
句

訓
義

の
書

入
れ
、
下
冊

に
は
墨
筆

で
字
義
句

釈
等

の
書
入

れ
が
甚

だ
多

い
。
上
冊
末
葉
表

上
眉
に

「
明
治

廿
九
年

八
月

十
二
日
於
/
盛
岡
紺
屋

町
書
店
求

之
/
東
安

山
人
」

の
墨
筆

購
得
識

語
を

認
め
る
。
下
冊
後
見
返

し
に
は

「關

原
季
高
」

と
、
後

表
紙

に

「關

原
立

淵
」

と
墨
署

さ
る
。

「吾

不
口
/
甘
句
」

(朱
長

円
、

上
冊
の
み
)
、
「關

/

原
」

(朱
方

、
下
冊
の
み
)、

「善

/
口
」

(白
長
方
、

下
冊
の
み
)
、
「
河
内

/
岡
田
/
文
庫
」

(朱
方

)
、

「大
阪
大

/
学
図
書
/
之
印
」

(朱

方
)

「大

阪
大
学

図
書
」

(朱

長
方

)
の
印
記

。
岡

田
伊
佐
衛

門
旧
蔵

。

〈上
越
市
立
高
田
図
書
館
蔵
〉 

修
道
館
文
庫
 
和
大

二
冊

(
二
〇
1

九
四
)

 
縹
色
表

紙

(
二
七

・
二

×

一
九

・
二
糎

)
、

原
題
簽

遺
存

、
右

肩

に

「
修
道
館
文
庫
」

の
書

票
を
貼
付

。
ま
れ
に
朱
筆

で
訓
点

訂
正
、
合
点

・

朱
引

、
行

間
に
字
訓

の
書
入

れ
。
両
冊
末
葉
裏

に

「正

州
魯
官

(花
押

)」

と
墨

署
あ
り

。
「
正
/
州
」

(
墨
鼎
形

)
・
「魯

/
官
」

(墨
内

円
外
方

)
、
以

上
連

印
。

「山
家

/
圖

籍
」

(朱
長
方

)
、
「
中
根
善
次
郎

長
方
蔵
」

(朱

長

方
)
、
「
高
田
」

(朱
方

、
向

龍
紋

)
、
「脩

道
/
館
印
」

(朱
方

〉
の
印

記
が

あ
る
。
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〈京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
V

和
大

二
冊

(和

一
二
四

二

一ニ
ー

R
四
五
)

 
香
色
艶

出
し
表
紙

(
二
七

・
一
×

一
八

・
六
糎
)
、
原
題
簽
傷
損
。

首

書

に
朱
筆

で
訓
点
訂
正
、
合
点

・
朱
引
等

の
書
入
れ
あ
り
。
ま
た
経
文

に

は
鉛
筆

に
よ

る
字
訓
等

の
書
き
込

み
が
多

い
。

「青
易
/
山
人
」

(白
方

)
、

「佐
伯

/
大

印
」

(朱
方

)
、
「
京
都
府
立

/
総

合
資

料
/
館
藏
書
印
」

(横

書

、
朱
方

∀
、

「寄

贈
/
 

小
林
市
太

郎
様
/
平
成

三
年

二
月
十
四

日
」

(朱
長
方
)

の
印
記
。

 
 

 
同
 
 

 
 
 
民
国
五
九

(
一
九
七

〇
)
刊

(台
北
 
藝
文
印
書

 
 

 
 
 

 
 

 

館
)

影
印
延
寳
二
年
京
上
村
次
郎
右
衛

門
刊
本

 
 

 
 
 

 
 

 

無
求
備
齋
老
子
集
成
續
編
所
収
 
 

 
唐
中
二
冊

 
外
題
は

「軈
鵬
増
補
首
書
老
子
經
」
と
表
紙

に
直
接
印
刷
。

「平
山
正
直

/
藏
書
之
印
」

(長
方
)

の
底
本

の
印
影
を
残
す
。

 
 
又
 
 

 
 
 

 
寶
永
六

(
㎝
七

〇
九
)
修

(大
坂
 
寳
文
堂
大
野

 
 

 
 
 

 
 

 

木
市
兵
衛
)

 
題
簽
改
刻

さ
れ

「醐
黼

一
老
子
經
 
上

(下
)」
と
題
さ

る
。

 
尾

の
徳
倉
昌
堅
跋
語
末

二
行
と
刊
記

「來
云
延
寳
二
年
甲
寅
秋
七
月
徳

倉
昌
堅
/
書
於
洛
陽
駝
坊
/

二
條
通
玉
屋
町
上
村
次
郎
右
衛
門
重
刊
」
を

入
木
改

修
。

「來
云
延
寳

二
年
甲
寅
秋
七
月

徳
倉

昌
堅
」

の

一
行

は
原
板

と
同
文

で
あ
る
が
、
次

の
二
行

に
以
下

の
刊
記
を
刻
入
す

る
。

 

 
寶
永

六
己
仕
歳

五
月
吉

日

 

 
 

 
 
 

 
 
大
坂
心
齋
橋
筋
安
堂
寺
町
秋
田
屋

 

 
 

書

林

寳

文

堂

大

野

木

市

兵

衛

刊

行

 

『
黼
書
籍

目
録
大
全

』
元
禄
九
年

刊
本
、

同
寶

永
六
年
増
修
本

、
正
徳

五
年
修

本
に
収
載

の

「
老
子
經

口
義
増
補
首
書
」
は
即
ち
本
版

で
、
版

元

名

は
元
禄
九
年

刊
本
で
は

「
上
村
次
」

と
あ
り
、
寶
永

六
年
増
修
本
、

正

徳

五
年
修
本

で
は

「
秋

一
」

に
代
わ

っ
て
い
る
。

「
秋

一
」
は
秋

田
屋
市

兵
衛

(大
野
木

氏
)

の
略
符
で
あ
ろ
う

。
蔵
版
者

の
変

更
が
書
林
出
版

目

録

に
も
間
違

い
な
く
反
映
さ
れ

て
お
り
、
寶
永
六
年
に
版
木

は
京

の
上
村

か
ら
大
坂

の
秋
田
屋
に
移

っ
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

〈
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵

V 

 
 

和
大
二
冊

(
ロ
八
八
四
-

二
〇
七
)

 

茶
褐
色
表
紙

(二
六

・
八
×

一
九

.
一
糎
)
、
新

補
書
題
簽

「老
子
林

註
 
上

(下
)
」
と
墨
書
。
「蔵

書
印
/
和
書

〈外

縁
に

「東
京
教
育
大
学

/
附
属
図
書
館
」
〉
」

(朱
横
長
双
円
)

の
印
記
。

〈
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵

〉 
南

葵
文
庫

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

和
大

二
冊
合

一
冊

(B
六
〇
ー

一
七
七
八
)

 

縹
色
表
紙

(二
六

二

一
×

二
八

・
六
糎
)
、
上
冊

の
み
原
題
簽
を
存

す
。

 

「嶋

田
氏
雙
/
桂

楼
収
蔵
」

(朱
長

方
)
、
「
南
葵
/
文
庫

」

(
朱
方

)
、

「
東
京
帝
/
国
大
学
/
図
書

印
」

(朱
方

)

の
印

記
。
島

田
篁
村

(天
保
九

年

く
一
八
三
八
V
生
、
明
治
三
十

一
年

〈
一
八
九
八
〉
没
)
旧
蔵

。
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〈
斯
道
文
庫
蔵
〉
 
 

 
 
 

 
 

 
 

和
大

二
冊

(
一
二
六
ー

ト

ニ
七
)

 
後
補
香
色
表
紙

(二
六

・
七

×

一
八

・
九
糎

)、
書
題
簽

「老
子
講
義

全
」
と
題
す
。
経
文

の
行
間
字
傍

に
墨
筆

で
句
義
語
釈
、
校
異
等

の
書
入

れ
が
多

い
。
ま
た
胡
粉
を
用

い
処

々
訓
点
が
訂
正
さ
れ
て

い
る
。
見
返
し

に
月
冷
舎
文
庫

の
書
票
を
貼
付
0
「
月
冷
蔵
/
書
之
印
」

(朱

長
方
)
、
「
慶

應
義
塾
大
學
/
斯
道
文
庫
藏
書
」

(朱
長
方
)

の
印
記
あ
り
。

〈
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵

V

和
大
二
冊

(㎝

…
二
四

・
二
ニ
ー

R
四
五
)

 
茶
色
表
紙

(二
六

・
七

×

一
九

・
○
糎
)
、

原
題
簽

傷
損
。
行

間
、
希

に
字
義
等

の
墨
筆
書
入
れ
あ
り
。
「
京
都
府
立
/
総
合
資

料
/
館
藏
書
印
」

(横
書
、
朱
方
)
、
「
京
都
府
立
総
合
資
料
館
」

(墨
長
方
)
、
「
寄
贈
/
 
古

久
保
末
雄
殿
/
昭
和
四
十
六
年
三
月

二
十
五
日
」

(墨
長
方
)

の
印
記
。

〈
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
〉 

 
 
 
 

和
大

二
冊

(和

一
七

二
ー
三
)

 
新
補
黒
色
表
紙

(
二
六

-
四
×

一
九

・
○
糎
)
、
「
京
都
府
/
図
書
館
」

と
空
押

し
。
書

題
簽

「老

子
經

口
義

 
上

(下
)
」
。
「寶
輪
館
」

(朱
長
方
)
、

「京
都
府
/
図
書
印
」

(朱
方
)
、

「京
都
府
/
図
書
館
」

(朱
方
)

の
印
記
。

他

に
龍
紋
飾
り
枠

の
朱
長
方
印
、
朱

で
塗
抹
さ
れ
印
文
は
不
明
。

又

 

罐

(驫

詳

繕

大
野
木
市
兵
衛
)

 
題
簽

「鞫
駈

」
老
子
經

 
乾

(坤
こ

と
改
刻
さ

る
。

〈
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
〉

和
大

二
冊

(
一
二
六

-
㎜
1

六
]二
②
)

 
茶

色
表
紙

(
二
六

・
八

×

一
九

・
一
糎
)
、
原
題
簽
完
存

。
朱
筆

の
返

点

・
縦
点

・
送
仮
名

・
振
仮
名

・
濁
点

、
ま

た
訓
点

が
訂
正

さ
れ
、
ま

れ

に

「
ィ
」

「
河

上
」
「
無

垢
子
」

と

の
校

異
等

の
書
入

れ
が
見

ら
れ
る
。

「
天
理
図
/
書
館
蔵
」

(朱
長
方

)
の
印

記
あ
り

。
昭
和

三
十
年

三
月

一
日

天
理
図
書
館
受

入
。

〈東
京
大
学

総
合
図
書
館
蔵

〉 
永
峯
文
庫

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

和
大

二
冊
合

一
冊

(
B
六
〇
ー

三
六

三
九

)

 
洋
装

仕
立
覆

表
紙

(
二
七

.
七

×

一
九

・
七
糎

)
、
原

表
紙
は

茶
色

(二
七

・
六

×

皿
九

・
七
糎

)
、
原
題
簽

遺
存

。
朱

の
校
字

、
ま

れ
に
行

間

に
句

釈
等

の
書

入
れ
が
見
ら
れ
、
第

二
十
章

ま
で
に
朱
句
点

が
施

さ
れ
て

い
る
。
「
正
利
」

(朱

長
方

)
、

「東

京
帝
/
国
大
学
/
図
書

印
」

(朱
方

)

の
印
記
。
昭
和
三
年
永

峰
春
樹

寄
贈

本
。

〈
建
仁
寺

両
足
院
蔵

〉 
 

 
 
 

 
 

 

和
大

二
冊

(百
六
十

八
番
箱

)

 
茶
色
表
紙

(二
六

・
九

×

一
九

二

糎
)
、

原
題
簽

を
存

す
。
墨
筆

で

振
り
仮
名

の
書
入
れ
あ
り
。
乾
冊
は
所
在
不
明
に

つ
き
未
調
査
。

 
 
又

逓
修

(江
戸

須
原
屋
茂
兵
衛
)

 
刊
記

の

一
部
を
入
木
改
修

。
即
ち
、
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月
吉
日

 
 
 
 
 

 
 
 

大
坂
心
齋
橋
筋
安
堂
寺
町
秋
田
屋

 
 
 
 
書

林

寳

文

堂

大

野

木

市

兵

衛

刊

行

を
削

除
し
、

 
 
寶
永
六
己
丑
歳
五
月
吉
日

 
 
 
 
 

 
 
 

日
本
橋
通
壹
町
目

 
 
 
 
書
林
 
 

 
 

須
原
屋
茂
兵
衞
版

と
改

め
る
。

「寶
永
六
己
丑
歳
五
」

の
七
字
は
原
刻

の
侭

で
あ

る
。

 
此
の
刊
記
が
真
を
伝
え

て
い
な

い
こ
と
は
明
ら
か

で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、

版
木

が
大
坂
秋
田
屋
か
ら
江
戸
須
原
屋
茂
兵
衞

に
移
行
し
た

こ
と
を
示
し

て
い
る
。
移
行

の
時
期

は
詳

ら
か
で
は
な

い
が
、
上
記

の
如

く

『
橢
書
籍

目
録
大
全
㎞
正
徳
五
年

(
一
七

一
五
)
修
本
収
載
同
書

の
版
元
記
載
は
依

然

「
秋

一
」
と
あ
る
か
ら
正
徳
五
年
以
後
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
大
東
文

化
大
学
図
書
館
蔵
〉
 
高
島
蔵
書
 
 

 和
大

二
冊

(T
三
四
四
)

 
浅
葱
色
布
目
表
紙

(
二
六

・
八

×

一
八

・
七
糎

)
、
坤

冊
の
元
題
簽
遺

存
。
乾

冊
分
欠
失
。

「
石
田
」

(朱

小
円
)
、
「
高
島

蔵
書
」

(朱
長
方

)
、

「大
東
文
/
化
大
学
/
図
書
館
」

(朱
方
)

の
印
記
。
高
島
菊
次
郎

旧
蔵
書
。

〈京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵

V 
 
 

和
大

二
冊

(
一
-
六
七
 

ロ

一
三
)

 
縹
色
表
紙

(
二
七

・
一
×

一
九

・
二
糎

)
、
元
題
簽
遺
存

。
朱
句
点
書

入
れ
が
あ

る
。

一
部
青
筆
を
交
え

る
。

「瞰
鍬
概
繍
齢
金

原
清

左
衛
門
寄
贈
」

(緑
長
方
)
、
「京
都
/
帝
国
大
学
/
図
書
之
印
」

(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

金
原
安
修

旧
蔵
書
。

〈
新
潟
大
学

附
属
図
書
館
蔵

V 
 

 

 

和
大

二
冊

(子
1

14
-

O
1

5
)

 
未
見

。
高
橋
智
氏
調
査

に
拠

る
。

 
縹
色
表
紙

(
二
六

・
五

×

一
九

・
○
糎

)
、

「老
子

 
上

(下
)
」
と
墨

書
。
「酬
任
天
堂
書
店
」

(緑

)
の
印
記
。

〈
大
東
文
化
大
学
図
書
館
蔵

V 
 

 
 
 

 

和
大

二
冊

(膃

一
〇
六
九

)

 
縹
色
布
目
表
紙

(
二
六

・
四

×

一
八

.
九

糎
)
、
坤

冊
元
題
簽
遺
存

、

乾
冊
分
は
欠
失
。
主
と

し
て
経
文
部
分

の
行
間
余
白

に
朱

細
字

の
字
義

和

訓
訳
解

の
書
入

れ
が
周
密
。
下
巻

で
は
書

入
れ
箇
所

は
ま
ば
ら
と

な
る
が

鉛
筆
も
使
用
さ
れ
部
分
的

に
は

よ
り
詳
細

で
あ

る
。
ま

た
老
子
経
文
を
章

毎
に
ガ
リ
版
で
印
刷

し
た
藁
半
紙

が
畳

み
込
ま

れ
、
そ

の
裏
面

に
ペ

ン
書

き
細
字
で
語
釈
等

の
メ
モ
が
遺

さ
れ
て

い
る
。
近

代
学
者

の
講
義

ノ
ー
ト

で
あ
ろ
う
。
「渡
部

/
文
庫
」

(朱
方
)
、
「京
都
文

/
求

書
堂
/
發
兌
記
」

(朱
長
方
)
、
「大
東
文

化
/
大
學
圖
/
書
館
印
」

(朱
方

)
の
印

記
あ
り
。

 
 
又
 

 
 
 
 
 
後
印

(大

阪
 

河
内

屋
卯
助
等

)

 
坤
冊
後
見
返
し
に
次

の
奥
付

が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 

 
 
 
江
戸
日

本

橋

南

壹

丁

目
 
 
須
原
屋
茂
兵
衞

 
 
 
 
 
 

 
 
 
同

浅

草

茅

町

二

丁

目

同

 
伊

八

 
 

三
 

都
 

 

 
 
同
 
日

本

橋

通

二

丁

目
 
 
山
城
屋
佐
兵
衞

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

小

路

町
 

 
西
 
宮
彌
兵
衞

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
橋

廣

 
 
 
 
 
 

 
 
 
同
 
中
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發

行

書

肆

同同大尾京 同同 同同
  阪州都
全全心名三十本下芝

1難1
入入町通角店 目町町

岡
田
屋
嘉
 
七

岡
 
村
庄
 
助

永
樂
屋
東
四
郎

英
 
屋
大
 
助

吉
野
屋
仁
兵
衛

菱
 
屋
藤
兵
衛

河
内
屋
喜
兵
衞

同
 
 
和
 
助

同
 
 
卯
 
助

 
河
内
屋
卯
助

の
出
版
活
動
は
慶
應
以
後
と
さ
れ

て
お
り

(澱

帳
書
賈
集

覽
』
)
、
幕
末
も
最
末
期

の
印
行
、
或

い
は
既

に
明
治
期

の
印
本
で
あ
る
可

能
性
も
あ
ろ
う
。

〈
九
州
大
学
附
属
図
書
館

中
央
図
書
館
蔵
〉

大

二
冊

(
一
一
=
ニ
ロ
ー
三
六
)

 
茶
色
覆
表
紙

(
二
六

・
八

×

一
九

.
二
糎
)
、
坤

冊

に
の
み
書
題
簽
を

添
え
、
題
書
程
式

は
原
題
簽

に
倣
う
。
巻
上

の
末
葉
欠

。
「
西
田
蔵
書
」

(朱
長
方
)
、
「
九
州
帝
国
大
学
図
書
印
」

(朱
長
方

、
双
郭
)

の
印

記
。

 
 
又
 

 
 

 

 
 
〔
明
治
〕
印

(京
 
文
求
堂
田
中
治
兵
衛

)

 
後
表
紙
見
返
し
に
次
の
奥

付
が
あ
る
。

 
 
和

漢

洋

書

籍

賣

捌

所

 
 
 
 
 
亰
都
寺
町
四
条
北
入
町

 
 
文

求

堂

 

田

中

治

兵

衛

〈
慶
應
義

塾
図
書
館
蔵

〉 

 

 
 

 
 

 

和
大

二
冊

(
リ
一
四
-

二
九

)

 
縹
色
布
目
表
紙

(二
六

・
四

×

一
九

-
○
糎
)
、

原
題
簽

遺
存
。
巻
上

に
朱
句
点

・
圏
点
、
朱
引

の
書
入
れ
が
あ
る
。
「
中
井
龍
子
/
寄
贈
書

籍
」

(朱
方
)
、
「
慶
應
義
塾

/
図
書
館

/
蔵

書
之
印

」

(朱
方
)

の
印
記
。

〈
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

〉 

和
大
二
冊

(
一
二
⊥ハ
.
一
ー

七
②

)

 

縹
色
布

目
表
紙

(二
六

・
五

×

一
九

.
○
糎
)
、
原
題
簽
完
存
。
表

に

「
鰭
黼

一
老

子
經
」

(子
持

ち
枠

で
囲
む
)
と
印

刷
せ
る
書

袋
を
遺
存
す

る
。

此

の
題
字
は
本
版
早
印
上
村
次
郎
右
衛

門
印
行
本

の
坤
冊
の
題
簽
と
同
版
、

但
、
題
下

の

「坤
」

字
は
削

ら
れ
て

い
る
。
朱
筆

で
句
点

・
圏
点

、
朱
引

の
書
入
れ
が
あ
る
。
「廣
池
/
蔵
書
」

(墨
方

)
、
「
天
理
/
図
書

/
館
印
」

(朱
方
)

の
印
記
あ
り

。
廣
池
千
九
郎

(慶
応

二
年

企

八
六
六
V
生
、

昭
和
十
三
年

〈
㎜
九

三
八
〉
没
)
旧
蔵
書
。

昭
和

三
年

四
月

一
日
天
理
図

書
館
受

入
。

〈
天
理
大

学
附
属

天
理
図
書
館
蔵

〉 

和
大

二
冊

(
…
二
六

・
一
-
六

三
)

 
縹
色
亀

甲
菊
花
紋
表
紙

(
二
六

・
九

×

一
九

・
○
糎

)
、
原
題
簽
完
存

。

各

冊
後
表
紙

に

「明
治
十
七
年
三
月
求
之
/
 
兵
藤
蔵
」

の
墨
識
語

が
あ

る
。
「英

四
郎
」

(朱
長
方
)
、

「天
理
図
/
書
館
蔵
」

(朱
長
方

)
の
印
記

。

昭
和

三
十
年

三
月

一
日
天
理
図
書
館
受
入
。

〈東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
〉
 
鴎
外
文
庫

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

和
大

二
冊

(
B
六

〇
1

三
六
四
〇
)

 

縹
色
空
押
卍
繋
ぎ
瑞
雲
紋

表
紙

(
二
六

・
五

×

冖
九

.
一
糎

)
、
原
題
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簽
遺
存

。
「
鴎
外

/
蔵

書
」

(
朱
方
)
、

「
東
京
帝

/
国
大

学
/
図
書

印
」

(朱
方
)

の
印
記

。
文
豪

森
鴎
外

(文
久

二
年

く
一
八

六
二
V
生
、
大
正

十

↓
年

〈
↓
九

二
二
〉
没
)

の
旧
蔵
書
。
大
正
十
五
年

…
月
寄
贈
。

〈
早
稲
田
大
学
中
央

図
書
館
蔵

V 
 

和
大

二
冊

(
ロ

=
二
ー

二
二

一
七

)

 

縹
色
布
目
表
紙

(
二
六

・
四

×

」
九

・
○
糎

)
、
原
題
簽

遺
存

0
経
文

に
朱

の
句
点
、
希

に
圏
点
が
施

さ
る
。
「
早
稲
田
/
大
學
/
圖
書
」

(朱
方

)

の
印
記

。
信
夫
恕
軒

(天
保

六
年

く
]
八

三
五
V
生

、
明
治

四
十
三
年

〈
一
九

一
〇
〉
没

)
旧
蔵
、
大
正
三
年
四
月
信
夫
淳
平
寄
贈
本
。

 
 

又
 

 

 
 

 

 
〔明
治
〕
修

(京
 
田
中
治
兵
衛
)

 
徳
倉

昌
堅
跋
文
末

の
須
原
屋
茂
兵
衞

の
刊
記
を
削
去

し
、
そ

の
跡

に
次

の
如

く
入
木
す

る
。
奥
付
は
無

い
。

 
 

 
 
 
 
 
京
都
寺
町
通
四
條
北

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

田

中
治

兵

衛

〈筑

波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〉
林
文
庫
 
和
大
二
冊

(
ロ
八
八
四
-

一
三
)

 
縹
色
布

目
表
紙

(
二
六

二
二
×

一
九

・
○
糎
)
、
原
題
簽
完
存
。

「北
總

林
氏
蔵
」

(朱
長
方
)
、

「林
文
庫
」

(朱
長
方
)
、
「
東
京
高
等
/
師
範
学
校

/
図
書
之
印
」

(朱
方
)

の
印
記
。
漢
学
者
林
泰

輔

(安
政

一
年

〈
二
八

五
四
〉
生
、
大
正
十

↓
年

〈
↓
九
二
二
〉
没
)
旧
蔵
書
。
大
正
十

一
年
十

二
月

二
十
三

日
林
直
敬
寄
贈
本
。

〈東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
V 

 

和
大
二
冊
合

一
冊

(B
六
〇
ー

八
〇
)

 
縹
色
布
目
表
紙

(
二
六

・
一
×

一
八

一
七
糎
)
、
原
題
簽
遺
存
。
「東

京

帝
/
国
大
学

/
図
書
印
」

(朱
方
)

の
印
記
。

〈大
阪
大
学
附
属
図
書
館
蔵
V
 
懐
徳
堂
文
庫
 

 
 

 

 
 

 
和
大
二
冊

 
縹
色
空
押

卍
繋
ぎ
雲
龍
紋
表
紙

(
二
六

・
○
×

一
九

二

一糎
)
、
原
題

簽
を
存
す

る
。

一
部

に
朱

の
圏
点
、
校
語
、
語
釈
等

の
書
入
れ
が
あ
る
。

坤
冊
後
見
返

し
に
次

の
墨
識
語
を
認
め
る
。

 
 
庚
戌
七
月
念
八
衣
洲
讀
於
保
陽
氷
壺

軒
楊

柳
深
處

 
庚
戌
は
明
治

四
十
三
年
。
「
尾
崎
/
重
平
」

(朱
小
円
)
、
「大

阪
大
/
学

図
書
/
之
印

」

(朱
方
)

の
印
記

。
乾
冊
表
紙

に

「愛

田
兼
達
氏
/
寄

託

本
」

の
小
長
方
印
を
捺
し
た
小
紙
片
が
貼
付
さ
る
。
昭
和
二
十

六
年
九
月

十
日
同
館
受
入
図
書
。

〈東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〉 

 
 

和
大

二
冊

(教
養

一
一
一六
-

三
八
)

 
縹
色
布
目
表
紙

(二
七

・
一
×

.
九

・
二
糎

)
、
原
題
簽
存

0
「粟

野
/

蔵
書
」

(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

〈
大
東
文
化
大
学
図
書
館
蔵
〉 
白
木
蔵
書
 

 

和
大

二
冊

(
勲
二
四
九
)

 
縹
色
布
目
表

紙

(
二
六

二

×

一
八

・
九
糎
)
、
元

題
簽
遺
存
。

一
部

に
朱
圏
点

・
朱
引
書
入
れ
あ
り
。
「名
何

/
郷
人
」

(白

豆
形
)
、
「
口
/
社
」

(朱
方
)
、
コ
尸
川
蔵
/
書
之
記
」

(朱
長
方

)
、
「白
木
蔵
書
」

(墨
長

方
)
、
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「
大
東
文
化
/
大
學
圖
/
書
館
印
」

(朱
方
)

の
印
記
。
白
木
豊
旧
蔵
書
。

又
 

鞭
驫

飜
老
齲
鍵

利
八
)

 

跋
末

の

一
行
及
び
刊
記

を
刺

去
。
題
簽
改
刻

さ
れ

「
繃
纐

一
林
註
老

子

道
徳
經
」
と
題
し
、
ま
た
、
見
返
し

に
は

 

 
 
庸
齋
林
希

逸

口
義

 

 
 
謹
醐

一
林

註

老

子

道

徳

經

 

 
 
 
東
京
 
 

 
松
山
堂
蔵
版

と
題
さ
る
。
さ
ら

に
、
後
表
紙
見
返
し

の
奥
付

に
は
、
初
行
に

「
和
漢
図

書
出
版
発
行
所
」

の

一
行
を
枠

で
囲
み
、
そ

の
横

の
囲
み
内
に
、
発
行
兼

印
刷
者
と
し

て
東
京
市
京
橋
區
南
傳
馬
町

一
丁
目

の
藤
井
利
八
、
発
行
所

を
同
所
在

の
松
山
堂
書
店
と
記
す
。

〈
無
窮
会
図
書
館
蔵
〉
 
平
沼
文
庫
 

 
 和
大

二
冊

(平
沼

…
〇
三
五
〇
)

 

縹
色
表
紙

(二
六

・
八

×

】
九

・
】
糎
)
。

原
題
簽
遺
存
。
見
返

し
は

朱

色
地
。
「
無
窮
會
/
神
習
文
庫
」

(朱
長
方
)

の
印
記
。

 

 
又
 
 

 
 
 
 
後
印

(東
京
 
松
山
堂
藤
井
利

八
・
松
雲
堂
発
行
)

 

題
簽
題
字

は
前

掲
本
と
同
版

で
あ
る
が
、
下
方

に

「
上
」
「
下
」
と
あ

る
。
或

い
は

ス
タ

ン
プ
に
よ
る
押
捺
か
。
見
返
し
も
前
掲

本
と
同
版

。
奥

付
は
程
式
殆
ど
同
様

で
あ
る
が
別
版
、
発
行
兼
印
刷
者
の
所
在
を

「東
京

市

外
上
駒
込
殿
中

二
八
」

と
更
め
、

「藤
井
」

の
上

に

「松

山
堂
」

の
三

字

を
冠
し
、
発
行
所
を

「融
魂

噸

擲
 
松
雲
堂
書
店
」
と
す

る
。

〈筑
波
大

学
附
属
図
書
館
蔵
〉
 
 

 

和
大

二
冊

(
ロ
八
八
四
-

二
八
九
)

 

茶
色
表
紙

(
二
七

・
○

×

一
九

・
三
糎

)
、
題
簽
完
存

。
見
返
し
は
紅

色

地
雲
母
引
。

「蔵
書

印
/
和
書

〈外

縁
に

「
東
京
教
育
大

学
/
附
属
図

書
館
」
〉」

(横
長

双
円

)
の
印
記
。

〈京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
〉 

和
大

二
冊

(和

一
二
四

・
二
ニ
ー

R
四
五
∀

 

茶
色
表
紙

(
二
六

・
九

×

㎜
九

・
四
糎

)
、
題
簽
完
存
。

行
間
、
上
層

に
字
音
、
字
義
句
解
等

の
鉛
筆

に
よ

る
書

入
れ
あ
り
。

「京

都
府
立
総
合

資
料
館
」

(朱
長
方
)
、
「寄
贈
/
 
岡
村

シ
ヅ
殿
/
昭
和

58
年

1
月

13
日
」

(朱
長
方

、
姓
名

・
数
字

は
ペ
ン
書
き
)

の
印
記
0

 
 
老
子
暴

口
義

彝

〕礪

希
羨

釋
即
非
如
寝

 
首

に

「
太
上
老
子
像
」

(出
関
図
)

}
葉

(裏

に

「黄

檗
沙
門
如

一
和

南

題
」

の
題
詩
計

五
行
あ

り
)
、
「
老
子
属
齋

口
義

序
」

(末

題

「
遠
孫
即

非

頭
陀
如

一
和
南
書
於
蓬
莱
方
丈

」
)
、

「宋

理
宗
皇
帝
宸
翰
」

一
葉

(裏

に

「腐
齋
林
公
像
」
)
及
び

「老
子
庸
齋

口
義
發
題
」

(末

に

「處
齋
林
希

逸
識
」
と
題
す
)
を
冠
す
。
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本

文
巻
頭
は

「老

子
庸
齋

口
義
巻

上
」
、
次
行
低

四
格

「
閾
編
清
竹
溪

居
士
林
希

逸
肅
翁
解

」
、
第
三
行
低
七
格

「
遠
孫
沙
門
如

一
即
非
校
刻
」
、

第

四
行

低
二
格

「道

可
道
章

第

㎝
」
と
題
す
。
尾
題
は

「老
子
慮
齋

口
義

上

(下
)
終
」
と
。

 

四
周
単

辺

(二

一
・
七

×

一
三

・
九
糎
)
、
有

界
、
毎
半
葉
十
行
行

二

十
字

、
注
改
行
低
二
格

中
字
単
行
十
八
字
。
経
文
に
は
句
点

・
圏
点
を
付

し
、
要
字
を
○

で
囲
む
。
注
文

に
は
句
点

の
み
付
刻
。
版
心
白

口
魚
尾
無

し
、
中
縫

「
老
子
庸
齋

口
義

 
巻
上

(下
) 

(丁
付
)」

と
題
す
。

 

首

の
即
非
序

に

「
予
幼
時
披
誦
不
置
。
自
學
佛
後
無

復
經
目
。
不
意
於

甲
辰
秋
飛
錫
豐
州
。
寓
源
太
守
之
金
粟
園
。
重
覩
是
書

。
不
勝
欣
慰
。
但

歳
月
久
遠
。
版
經
幾

翻
。
字
至
亥
豕
脱
誤
。
且
中
間
入

一
二
語

。
不
知
何

人
増
贅
。
與
本
文
不
相
胞
合
。
甚
戻
當
日
作
者
之
意
。
由
是
仍
家
傳
舊
本

而
刪

之
。
遂
捐
鉢
資
付

梓
。
用
廣
流
通
。
」
と
。

 

即
非
如

一
、
江
戸
前
期

に
清

よ
り
来
日

し
た
禅
僧

(黄
檗
宗
)
。
明
萬

暦
四
十
四
年

(
一
六

一
六
)
五
月
十
四
日
、
福
建
省
福

州
府
福
清
県

に
生

ま
れ
る
。
即
非
は
字
。
俗
姓
は
林
氏

で
、
希
逸

の
裔
孫

に
あ

た
る
。
明
崇

禎
十
年

(
一
六
三
七
)
、
黄
檗

山

の
隠
元
隆
碕

に

つ
い
て
受
戒

、
清
順
治

十

「
年

(
=
ハ
五
四
)
東
渡
し
た
本
師
隠
元

の
招
請
に
従

い
、
同
十

四
年

(日
本
明

暦
三
年

)
二
月
十

六
日
長
崎

に
渡
来

し
、
聖
寿
山
崇
福
寺

の
住

持
と
な

る
。
寛
文

三
年

(
一
六
六
三
)
八
月

二
十
四
日
、
宇
治

の
黄
檗
山

萬
福
寺

の
隠
元

に
省
覲

、
首
座

と
し
て
教
化
を
助
け
た
。
翌
四
年
九
月

、

帰
国

の
途

に

つ
い
た
が
、
豊
前

小
倉
藩
主
小
笠
原
忠
真

に
迎
え

ら
れ
、
金

粟
園

に
寓

し
た
。
同
五
年

、
忠

真
、
広
寿
山
福
聚
寺
を
開
創

し
、
請

ぜ
ら

れ
て
開
山
と
な

る
。

同
八
年

七
月
、
長
崎

に
向

い
崇
福
寺

に
帰
山

、
千
呆

性
佞

に
後
席
を

譲
り
退
隠

し
、
同
十

]
年

五
月

二
十
日
、
世
寿

五
十
六
を

以

て
示
寂

し
た
。
林

雪
光
氏

「
即
非
年
譜
」
参
照
。
但
、
本
書

の
開
版

に

つ
い
て
の
記
載

は
見

ら
れ
な

い
。

 
前
引

の
即
非
序

に
拠

っ
て
、
本
版

は
寛
文

四
年
秋
以
後
、
小
倉
在
住

の

間

に
上
梓

さ
れ

た
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。
江
戸
時
代
書

林
出
版
書
籍

目
録

を
繙

け
ば
、
寛
文
五
年

か
ら
六
年

に
刊
行
さ
れ
た
と

み
ら
れ

る

『灘
書

籍

目
録
』

に
は
載

ら
ず

、
寛
文
十
年
刊

『黼
書
籍
目
録
鮓
者
鮒
』
の

「
禅
宗
」

部
門

に

「
櫃
同

(即
非
)
老

子
経
」
と
著

録
さ
れ
る
の
を
嚆
矢
と
す

る
。

従

っ
て
、
本
書

の
刊
行
年

は
寛
文

四
年

以
後
、
同
十
年
以
前

に
限
定

さ
れ

る
。

そ
の
後
も

、
寛
文
十

一
年
刊

『翩
書
籍
目
録
』
、

〔延
寳
元
年

(
一
六

七
三
)〕
刊

『黼
書
籍

目
録
全
』
、
〔
同
二
年
頃
〕
刊

『
繼
書
籍
目
録
全
』
、
同

三
年
刊

『新
増

書
籍
目
録
』
、
同
年
刊

『鮎
書
籍
題
林
』
、
同
本

の
貞
享

二

年

(
]
六

八
五
)
増
修
本

『
敝
廣
益

書
籍
目
録
」
、
天
和

元
年

(
一
六
八

一
)
刊

『書
籍

目
録
大
全

』
、
元
禄

五
年

(
一
六
九

二
)
刊

『
飜
書
籍

目
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録
』
、
同
九
年

(
】
六
九

六
)
刊

『飜
書

籍
目
録
大
全
』
、
同
十

一
年
増
修

本
、

同
十

二
年
刊

『新
版
増
補
書
籍

目
録
』
及
び
元
禄
九
年
目

の
寶
永
三

年

(
一
七

〇
六
)
、
同
六
年
、
正
徳

五
年

(
一
七

】
五
)

の
増
修
本

に
著

録

さ
れ
て

い
る

(但

、
『
黼
書
籍

目
録
全
』

『瀰
書
籍
目
録
全
』
『
新
増
書
籍

目
録
」

は
冊
数
を

コ

」
と

し
て

い
る
、
ま

た
、
元
禄
九
年
刊

『
黼
書
籍

目
録
大
全
』

の
寶
永

三
年

、
同
六
年

、
正
徳

五
年

の
増
修
本

は

「
そ

・
佛

書
」
と

「
ろ

・
儒
書
」

の
両
所

に
重
出

)
。
そ

の
内

蠡

書
籍
目
録
大
全
h

に
は

「
田
原
仁
」

の
書
林

名
と

「
四
匁
」

と

の
値
段

付
が
認

め
ら
れ
る

(正
徳
五
年
修
本

は
値
段
付

け
を
削
除
)
。
以
上

の
著
録

に
よ

っ
て
、
同
書

が
江

戸
時
代
前
期

か
ら
中
期

に
か
け

て
書
林
を
通

し
て
流
通
し
、
遅
く
と

も

元
禄
九
年
以
後

に
は
田
原
仁
左
衞

門
の
蔵
版
書

で
あ

っ
た

こ
と

が
判
明

す
る
。
田
原
仁
左
衞
門
は
江
戸
時
代
初
期
よ
り
享
保
年
間
に
か
け

て
禅
籍

・

儒
書
を
扱

っ
た
京

の
書
肆
。
享
保
以
後

の
書
版

の
動
向
存
否
は
未
詳
。
伝

本
は
極
め

て
少
な
く
僅
か

に
次

の
四
本

が
知

ら
れ
る
が
、

い
ず

れ
も
刊
記

奥
付

は
無
く

、
書
林
名
を
遺
す
本

は
管
見

に
入
ら
な

い
。

〈龍
谷
大
学
大
宮

図
書
館

〉 
 

 

和
大

二
冊

(
三
二
六

・
一
-

三
七

W
)

 
寫
字
臺
文
庫
。
香
色
空
押
七
宝
蜻
蛉
紋
表
紙

(
二
七

・
二
×

]
九

.
九

糎

)、
原
印
刷

題
簽

、
第

一
冊
の
み
遺
存

「老
子
庸
齋

口
義
」

(隷
書
体
)

と
題
す
。

「寫
字
臺
之
藏
書
」

(朱
長
方
)

の
印
記
あ
り
。

〈
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
〉
 
 
 

 
 

 

和
大

一
冊

(
一
七
五
ー
三
八
七
)

 
縹
色
表
紙

(
二
六

・
八

×

一
七

・
四
糎
)
、
書
題
簽

「
老
子
林
匯

 
全
」

(
「
中
央
左

側
部
破

損

し
、

「
注
」

「
註
」

何

れ
か

不
明
)
。
後

見
返

し

に

「
信
陽
中
嶋

/
 

堀
貞
齋
」

と

墨
識
が
あ

る
。

「慶

應
義
塾

図
書
館
蔵

」

(朱
長
方
)

の
印
記
。

〈
新
潟
県
立
図
書
館
蔵
〉
 
 

 
 
 

 

和
大

二
冊

(子

畑
三

〇
二
五

〇
)

 
未
見
。
高
橋
智
氏
調
査

に
拠
る
。

 
茶
色
表
紙

(
二
六

・
六

×

」
八

・
○
糎
)
、
刷
題
簽

(子
持
枠
)
「
老
子

庸
齋

口
義
」

と
題
す
。

「
洲
尾
堂

図
書
」

(朱

長
方

)
、

「竹

口
/
珍

玩
」

(朱
方

)
、

「竹

田
/
主

人
」

(白
方

)
、

「
四
五
口

/
口
弍

三
五
/
巻
書

」

(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。

〈
静
嘉
堂
文
庫
蔵
V 

陸
氏
十
萬
巻
楼
本
 

 

和
大

一
冊

(
=
ニ
ー

二
三
V

 
淡
茶
色
表
紙

(
二
七

・
二
X

一
八

・
○
糎
)
、
外
題
無
し
。

「老
子
膚
齋

囗
義
序
」
、
「
宋
理
宗
皇
帝
宸
翰
」
及
び

「
老
子
庸
齋

口
義
發
題
」
を
末

に

誤
綴
。
下
巻
尾
題
後

に

「
密
印
西
隠
堂
蘭
桂
齋
/
 
摩
逸
子
煌
識
」
と
墨

識
あ
り
。

「歸
安
陸
/
樹
聲
蔵
/
書
之
記
」

(朱
方
)

の
印
記
あ
り
。
陸
心

源
十
萬
巻
楼
旧
蔵
。
本
帙
が
陸
氏
所
蔵
と
な

っ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
明
ら

か

で
な

い
。
尚
、

『静
嘉
堂

秘
籍
志
』
巻
三
十

道
家
類
著
録

の

「
老
子
腐

齋

口
義

 
刊

一
本
」
と

は
こ
の
本

を
指
す

よ
う

で
あ
る
が
、

『
葩
宋
樓
藏
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書
志
』
巻
六
十
六
著
録

の

い
る
0
失
考

で
あ

ろ
う
。

「老
子

口
義

二
巻
 
明
萬
暦
刊
本
」

に
当

て
て

 

 
 
同
 

 

 
 

 
民
国

五
四

(
一
九

六
五
)
刊

(台
北
 
藝
文
印
書

 

 
 
 

 
 

 
 

館

) 

影
印

〔
寛
文
〕

刊
本
 
無
求
備
齋

老
子
集

 

 
 
 

 
 

 
 

成
初
編
所
収

 
 

 

 
 

 

 
 

 

唐
中

一
冊

 
首

の

「
太
上
老
子
像
」

(出
関
図

)
・
「
黄
檗
沙

門
如

一
和
南

題
」
題
詩

一
葉

の
次

に
、

「
莊
子

像
」

(表

)
・
「
幅

清
林
希

逸
像
」

(裏

)

の

]
葉

(版
心

題

「
莊
子
膚
齋

口
義

 
像
」
、

丁
付
け

「
二
」
)

及
び

「
太
上
老
君

像
」

(表
)
・
「明
太
祖
皇
帝
御
製
老
君
賛
」

(裏

)
の

一
葉

(版
心
題

「老

子
庸
齋

口
義

 
圖
讃
」
、
丁
付
け

「乙
」
)

の
計

二
葉

が
あ

る
。
管
見

の
掲

出
原
刻

四
本

の
何

れ
に
も
此

の
二
葉
は
無

く
、
特

に

「莊
子
像
」

の

一
葉

は
本
書
と

の
関
連
は
薄
く
、
影
印
時

の
妄
補

で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
。

影
印

の
底
本

で
あ

る
嚴
霊
峰
氏
所
蔵
本

に
間
違

い
な
く
此

の
二
葉
が
存
す

る
の
で
あ

れ
ば
、
掲
出

の
四
本
か
、
嚴
氏
所
蔵
本

の
何
れ
か
を
修
本
と
し

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

 
扉
裏

の
木
記

に

「
拠
日
本
寛
文

四
年
刊
本
景
印
」
と
あ

る
が
、
寛
文
四

年

の
刊
記
を
有
す

る
伝
本

は
未
だ
管
見

に
入
ら
な

い
。
即
非
序

に

「不
意

於

甲
辰
秋

飛
錫

豐
州

。
寓

源
太
守

之
金

粟
園

。

重
覩
是
書

。
」

と

言
う

「
甲
辰
」
が
寛
文

四
年

に
相
当
し
、

そ
れ
を
刊
年

に
当

て
た
も

の
と
思
わ

れ
る
が
、
こ

の
年
は
即
非
が
帰
国

の
途

に
付
き
、
小
倉

藩
金
粟
園

に
滞
留

を
始
め
た
年
で
あ
り
、
そ

の
年

の
内

に
開
版

に
及

ぶ
暇
が
あ

っ
た
か
ど
う

か
疑
わ
し

い
。
但
、
底
本
は
初
印

に
近

い
早
印
本

で
あ
る
。

 

以
上
、

『老

子
属
齋

口
義

』

の
諸
版
と

、
諸
所
に
現
存
す
る
各
版
伝
本

に
つ
い
て
、
知
見

の
及

ぶ
と

こ
ろ
を
報
告
し
た
次
第
で
あ
る
。
序
言

で
も

述

べ
た
よ
う
に
、
博
捜
を
心
掛
け
は
し
た
も

の
の
、
所
在
が
分

か

っ
て

い

る

に
も

か
か
わ
ら
ず
未
調
査

の
ま
ま

の
伝
本
も
数
多

く
、
更
に
補
充
調
査

の
必
要
性
を
感
じ

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
段
階
で
先
ず
各
版

の

系

統
関
係
と
管

見
諸
伝

本

の
帰
趨

に
つ
い
て
、
概
要
を
報
告

し
て
お
く

こ

と
も
あ
な
が
ち
意
味

の
な

い
こ
と

で
は
無

い
と
考
え
る
。

 

此

の
報

告
は

、
研
究

所
斯
道
文

庫

が
研

究
事
業

の
柱

と

し
て
掲
げ

る

「
漢
籍
総

目
録

編
纂

」

の
為

の
書

誌
調
査
を
遂
行
す

る
中
で
、
得
ら

れ
た

成
果
の

一
端
と
し
て
公
表
す

る
も

の
で
あ

る
こ
と
を
明
記
し
て
お
き

た

い
。

 

調
査

に
際
し

て
は
、
特

に
伝
本
所
蔵
者
各
位

の
ご
理
解

と
ご
高
配
を
忝

く
し
、
種

々
便
宜

を
賜

っ
た
。
ご
報
告
が
大
き

く
遅
延

し
た
こ
と
を

お
詫

び
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
ご
厚
恩

に
対
し

て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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